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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（中村 実君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、ありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（中村 実君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、７番、佐藤 孝議員、１８番、松尾徹郎議員を指名いたします。 
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日程第２．一般質問 

 

○議長（中村 実君） 

日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１３人でありますが、議事の都合により、本日５人、１７日５人、１８日３人を予

定しております。 

一般質問の質問時間は、答弁を除き、１人３０分であります。 

所定の時間内に終わるよう、質問・答弁とも簡潔に要領よくお願いいたします。 

また、質問は通告書の範囲内にとどめるよう、ご協力をお願いいたします。 

通告順に発言を許します。 

田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 〔９番 田原 実君登壇〕 

○９番（田原 実君） 

おはようございます。糸魚川２１クラブの田原 実です。 

久しぶりのトップバッターです。よろしくお願いいたします。 

通告書に基づき、３項目について質問いたします。 

質問１、次期ごみ処理施設の建設と運営について。 

(1) 次期ごみ処理施設の諸課題について、特に他自治体等で建設する同時期、同規模、同性能

の施設と建設費、運営費を比較した場合、糸魚川市のものはかなり高額です。その理由につ

いて伺います。 

(2) 施設建設の市民周知、市民の見学活用、施設を使った環境フェアについて伺います。 

(3) 海洋プラスチック処理等環境問題解決への貢献について伺います。 

質問２、広域観光連携における大糸線の活用、その現状と課題について。 

(1) 大糸線活性化協議会について、特に大糸線廃線へのＪＲの動きについて伺います。 

(2) 公益法人深田地質研究所が提唱する「ジオ鉄」としての活用について伺います。 

(3) 鉄道ジオラマ、キハ５２車両展示スペースの拡張と観光活用、鉄道グッズ販売等について

伺います。 

(4) えちごトキめき鉄道との連携、民間の知恵をいただくことについて伺います。 

質問３、糸魚川市の責任で進める復興再生事業、にぎわいのある暮らしやすいまちづくりについ

て。 

(1) 駅北広場、防災公園、市民公園の建設の経緯と活用について伺います。 

(2) リノベーションスクールによるにぎわいづくりについて伺います。 

(3) 高校生や若者が日常的にやってくる「にぎわいの拠点整備」について伺います。 

(4) 若いファミリーが好んで住んでくれる環境整備について伺います。 

(5) 日本海に一番近い新幹線駅、糸魚川の海の幸、新鮮な食材を生かした復興再生について伺

います。 
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(6) 大学生等まちづくりボランティアの受け入れと活用について伺います。 

以上、１回目の質問です。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

田原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、環境省の入札の手引きに基づき算定した予定価格の８９.３％

で落札されており、適切な金額と考えております。 

２点目の施設建設の市民周知につきましては、市のホームページで公開いたしております。市民

の見学活用につきましては、ごみ処理施設の仕組みなどを学習していただき、ごみ減量推進などに

活用していきたいと考えております。 

また、来年度の環境フェアの会場として利用し、広く市民に見学してもらえるよう計画してまい

ります。 

３点目につきましては、新施設の稼働により、リサイクルができないプラスチック類を焼却する

ことが可能となり、貢献できるものと考えております。 

２番目の１点目につきましては、ＪＲ西日本は活性化協議会の構成団体として沿線自治体と連携

し、活用促進事業に積極的に取り組んでいただいております。 

２点目につきましては、２４年に協力してジオ鉄マップを作成いたしており、今後もジオ鉄を活

用し、利用促進に向けた取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

３点目につきましては、首都圏からも鉄道ファンが訪れるなど好評であり、より魅力的な施設を

目指す必要があると考えております。 

４点目につきましては、北アルプス日本海広域観光連携会議において、利用機運醸成を目的とし

たスタンプラリーをえちごトキめき鉄道と連携して実施しております。また、関係者が一体となっ

て活性化に取り組んでいく上で、大糸線を応援してくださる方との連携は、重要であると考えてお

ります。 

３番目の１点目につきましては、敷地再編を行う中で、被災者等から市が引き受けた用地の一部

を広場・公園として整備し、一時的な避難所や住民の憩いの場、人々の交流や新たな起業へのチャ

レンジの場として活用してまいります。 

２点目のリノベーションスクールを通じて、当事者としてまちづくりにかかわる人材育成を目的

といたしており、新たな空き家活用につながることを期待いたしております。 

３点目につきましては、駅北地域のまちづくりについて、まちづくり会議で検討していく中で、

にぎわいの拠点の役割や位置づけも検討してまいります。 

４点目につきましては、働く場や子育て環境など、若い世代が暮らしやすくなるようなまちづく

りをしていきたいと考えております。 

５点目につきましては、引き続きにぎわいのあるまちづくりプロジェクトに基づき、恵まれた資

源を生かし、まちづくりを進めてまいります。 
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６点目につきましては、早稲田大学ボランティアセンターが３０年度から復興支援、にぎわい創

出を目的とした活動を行っていただいております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますのでよろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、ごみ処理施設について再質問します。 

工事は順調に進んでいますか。ただ、建設状況の市民周知は不十分です。以前よりホームページ

での紹介を見やすく工夫してほしいと言ってきましたが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

工事の進捗状況ですが、ご存じのとおり最初、地下埋設物の撤去工事に１カ月を要しました。こ

ちらのおくれが当初出ておりましたが、今、鋭意取り戻せるよう努力をしていただいているところ

でございます。 

ホームページでの更新につきましては、実際に工事が行われましてから１年少し、それと工事が

目に見える形になってきてからは１０カ月程度が経過していると思います。こちらの中で、８回の

ホームページの更新を行っておりまして、写真を多用した工事内容に変化があるのがわかるような

ホームページの更新を目指していただいておりますが、議員おっしゃいますように見づらい部分も

ありましたので、いろいろと改良させていただいてますが、今の状態ということでご了承いただけ

ればと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

今回、私が通告書でこのことを上げたので、９月１０日からトップページから見られるようにな

ったんじゃないですか。 

それと写真はあるけども、解説が足らないですよ。どんな施設をつくってるのか、あるいはどん

な目的なのかがわからない。それをやっていただかないと市民周知にならないと思うんですよ、い

かがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 
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○環境生活課長（高野一夫君） 

トップページの更新は、たしか８月１９日の更新からだったと思いますが、やはり市のホームペ

ージのトップページ更新しましても、どんどん下がっていってしまうもんですから、見づらい時期

があるかと思います。 

また、説明につきましては、これからもわかりやすいものに鋭意努力したいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、改めて焼却システム、性能、建物構造、面積の説明をお願いします。それから、コンサル

タントと設計発注先、工事発注先、運営委託先と、それぞれの契約額及び発注方法を説明してくだ

さい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

それでは、まず今回の施設の整備・性能ですが、従来、炭化炉という形式をとっておりましたが、

今回からはストーカ炉という形式をとらせていただいております。 

今回の整備につきましては、ごみ処理施設建設工事の契約額については５８億３,２００万円、

落札者はエスエヌ環境テクノロジー等の共同企業体でございます。 

大変申しわけありません、あと何でしたっけ。 

○議長（中村 実君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時１２分 休憩〉 

 

〈午前１０時１２分 開議〉 

 

○議長（中村 実君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「休憩お願いします」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時１３分 休憩〉 

 

〈午前１０時１５分 開議〉 
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○議長（中村 実君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

資料の整理が荒くて申しわけございません。 

性能につきましては、先ほど申し上げましたようにストーカ炉、２４トンの２炉、合計４８トン

が処理できるものであります。建物構造については、ＳＲＣがメーンの工事になります。面積につ

いては４,３９６平米となっております。コンサル会社につきましては、日本環境衛生センター、

費用につきましては６,１５６万円になっております。運営団体につきましては、サンバイロ糸魚

川株式会社、こちらのほうの契約金額につきましては７９億７,０００万円となっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ありがとうございます。発注方法も教えていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

お答えします。 

設計・施工一括発注となっております。性能発注方式でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ＤＢＯということで考えていいですね。 

他自治体等で建設する施設と建設費、運営費を比較していただいたと思います。環境省の循環型

社会形成推進交付金内示データベース、財団法人日本環境衛生センターのデータベースに詳細な資

料があります。 

さて、トン当たりの建設費が、糸魚川の施設よりも高額なものはありますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

今おっしゃいますとおり１トン当たりの規模と比較するのが適切かと思っておりますが、各施設

規模ですとか整備する内容が違うため、一律には言えないのですけども、平成３０年度以降の落札
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単価を見ますと、数年前に比べますとかなり高額なものになっておりますので、当市のほうの単価

につきましても適正だったというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

糸魚川の施設よりも高額なものはあったかと聞いてるんです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

失礼しました。施設につきましては、通常のストーカ炉になっておりまして、見学施設等も大規

模なものではありませんので、極端に他の施設との違いというのはないかと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

市民部長、以前に市民厚生常任委員会においてストーカ炉部分の工事費が、他市の同等のものよ

りもかなり高額と指摘され、検証することになっていたと思いますが、結局うやむやなままですよ

ね。ストーカ炉部分のトン当たりの工事費が、糸魚川の施設よりも高額なものというのはありまし

たか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐市民部長。 〔市民部長 五十嵐久英君登壇〕 

○市民部長（五十嵐久英君） 

以前、議会のほうへ、常任委員会のほうへお出しした資料の中では、糸魚川市の場合については、

トン当たり１億１,２５０万ということでございます。ほかにも、にかほ市とか標茶町ですか、そ

ういうところが糸魚川より超えているということになります。 

先ほども環境生活課長が申し上げたように、それぞれ同じストーカ炉というものにおいても整備

する処理能力の違いとか、それによってやはり、すみません、焼却施設については、ある程度、値

段のばらつきはあるというふうな状況というふうに認識しているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ちょっと違うんですね、質問がね。もうちょっと具体的に言ったほうがよかったですね。滋賀県

の野洲の施設と比較したときにストーカ炉部分、そこのところの工事費を比較したらば、随分違っ

たと、野洲が安かったじゃないかと。それどうしてということで、じゃあもうちょっと結果見まし
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ょうということでいたんだけど、その検証が済んでないんですよ。それでどうですかという話を聞

いてます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐市民部長。 〔市民部長 五十嵐久英君登壇〕 

○市民部長（五十嵐久英君） 

今、議員おっしゃった野洲市については、確かに当市の施設よりも相当金額的には安かったとい

う部分だというふうには思っております。 

ただ、それぞれの時期の受注状況によって金額が動いているというのが現実だということで、同

じストーカ炉という部分についても、その発注・受注時期によって値段が動いているという状況で、

一概には単純には比較できないという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

糸魚川の施設は、日本環境衛生センターのコンサルタントを受け、ＤＢＯ方式が建設コストが抑

制できて運営のトラブルもないということで、設計、工事、運営の業務委託を進めて、結果的には、

１社入札を認めて高額な建設費と運営費で契約せざるを得なくなりました。その過程を私は見てき

ましたが、もともと高額な予定価格を設定し、行政の責任者自身が１社入札を認めていく発言をし

て、これが糸魚川市の施設の建設費、運営費を高額にしたんじゃないかと、今にして思えば、その

ような過程があったかに思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐市民部長。 〔市民部長 五十嵐久英君登壇〕 

○市民部長（五十嵐久英君） 

今回のごみ処理施設の発注に当たりましては、先ほど市長答弁にもございましたように環境省の

入札の手引きに基づいて予定価格を作成したというもので、市のほうで恣意的に予定価格を高く設

定したというものではございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、質問を変えます。 

市民が環境について学べる見学ができるように議会から要望しましたが、その後どうなりました

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 
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○環境生活課長（高野一夫君） 

見学ですとか、そういった学習施設の考え方について説明いたします。 

今議会で予定されてます委員会のほうには、詳しい図面等をつけまして説明させていただきます

が、学習施設について説明させていただく予定となっております。 

また、対市民といたしましては、施設見学を考えておりまして、完成後、なるべく早い段階で清

掃センターのある須沢地区、またその後は日を決めまして、自由に出入りできるような見学会等も

考えさせていただいております。 

あわせまして、先ほど市長が答弁いたしましたように環境フェアの開催も考えておりますので、

そういったところで周知していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

担当課も武蔵野市、広島市、上越市を一緒に視察し、センスのよさと市民の環境意識啓発の事例

に神戸市も見ていただきました。行政規模では比較になりませんが、建設費や運営費を考えれば、

糸魚川でも見劣りしないデザインや見学活用を実現できると思ってのことです。大変に期待をして

いるわけです。 

しかしながら、見学活用について、その後、説明がないのはどうしてですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

説明につきましては、議会・委員会等への説明がおくれておりますこと、大変申しわけございま

せん。現在、事業者側から提案を受けたものを委員会で説明する予定となっておりますので、ご了

承ください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

見学活用への職員体制と対応を伺います。 

１階には受付、事務室、プレゼンの機器を備えた会議室、３階にはプラント内を見渡すガラス張

りの見学室と、ハードが整備されていきますが、問題は専門知識を持って市民の環境意識啓発に取

り組んでくれる人の配置です。これについてはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

議員おっしゃいますとおり、主な学習施設につきましては、３階ということになっております。



－ 55 － 

学校、小学校等が訪れていただけますのが、小学校４年生の授業になりますので、そういった授業

の際には、市の職員が随行することで、３階から１階への誘導ですとか、場合によっては数が多い

場合は１階の会議室なども有効活用しながら説明させていただきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

こども課長は、施設完成後の見学活用、担当課から聞いていますか、今初めて聞きましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

このたびの新築に合わせまして、見学ができる施設であるというふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

施設を使った環境フェアについて、担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

環境フェアにつきましては、科学とサイエンスというような教育活動とともに行っておりますの

で、清掃センターで全て行えないのかもしれないと。今調整に入っておりますが、次年度の開催に

つきましては、清掃センターの３階の学習施設のほうをフル活動いたしまして、それ以外のスペー

スでは、収集運搬にかかわる事業者ですとか、リサイクルにかかわる事業者ですとか、そういった

ものの展示を進める予定にしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

生涯学習課長は、施設完成後の見学活用、担当課から聞いていますか、今初めて聞きましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

小島生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 小島治夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（小島治夫君） 

お答えします。 

直接はお話は聞いておりませんが、教育委員会の中でこども課、こども教育課は隣でありますの
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で、そういう話は伺っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、海洋プラスチック処理と環境問題解決への貢献について、いま一度、担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

海洋プラスチック問題ですとかそういったものは、当市だけではなく世界的な問題になっており

ますが、今回の清掃センターの変更によりまして、これまで埋め立てに回っていた硬質のプラスチ

ック、固めのプラスチックも焼却に回すことができるようになります。従来は、埋め立てごみとし

て処理をしていましたが、そちらのほうが燃やせるごみに出せるということから、一定の貢献がで

きるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

当初、企画・構想がされたときから、また時代が少し変わりましたよね。そういった中で新しい

施設をＳＤＧｓ、皆さんご存じだと思いますが、の課題解決に役立てることを考えるべきではない

かと。そういった中で、ＳＤＧｓの目標１７項目のうち、今度つくる糸魚川市の施設で対応できる、

できそうなものは何だとお考えでしょうか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

海洋プラスチックのお話を聞く中で、市内の飲食店等にも確認してみました。中では、プラスチ

ック製のストローをもう既にやめておられるというようなところもあるもんですが、そういったと

ころのまた情報を流したいというふうに思っておりまして、ＳＤＧｓに関しましては、そういった

使うほうの立場、ＳＤＧｓの目標でいいますと、１２番目の目標のつくる責任、使う責任というと

ころになるかと思います。一般的な飲食店等でそういったものが出ているということになれば、そ

ういったものを少しでも減らしていただくという貢献ができるんじゃないかというふうに思います

し、それ以降は、１４番、１５番では海の豊かさですとか陸の豊かさという項目がありますので、

そういったものに貢献できるというふうに考えておりまして、さらに気候変動に直接影響いたしま

すので、そういったものにも貢献ができるのではないかというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

この質問の最後になりますけども、新しい施設を環境問題解決にもフル活用することが高額な運

営費を市民にお願いする理由の１つになるし、そうしてほしいと私は思います。ＳＤＧｓのバッジ

をつけている米田市長、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ＳＤＧｓの、これはやはり１７項目全て、行政も今我々、進めておる中では完結できる方向性と

同じだと捉えておるわけでありまして、だからといってつけてるわけではございません。これはジ

オパークネットワークがＳＤＧｓを取り組んでおるわけでございますので、それでつけさせていた

だいとるわけであります。 

しかし、我々はやはりそういったことで、ＳＤＧｓにかかわらず、その辺を目的を明確にしなが

ら、そして、その効果を理解いただけるような方向で取り組んでいきたいと思いますので、ご理解

いただきたいと思ってます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

では、大糸線活用の２回目の質問です。 

６月一般質問でも大糸線の活用を伺いましたが、今回は糸魚川市の資料、大糸線活性化協議会の

取り組み方針についてをチェックリストにして掘り下げて再質問します。 

まずは、大糸線廃線へのＪＲの動きについて、担当の建設課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

市長答弁にもございましたとおり、ＪＲ西日本は、大糸線の活性化協議会の一員、メンバーとし

て積極的に利用促進事業に取り組んでいただいております。具体的な活性化のメニューについての

提案もいただいておりますし、ＪＲのそれらの感じとしましては、会社として本気で取り組んでお

るというような、その意気込みのようなものも、私どもは感じておるところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ＪＲ西、ＪＲ東との協力連携で、大糸線の活用、広告宣伝力の活用が方針に示されていますが、

具体化したものがあればご説明を願います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

車両の活用といたしましては、この１０月に小学生を対象にした車掌体験といったような、でき

るような企画列車というものを今計画しております。 

また、１１月になりますが、これはバル街と連携した企画列車というものを計画しております。

広告宣伝力といった活用の部分でございますが、ことしの３月、ＪＲ西日本の金沢駅の構内におき

まして、コンコースの部分、通路の部分を確保いただきまして、沿線市村の観光ＰＲイベントとい

うものを市長も行く中で実施しております。 

また、１０月から始まりますデスティネーションキャンペーンのパンフレット、あと西日本の新

幹線の網棚のところに入っております西ナビの今度の１０月号におきまして、市内の観光情報とい

うものを掲載していただくというような具体的な動きが出ております。 

以上です。 

補足でございますが、金沢のイベントのことに関しましては、前の日、テレビ報道のほうでも報

じられたところでございますし、その辺もＪＲのほうの発信力といいますか、その辺はありがたく

私どもは感じておるところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

頑張っていただいてるということで、その点、感謝申し上げます。 

ただ、観光の宣伝全般に言えることなんですけど、その効果は、誰がどのように検証し、また協

議会や議会や市民に報告されていくのか、この点、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

私ども、この協議会というものをちゃんと組織として事業を計画して、運営・実行しております

ので、それぞれ毎年、その振り返り効果というものを検証して、次の活用、いわゆるＰＤＣＡサイ



－ 59 － 

クルを回しながら、それらの当然、市民の皆様、沿線の皆様に対しての発信を含めた効果の検証と

いうものを進めていくということは、この事業計画の中にも示されたことでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

取り組み方針についての資料を疑うわけではないんですけども、県、市、村の協力連携で何をや

ろうとしているのか、体制をつくりました、予算おりました、会議はやりました。でも大糸線利用

者はふえませんでしたとなった場合に、ＪＲの経営を考えたら早期の廃線もやむを得ないですねと

いう結論を出すための協議会になるんじゃないかと心配をしていますが、その点いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

大糸線活性化協議会というものは、事業者も含めた関係者、沿線関係者、新潟県、長野県を含め

た関係者が一丸となって、この利用促進に取り組もうということで設立いたしました協議会でござ

います。県を含む沿線自治体が相互に連携いたしまして、今ある観光資源ですとか、まだ知られて

いない、開発されていないような、発掘されていないような観光資源、それらの発信というものを

連携してやることによりまして、交流人口の拡大を目指すということ。 

もう一点は、やはり公共交通ですので、そういうことをやることによって、生活の足という部分

の確保にもつながるといった目標というものも掲げております。それら交流観光ですとか、生活の

確保ということを促進を通じて、最終的には、その地域の活性化につながるということを、この構

成メンバー全員が共有する目標として取り組んでおるものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ご説明いただいたので、協議会の目標というものがわかってまいりました。ただ、この会議には、

どんな方が出席し、どんなことが話されているのか、ホームページで会議録を見ました。 

２月７日の総会は、５つの議案を質疑・応答なく了承し、４５分で終了。５月３１日の総会では、

４つの議案を質疑・応答なく了承し、３５分で終了。これでは何が話されたのか、議案審査のプロ

セスや、この協議会が何を目指して話し合いがあるのかわからないです。この点を伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 
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○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

まず、協議会の会議には、どんな方が、どういう出席をということでございますが、大きく分け

まして担当レベルの会議、あと課長レベルで幹事会というものを重ねておりまして、それで今度は、

それぞれの自治体の長の総会というもの、そういう三層構造でやっております。担当者会議という

もので具体的な利用促進策についていろいろ議論を交わしておりまして、あと当然、総会前に開催

する幹事会の議案の調整、それらの事務的なこともやっております。 

また、幹事会では、今ほど申しました課長レベルによりまして、総会のほうへ提案する事業計画

の議案についての協議・確認というものを行いまして、その後の総会によりまして、各団体の長に

よりまして、その議案について承認をいただくというようなつくり立てにしております。 

その次に、ホームページの発信のことに関しまして、今ほど流れというものをお示ししましたが、

総会にかける段階では、担当者レベルの会議、幹事会ということで、各段階を踏んできております。

それですので、その段階で、それぞれの団体が各長に持ち帰りまして、レクチャーをさせていただ

いております。 

総会のほうにつきましては、その辺の事前の会議ですとか事前の説明というものを経た上で総会

というものが開催されておりますので、こういう形になっておるんですが、ただ、会議録をそのま

ま確かに読んでみますと、さっさっさと終わってしまうような実情でございますので、現状では、

少し事務局のほうでこれこれを説明したという部分がなかなか、薄い部分がございます。それらに

つきましては、掲載の方法について少し見直しというものを行うことにしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ぜひそうしてください。そうでないとなかなか協議会のことを理解したり、支援していくという

ふうな気持ちにもならないもんですからね。よろしくお願いしたいと思います。 

さて、６月の一般質問で、私は、もしも大糸線がなくなったらどうなるかということですね。観

光入込客が減るという仮説のもとに、このエリアの観光戦略を立てたらどうなると私は問いました。

担当課長は、大糸線は当地域の必要な観光資源、今後、多くのインバウンドが訪問したり、今ある

資産が見直される時代が来ることが予想されるので、大糸線活性化協議会等とも連携して、大糸線

の活用を考えていくと答弁しました。 

私からは、入込客の目標値やその根拠について、みんなで話し合っていないんじゃないか。だか

ら、いつまでたってもイメージのような話ばかりで戦略ではないと生意気にも申し上げたんですが、

これ、早急に協議会で仮説と戦略をつくって協議し、議会にも示していただきたいと思いますが、

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 
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○商工観光課長（大嶋利幸君） 

観光サイドの観点でお話し申し上げます。 

議員がおっしゃいますとおり、具体的な入込客の目標値をしっかりとした根拠のもとに設定する

ことは、重要であると考えておりまして、この大糸線のみならず、市全体の誘客を進めるための話

し合いは、さまざまな機会を通じまして各種団体と進めているところでございます。 

当市の観光戦略につきましては、糸魚川市観光協会とともにＤＭＯ事業の一環として観光戦略プ

ランを策定することにいたしておりまして、今その準備を進めているところでございます。 

また、小谷村、白馬村、大町市のエリアで白馬バレーでございますが、広域連携ＤＭＯが立ち上

がっておりますので、この組織とも情報交換する中で、この戦略について話を進めていく必要があ

るというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

戦略を策定して進めてるという答弁ならいいんですけど、戦略の準備を進めていると言いました

かね。戦略の策定の準備を進めていると。ゆっくりしてますよね。インバウンド対応に早く取り組

んだところは、試行錯誤し、実績を上げ、もう次の手を考えていますよ。糸魚川はどうですか。こ

れからですか、時間がかかるんです。もう手おくれかもしれないが、やっていくしかない。まず何

をするか。 

ポイントは、先ほども申し上げましたが、大糸線をすぐに廃線にさせないことです。廃線の理由

となる通勤・通学の利用が少ないのはわかり切ったことで、そこだけを論点にしてはいけません。

大糸線には歴史があります。地域住民だけの鉄道でなく、スキーブームのときは維持費がかかる冬

季に稼ぎ、長野オリンピックのときは工事と視察で稼ぎ、これからはインバウンドです。でも今後、

多くのインバウンドが訪問することは、今のままではあり得ません。なぜかわかりますか。世界の

中での糸魚川という都市の存在感が大きな課題としてあります。 

６月の私の一般質問に、鉄道会社との連携や観光キャンペーンでの我々の存在感を出していくと、

米田市長よりご答弁いただきましたが、そもそも糸魚川のことを知っている海外の方は、どのくら

いいますか。海外のエージェントは、白馬は知っていますが、大糸線が糸魚川と白馬をつないでる

ことを知っていますか。そこを検証して、手を打たなければ糸魚川にも来ないし、大糸線に乗るは

ずがない。これが私の仮説です。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

具体的な検証はしておりませんが、海外のエージェントとのお話の中では、周辺には立山黒部ア

ルペンルートですとか、また白馬バレーなど有名な観光地がありますことから、その結節点である

糸魚川や糸魚川駅からの移動手段の１つであります大糸線につきましては、一定程度認識されてる

ものと推測いたしております。 
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また、鉄道につきましては、他の線区とつながり、ネットワークを形成することによって利用価

値が高まるというふうに考えておりますので、引き続き大糸線の魅力ですとか、また必要性、また

ジオ鉄などの魅力を通じて情報発信をしていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

今の答弁は、以前にもいただいたような気がします。私が言ってるのは、戦略を策定して、それ

をどう進めていくか、もうその段階じゃないですかということなので、いつまでも同じ答弁の繰り

返しというのはやっぱり困るんですよね。そういったことで、きょうはもう一歩踏み込んだご答弁

をいただきたいと思って質問を続けたいと思います。 

インバウンドが移動するコースを示すのはエージェントですから、国内と海外のエージェントに

商談会等を通じて大糸線を使うコースを売り込む必要があります。費用もかかりますが、これをや

らなければ大糸線にインバウンドは乗りません。ですからこういう具体策を立てて、大糸線沿線の

観光協会や観光部局と戦略をつくり、予算をつけ、実行してほしいんです、今すぐにでも、いかが

ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

先月、台湾で新潟県主催の商談会が行われておりまして、糸魚川市としても初めて単独で参加し

たところでございます。その中では、当市の観光素材ですとかモデルコースを提案してきたところ

でございます。 

また、広域的な連携といたしましては、今年度、北アルプス日本海広域観光連携会議におきまし

て、輪行バッグの無料レンタル事業を実施いたしまして、サイクルツーリズムを通じて大糸線に乗

車する取り組みを進めているところでございます。今現在、大糸線を使った旅行商品というものは

ございませんですが、今後、今ほどの連携会議等の自治体や団体が一体となって旅行商品の開発で

すとかそういうものにつなげていく必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

先ほどですか、大嶋課長が鉄道が全体でつながってることが大切というお話もされましたよね。

私、本当そのとおりだと思います。 

それで、大糸線が鉄道の大きなネットワークの中で運営されているメリットというものをもう一

回検証してみたいと思うんですよね。大切なことは、全国の鉄道路線図に糸魚川から松本までの路

線があることで、確実に全国に行けるという安心感を抱く私たちの国民性に訴えることです。そこ

に大糸線と糸魚川の存在感を出すことも必要ではないでしょうか。 
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それとインバウンドのことをお話しすれば、東京方面の空港、それから関西と富山に来ますよね。

そこからどうやって糸魚川に入ってくるかというルートなんですよ。ここの糸魚川と白馬のとこだ

け考えててもだめですよね。どこから来て、どう回り込んでくるか。もしこの糸魚川と白馬の間の

大糸線がなくなれば、もう長野から入ってくると。ますますここのところが細る。となれば、新幹

線の停車数も減るじゃないですか。大きな影響があると思うんですよ。そういった中で、この大糸

線の活性化の戦略を考えてほしいということなんです。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

議員のおっしゃるとおり、特に関西方面から白馬方面へ向かうに当たりましては、大糸線が重要

な路線となってまいります。北陸新幹線の敦賀方面への延伸に伴いまして、そのニーズも伴ってく

るというふうに思っておりますし、昨日も金沢の旅行会社の方がお見えになって、富山空港から入

ってくるお客さんの流れとか、そういうものについても議論をさせていただいております。今後と

も大糸線の路線のみならず、周辺の交通等も活用した中での利用促進につなげていく必要があると

いうふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

その必要性は、ここにいる皆さん全員が考えていると思うんですよ。それで、きょう申し上げた

いことは、民間経営の地方鉄道では、観光活用して利用者をふやしている事例があります。そして、

そういったところには、リアルな戦略があります。糸魚川には、それが不足していた。今後は、そ

の戦略を盗んででも大糸線活性化の戦略を立てて実行することに全力を挙げるべきと思いますが、

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

大糸線の活性化協議会で事業を展開していくに当たりましては、これは効果的で、それを段階的

にやっていくと、そういう進め方をしようということを協議会設立時に確認しておることでござい

ます。協議会を２月に立ち上げて以降、今はもう各種事業のトライアルとか実施の段階に入ってき

ておるというふうに私どもは捉えております。それぞれの自治体におきましても、それにかかわる

人数というのは、ある程度限られるんですが、それはお互いのノウハウというものを共有して、そ

れを補いまして、後は、もとは鉄道でつながっとるということは、逆にもっと広い範囲を見なきゃ

いけないということですから、それらのよい事例というものも参考にして、とにかく前向きに取り

組んでいきたいというふうに私どもは考えております。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

頑張って進めていただきたいと思います。 

きょうは、大糸線の活用と糸魚川への誘客についての提言を３つしたいと思います。 

まずは、地元の人材活用です。糸魚川には、さまざまなジャンルで知識や経験を持つ方がおられ

ます。例えば日本海クラシックカーレビューです。ことしで２８回目、年々、来場者数がふえ続け

るのは、実行委員会の皆様が毎回毎回真剣に企画を練り、お客様へのおもてなしに努めてきたおか

げと思います。 

さて、７月７日に新幹線駅ジオパルで、鉄道ファンのイベントがありましたが、担当課もご存じ

ですよね。これまでにない来場者があったと聞きましたが、鉄道愛好家や鉄道に興味を持つ子供た

ちを招くため、アイデアを練り、おもてなしをした方たちがいたおかげと思います。この延長上に

来訪者をふやし、ひいては大糸線の利用者をふやす戦略があると考えますが、この点いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

去る７月７日の鉄道ジオラマのイベントにつきましては、ジオパルのスタッフですとか鉄道ファ

ンのつながりから、全国からさまざまな団体からご参加いただき、入り込み数３,０００人となる

イベントまで成長してまいっております。 

議員がおっしゃるように、当市には、この鉄道だけじゃなくてさまざまなジャンルにおいて専門

的な知識ですとか経験をお持ちの方がいらっしゃいますので、今後ともこれら各種イベントの計画

に当たりましては、このような人材の意欲ですとかアイデアを可能な限り取り入れまして、進めて

いく必要があるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

通告書の（３）鉄道ジオラマ車両展示スペース拡張と観光活用、鉄道グッズ販売は、ジオパルの

スタッフさんと観光協会からいただいた糸魚川への誘客と鉄道利用をふやすためのお知恵です。ぜ

ひ取り組んでいただきたい。この点、担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

鉄道のジオラマコーナーにつきましては、展示品がふえてきていることに伴いまして、手狭にな
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ってきてるのが事実でございます。現在、そのスペースの活用方法について検討する必要があると

いうことで、協議を進めているところでございます。 

また、鉄道グッズの販売につきましては、その内容について観光協会と検討しており、その内容

が固まり次第、ＪＲ側と販売についての協議を行うことといたしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

キハ５２の車両と、そして展示スペースは、もっと生かせると私は思います。インスタ映えする

ようにさまざまな工夫を施し、格好いいユニフォームを貸し出し、コスプレして写メールをすると

か、鉄道ファンが喜びそうなあらゆることを考えて試してみるんです。糸魚川のジオパルで楽しい

鉄道カフェが定期的にあれば、人は来ますし、経済効果があります。 

提言の２つ目は、専門家の知恵の活用です。行政もＪＲも観光に明るいことは否定しませんが、

大糸線の起死回生には鉄道観光の専門家のフレッシュな知恵は不可欠です。リゾート列車雪月花デ

ザイナー、川西康之先生のたくさんの知恵と経験から知恵をいただくべきです。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

旧トワイライトエクスプレスの調度品を活用した展示施設というものを今、糸魚川市のほうで計

画しておりまして、これらの本当に構想の段階から、川西さんのほうにはかかわっていただいてお

ります。これは川西さんとは、今、今度トワイライトエクスプレスの調度品の工事の実際の監理業

務という部分、非常に細部にこだわりの持っておられる設計者でございますので、監理業務という

ものもお願いする中で、この中で引き続き、おつき合いをさせていただきますので、そのおつき合

いの中で今度いろんなお話をさせていただく中で、この大糸線みたいのも川西さんは非常にフラン

クに率直にしゃべっていただける設計者ですので、その辺についても会話みたいのもするところか

ら始めてみたいというふうに私どもは考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ぜひよろしくお願いいたします。 

そして、えちごトキめき鉄道の新しい社長に今回なられた鳥塚 亮さん、大糸線存続に背水の陣

で臨む今、絶好のタイミングで近くに来ていただいたと私は考えています。鳥塚さんは、キハ

５２等、ディーゼル車を使った誘客で千葉のいすみ鉄道を再生した方で、以前、糸魚川で講演をさ

れたことがありました。このことをチャンス到来と考え、大糸線活性化協議会に入っていただくべ
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きと考えますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

先日、鳥塚さんの社長の就任会見というものがありまして、えちごトキめき鉄道を全国に知って

もらえるようなことが大きな仕事だと考えておると。鉄道が全国区になれば沿線地域の特産品も売

れるようになると。そういう部分にも力を入れたいというような発言をされております。 

田原議員おっしゃるように、いすみ鉄道の活性化というものを非常に進められてまいりまして、

いすみ鉄道というものを全国区に押し上げたという実績がございます。大糸線とえちごトキめき鉄

道の連携というのは、大糸線の活性化にも大変必要なことですので、ただ、まだ今、社長に就任さ

れたばかりでもございますので、それらの連携の中で機会を捉えて、また相談できるところは相談

していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ご本人のご意向もあると思います。しかし、幸運の女神に後ろ髪はないと、ことわざにあります。

ぜひこちらからお願いして、鳥塚社長さんのお力をいただいて、大糸線を支えていただきたいと思

います。 

提言の３つ目は、鉄道マニアや旅行愛好家、模型愛好家の方から鉄道とかかわる楽しみをおすそ

分けしていただく、そんな仕組みをつくっていけないかということです。私が思いつくのは、市内

の小中学生のジオパル、ジオラマ、キハ５２、そしてリゾート列車雪月花のホームでの見学のツア

ーです。これに関しては、教育長いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

井川教育長。 〔教育長 井川賢一君登壇〕 

○教育長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

教育委員会への提言として受けとめさせていただきました。私自身もキハ５２の出庫と入庫に携

わらせていただいておりまして、ジオパルですとか駅周辺に行くことは、結構ございます。そうい

った中でやはり感じるのは、子供たちが非常に多く来ているなということです。 

また、子供たちに限らず、大人の中にもやはり鉄道が好きな人が非常に多いということで、その

部分も含めて今、田原議員からご提言いただいたことについては、教育委員会としても担当課も含

めて検討させていただきたいと思います。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

よいご答弁をいただきました。 

加えて、提言になろうかと思いますけども、鉄道イベントに参加してくれました、７月７日のイ

ベントに参加してくれて活躍してくれた東京の聖学院中学校の生徒さんと、それから市内中学校の

生徒さんが一緒に楽しく大糸線に乗るツアーを子供たち自身で企画して乗るとか、また、今ほど教

育長のお話もございましたが、鉄道好きな市民が車中でガイドして沿線都市や集落をめぐって学ぶ

大人向けのツアー、こういったことを担当課と、それから教育委員会、これは生涯学習になるんで

しょうかね、一緒に検討して実施していくことが大糸線利用につながるのではないかと考えますが、

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

観光として多くの人から糸魚川に来ていただくということも大事ですが、生活の足も大事です。

ただ、糸魚川の市民の皆様に大糸線というものをもっと知っていただくということが、私は大事な

んだと思います。その中で、今議員のほうでご提言をいただきました糸魚川の人たちに大糸線を知

ってもらうような、鉄道を知ってもらうような取り組みというものは、この協議会の中で、当然、

沿線市村とも連携しながら進めていかなければいけない、私は課題だというふうに捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

大糸線の活用には、多くの知恵が必要です。地域住民の愛着が必要です。時間もかかります。そ

の知恵と愛着を取り入れて、大糸線を活用する人をふやすには、小谷、白馬、大町の住民とも連携

できるオープンな協議会の運営とする必要があるのではないでしょうか、担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃるとおりでございまして、沿線地域の皆様ですとか、沿線地域にかかわらず鉄道フ

ァンの皆様から、大糸線に目を向けていただくというためには、この大糸線利用促進の取り組みに

ついて数多くのアドバイスですとかヒント、そういうものを私どもにアドバイスしやすくするとい
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うような、そういう協議会としての取り組みというのは当然必要であるというふうに考えてまして、

私どももそういうふうに進めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

よろしくお願いします。 

あえて繰り返しますが、大糸線活性化協議会は、大糸線廃線への軟着陸を模索する会議体ではな

く、未来を見据え、リアルな戦略を実行するために運営されることを望みます。 

最後、市長に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

大糸線の重要性は、改めて言うまでもなく糸魚川市とっては大切な公共交通機関であります。そ

れにつきましては、今ほど各課長が述べたとおりであります。そういう中において、北陸新幹線が

開業したわけでございまして、北陸新幹線をやはり存続するため、存続といいましょうか糸魚川駅

を存続するため、そして停車本数をやはり堅持していくためには、この乗降客が確保しなくちゃい

けない。その上においても大糸線というのは、私は非常に重要な施設であるわけでございますので、

これからもしっかり努めていかなくてはいけないと思っておりますが、しかし、市民の中において

もやっぱりそういった機運が高まっていかなくてはいけないと思っております。まずは、マイレー

ル意識を高めていくことを我々はやらなくてはいけないと思っております。そういう中で観光に使

って、よそからおいでいただく方々からもたくさん喜んでいただけるような形をつくっていきたい

と思っておる次第であります。そういう中においては、議員いろいろとご提言いただきましたし、

また、市のほうといたしましてもいろいろ、今、思慮してる部分がございますので、その辺を合わ

せながらしっかりとしたものにつくり上げていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

大糸線を愛する気持ちは誰にも負けないという米田市長だと思います。ぜひよろしくお願いいた

します。 

では、質問の３でございます。復興再生事業について２回目の質問をさせていただきます。 

駅北広場、防災公園、市民公園の建設の経緯と活用の詳細について、いま一度担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 
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○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

おはようございます。 

駅北広場防災公園、市民公園の建設経緯につきましては、あそこで敷地の再編等を行う中で、あ

の被災地の中から再建に向けては転出されて、そちらに土地は要らないのでという方、そういった

方の土地を市のほうで積極的に譲り受けさせていただきました。その土地の中から拡幅した市道の

用地や、それから再建したいんだけど敷地が狭い方の宅地へのつけたしといったことに利用させて

いただいた。なおかつ、その残余の土地が、基本的には市民公園等の敷地になっております。そう

いったところをどのように今回の復興の中でそういった土地を活用していくかといったところで、

防災ということで火災を防ぐ意味合いと、それから災害での一時的避難場所、そういったような防

災の意味合いのある広場にしていこうといったところから今回、整備を進めてきております。 

駅北広場につきましては、それからの地域の交流やまちづくりへのチャレンジの場としてという

位置づけがございますが、その他の市民公園、防災広場として整備したものにつきましては、そう

いった防災の意味合い、一避難所というような意味合いと、プラス通常に市民の方から憩いの場と

してご活用いただく、それから糸魚川を、糸魚川の町の中を回遊していただく、そういったものの

施設の１つとして活用していただきたいということで設計しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

市民に対して十分な説明と市民理解があって、広場や公園はでき上がったのでしょうか。伺いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

今回の広場整備等につきましては、まずは被災者関係説明会等の中で、こういった広場を整備し

たいというような内容について、ご提案させていただいております。 

それから、それぞれの広場の周辺に、今回ブロック意見交換会やった、そういったブロックごと

ぐらいになりますが、周辺の皆様にその広場の内容等についての説明もさせていただいているとこ

ろであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

イラストと写真でこんなイメージです、わくわく感がありますと、一方的な具体性のない説明だ

けで工事が始まり、どんなものかがわかったのは、完成後だという市民の声があります。これどう

しますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

広場の設計内容等につきましては、今ほどもお話しさせていただきましたが、ブロック単位ぐら

い、その中で関係する周辺の皆様には、内容についての説明をさせていただき、特に近隣の方につ

いては、近隣との境界等どうしましょうかというあたりも丁寧に説明し、協議をしてきたつもりで

はございます。 

ただ、全般的なところといいますか広くという部分になると、その辺は被災者関係者説明会で示

した図面レベルでしかできてないといった部分はあろうかと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

大町潮風市民公園の利用目的、広さ、工事費、仕上げ等、樹木等、環境への配慮について伺いた

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

大町潮風市民公園でございますが、利用の目的としましては、斉藤課長の答弁にもございました

が、万が一、火災が発生したときに少しでも延焼の拡大を抑えるような空地としての役割、あと災

害時の一時避難場所としての役割、また、ふだん通常時には、市民の皆様の憩いの場としての役割、

それぞれの利用目的というものがございます。 

広さ、工事費に関しましては、面積で７７３平方メートル、工事費で約３,９７０万。仕上げで

ございますが、床面はコンクリートの洗い出し舗装というふうになっておりまして、その中の骨材

というものは、黒姫山の石灰石を使ってございます。樹木に関しましては、耐寒性とか、あと潮風

ですとか、今回の大火を受けての広場でございますので、耐火性のある樹木というもので常緑樹と

いうものを選定いたしまして、あと周辺環境等の調和ということで大和塀というものも整備いたし

ておるところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ここは海が見えない、車がうるさい、暑い、何のための公園かという市民の声がありますが、ど

うしますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 



－ 71 － 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

先ほどもお答えした内容と関連いたしますが、譲り受けた土地の中から残余の土地を配置させて

いただいているものであります。ですから、公園の配置そのものについては、全体的にいろんな計

画等を持った中で配置できているものではありません。ですから、広場のほうから海が見えないと

かそういったものはあろうかと思います。 

ただ、こちらにつきましては、糸魚川市の水道の発祥にもつながるといった井戸があって、申し

わけございません、潮風広場です、申しわけございません。海が見えないそのものについては、国

道がある、それから、自動車が通ると、そういった条件の中、それをどうにかできる中でという内

容では、なかなか最初の配置の部分の中からは、我々としてもなかなかそういった考えといいます

か整備の内容については、できなかったということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

つくってしまったからしょうがないねと、こういうことでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

そのような考えで事業を進めているわけではございません。与えられた条件の中で最大限どのよ

うにすればいいか、そういったところから今回の公園整備、広場整備を行っているということでご

ざいます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

次に、大町仲町市民公園の利用目的、広さ、工事費、仕上げと、樹木等環境への配慮について伺

います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

利用目的といたしましては、先ほどの潮風公園のほうと同じ部分と、あとここには備蓄倉庫です

とかマンホールトイレ、あとそれらに水を供給するための井戸というものがございますので、比較

的ほかの公園よりは、防災という部分の色合いというのが強いのかなというふうに思っております。
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強いというふうに設定いたしております。 

面積といたしましては約４００平米、工事費で１,７５０万円、仕上げは先ほどと同様にコンク

リートの洗い出し舗装でございまして、樹木につきましても耐寒性、潮風、耐火性のあるものと中

低木を採用しております。あと備蓄倉庫というものがございまして、ここは面積として、建築面積

で約７１平米でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

備蓄倉庫に触れていただきました。この倉庫の、立派な倉庫なんですけど、内外装仕上げ材と、

それから床材と建設工事費、できれば坪当たりの建設費について伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

面積につきましては、今ほど申しました約７１平米で、内装の仕上げは、天井・内壁ともラワン

合材オイルフィニッシュ仕上げというものでございます。外装の仕上げ材は、屋根がガルバリウム

鋼板横葺き、外壁は波板のスレートでございます。床材につきましては、コンクリートの金ゴテ仕

上げとなっておりまして、これらの建築の工事費といたしましては２,５６５万円をかけておりま

す。坪に割り返しますと                                約 

１１９万４,０００円、単純計算でございますが、その程度でございます。 

以上です。 

 

 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

これはどんなものが収蔵・備蓄されていますか。いつ何に使われますか。その総額は幾らですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

駅北の防災倉庫には、かけ布団、それから毛布、石けんなどの生活維持活動品、それから油圧ジ
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ャッキ、簡易レスキューセット、救急セットなどの救助資機材、マスク、懐中電灯などの個人装備

品、それから保存飲料水、そして、そばにありますマンホールトイレのテントなど、全部で４０品

目を収納しております。 

使うのはいつかということですけども、災害時、避難所運営、必ずしもここで使うだけではなく

て、避難所にここから持ってって使う。それから、ここで被災した場合に、人命救助の救護資機材

がございますので、それを活用して人命救助活動に使うというものでございます。 

それから総額ですが、新築に伴って購入したということではなくて、消防防災センター、これは

消防本部のことなんですけども、そちらから持ってきまして、備蓄品については持ってきましたし、

マンホールトイレのものについては、新たに整備したわけですけども、総額で４３８万

６,０００円であります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

ありがとうございました。私の感想ですが、備蓄倉庫を何でそんな高価な、高額な建物とする必

要があったのかということですね。各地区の消防団の拠点化格納庫のような建物でもよかったんじ

ゃないですか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

お答えします。 

駅北まちづくりの全体計画の中で、広場整備とともに計画されたものであります。確かに各地域

に消防格納庫がございますが、そちらには消防団が使う資機材等、それから水防資機材がございま

すので、保管だけ考えますとそういった施設でも問題はないと思います。 

終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

広場整備の中で、特にあちらのエリアにつきましては、景観不燃化のガイドライン等もございま

す。そういったものに沿った外観等にしなければならない部分もあり、そういったところへも配慮

して、今回、外装等についても決定しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 
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消防団の拠点化格納庫は、一般的な大きさで２階建てで３３坪、約２,０００万円、坪当たりだ

と７０万円ですよ。片や、坪当たり１２０万円ですよ。駅北大火後の行政対応を象徴する建物とは

いえ、バブリーな建物ですよ。防災公園や市民公園を考える上でも、この建物においてもどこかで

浮かれた気持ちになっていたんじゃないですか。どこかを見て、被災者の気持ちを忘れていたんじ

ゃないかと私は思います。 

次に、リノベーションスクールによるにぎわいづくりの詳細について、担当課に伺いたいと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

リノベーションスクールといいますと、現在いろんな地方都市、かなり大きな都市においても町

の中心部の空洞化、スポンジ化というのが課題となっております。そういったものを解決する１つ

の方策として、空き家・空き店舗等の活用というものを図っていく中での１つの仕組みというとこ

ろでございます。リノベーションスクールにおいては、おおむね大体６人から８人程度が１つのユ

ニットとなって、課題とされた空き家、そういったものを自分が、自分たちの中での起業やチャレ

ンジ、そういった夢をかなえるチャレンジといったものの実現に向けて、その物件をどのように使

えばいいかというのを２泊３日ほどの時間をかけて、ぎっちりと事業計画までつくりながら、そう

いう提案をつくったものをオーナーさんにプレゼンテーションし、そのプレゼンテーションでオー

ナーさんとの意見がマッチすれば、それの物件の実際の改修・活用につなげていくといったことを

１つの大きな流れとして行うものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

スクールの講師は誰ですか。復興にぎわい創出広場、今は看板をかえ、にぎわいをとって、ただ

の駅北広場になったんですかね。この広場、建物の設計者とは、どのような関係になっていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

リノベーションスクールの委託先は、株式会社リノベリングになります。そこからスクールマス

ターとして派遣されている方が、西村 浩さんという方になります。駅北広場、建物の設計自体は、

株式会社ワークビジョンズであり、その代表者である西村さんということになっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 
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同じ方が２つのことをやっていて、そこに行政から外注していると、こういうことですよね。そ

れで、大火被災地のど真ん中の建物と、大火で燃えなかった周辺の空き家、これがどのように結び

ついて復興のまちづくりとなって展開されるのか。果たして、まちはにぎわうのかを説明してくだ

さい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

まちのにぎわいづくりに欠かせないものとして、主体的に自分事として活動する人材、こういっ

たものがやはり重要であろうというふうに考えております。その中で、そういった考えの中で、人

材をやはりそういったことに、まちづくりにかかわっていただける人材を発掘したり、また育てて、

一緒に育っていく、そういったところでリノベーションスクールと。人材育成、発掘の場として

１つ、それを目的にリノベーションスクールは進めております。 

広場の建物につきましては、キッチンなどを使ってチャレンジしていく、まちづくりにチャレン

ジしていく場所という意味合いで整備を進めております。まちづくりにかかわる人材が出てくる、

チャレンジする人材がふえてくる、そういったこと、それらが小さな活動でもいいので、始まるこ

とで周辺の空き家等で展開する。そういったことが、その後のにぎわいにつながっていくというふ

うなことを考えて進めているものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

この取り組みで被災者住民の皆さんは、何を得られるのでしょうか。暮らしやすさですか、商売

につながるにぎわいですか、全くわからないですよ、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

やはり今回、一連のこういったにぎわいづくりということで進めている事業というのは、やはり

どのように町の皆さんと活用していくかといったところが重要というふうにも考えております。今

回の広場、広場といいますか駅北広場、それから進めているリノベーションまちづくり、リノベー

ションスクール、それとあと先ほどの市民公園、そういったところを、やはりまちづくりにかかわ

る人たちもいろいろとまちづくりに力を出していただければと思いますし、やはりそこに住んでい

らっしゃる皆さんがどのようにああいったものを活用し暮らしていけるか、そういったところ、そ

れも含めて今地域のほう、いろんな方々に参加していただけるような、そういった広場の活用とか、

そういったものを今後進めてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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田原議員。 

○９番（田原 実君） 

被災者住民の皆さんは、何を得られるかという質問なんですけどね。コンサルタントと行政のた

めのリノベーションスクールなんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

リノベーションスクールは、この２月に第１回を行っております。そういった中で、それまでの

いろんなまちづくり、復興のまちづくりでのにぎわいづくりといった中で、いろんなことで会議に

出ていただいたり、活動をどうですかというようなことで行政側のほうといろいろつながっていた

だいた方々、それぞれに活動で頑張り始めているというふうに思っております。決して、コンサル

タントや行政のためにやっているものではなく、そういったところから個々の活動にもつながって

きている。これらが少しずつふえていく。そういったところが、また周辺の皆様にもご参画いただ

く、そういった流れでにぎわい、それから暮らし、そういったものがつくり上げられていけばとい

うふうに考えているものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

自己実現でまちを盛り上げる市民の思い、若いプレイヤーたちによる未来のまちづくり、それは

結構なんですが、その前に被災してやっと戻ってきて、今の生活に不便を感じながら暮らす高齢者

の皆さんのことを、誰か考えてリノベーションスクールをやっていますか。大火の復興でついた予

算を市民がよくわからないうちに何でも使って格好つけようとしてませんか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

まだリノベーションスクールそのもの、そういったものの成果については、今後何年か見ながら

検証しなきゃいけない部分はあろうかと思います。 

ただ、いろんな今回の復興のまちづくりの中で、地域の皆さんにどのように暮らしを楽しくして

いただくか、そういったことをリノベーションスクールでやろうというのではなくて、いろんな形

で進めていきたい。その中に市民公園や、あと復興市営住宅の中にある交流スペース、そういった

ものを活用していきながらご参画いただければといったことで、先週あたりもあそこを活用して、

コンサートをやっていただいたりとか、今後そういったものの活用についても、また地域の皆さん

と進めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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田原議員。 

○９番（田原 実君） 

また、経過をよく見させていただいて、改めて質問等をさせていただきたいと思います。 

最後に、高校生や若者たちが集うにぎわいの拠点というものを整備していきたいと考えるわけで

すけども、これまでの２年半の中で、高校生や若者からどのような声を集めてきましたか、伺いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

にぎわいの拠点についてというそういう直接の呼びかけ、問いかけ等はいたしておりません。特

に高校生につきましては、自分たちが何か町の中で活動できること、活躍できることはないかなと

いうことを考えていただくような、そういったことの意見交換会とかそういったものを進めており

ます。今後、拠点も含め、町の中をどうしていくかというところでは、駅北まちづくり会議、そう

いった中でいろんな検討をしていきながら、また必要に応じてそれぞれ多くの皆さんからの意見等

を伺わんならんというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

若者、高校生の糸魚川市民の未来の声を私たち議会も聞きたいんですよ。今までそういうことを

全く聞いてないんですよ。そういったものを議会にも出していただきたい。いつ出していただけま

すか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

具体的にどのようなものといったところでいくと、今までやっているものについては、例えば高

校生と町の中でどんなことができるだろうといったところ、そういったお話ししたりしたものにつ

いては、記録もございますので、そういったあたりご提示はできると思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

田原議員。 

○９番（田原 実君） 

持ち時間がなくなりました。若いファミリーが住みやすい環境整備、新幹線駅と食材を生かした

復興再生、まちのにぎわいの基本です。今後、駅北復興まちづくりの特別委員会でも協議し、市民

の声を聞き、また伺います。 

終わります。 
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○議長（中村 実君） 

以上で、田原議員の質問が終わりました。 

次に、松尾徹郎議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 〔１８番 松尾徹郎君登壇〕 

○１８番（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

新年度予算編成を前に、実施計画を中心に今後の施策について伺います。 

本年度は、ごみ処理施設建設を初め、健康づくりセンタープール整備事業など、一般会計の当初

予算規模としては合併以来過去最高額の３０７億円の積極型予算となりました。また、来年度以降

においても次期一般廃棄物最終処分場整備事業を初め、道路改良、橋梁修繕事業、中学校等大規模

修繕など公共施設の老朽化対策工事が予定されています。これら整備計画を、いかにして効率よく

財源を確保しながら市民要望に応えるか、大きな課題だと思います。長期財政見通しでは、今後、

予算規模が縮小傾向になり、特に投資的予算も最盛期の３分の１程度になることも予想され、今後

の予算編成が気になるところです。 

合併１５年目を迎え、合併特例法による優遇措置である合併特例債発行期限も令和２年で終わろ

うとしています。合併時の新市建設計画もこの優良債を活用しながら忠実に実行することができま

したが、今後の施設整備における財源確保については、厳しいものがあると思います。特に合併特

例債発行も終了し、優良債と言われる過疎債を活用するにしても、各年度の起債に制限があり、ま

た、後年度の返済額も考慮すれば、これまでのように積極的に幾つもの整備事業を行うことは難し

い状況にあります。今後、人口減少がどこまで進むのか、また、それを補うための移住・定住対策、

あるいは交流人口拡大のため、外国人を初め観光入込客増大策をどのように図るのか、さらには最

近、中小企業の事業承継問題も取りざたされていますが、地元企業の発展はもとより、新たな企業

誘致や産業振興策をどのように図るのか、さまざまな課題が山積しております。 

将来に対して、決して悲観的になり、不安をあおるつもりはありませんが、市税を初め地方交付

税も減少傾向にあるだけに、新たな行政需要に応えるためには、廃止する事業は思い切って廃止し、

民間でできるものは民間に任せるなど、財源を捻出し、積極的に行政改革を推進しながら今後の行

政需要に応えていかなくてはなりません。まさに糸魚川市が転換点を迎えていると言えます。 

スマート農業、スマートシティと言われるように本格的なＩＴ、ＩｏＴ時代が始まろうとしてい

る現在、それらを念頭に置きながら、今後の施策を進める必要があると考えます。 

そこで、新年度予算編成を前に、糸魚川市にとって極めて大切な時期と捉え、実施計画を中心に

今後の施策について考えを伺います。 

(1) 既存企業の発展はもちろんですが、実施計画の概要では、新商品の開発や地域ブランドの

創出とあります。観光産業、あるいは農林水産業を初め新たな産業も含め、今後の産業政策

全般にわたり、どのような考えか伺います。 

(2) 次に、２０２５年問題、あるいは２０４０年問題と言われるように、令和の時代はひとり

暮らし世帯の高齢者が増加し、高齢者の中でも８０歳代以上の高齢者が増加すると言われて
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います。実施計画の概要では、ひとり暮らし高齢者の孤独感を解消し、安心して在宅生活を

送られるような環境づくりを行うとあります。今後の高齢者福祉政策についての課題と、施

策について伺います。 

(3) 次に、実施計画の概要では、将来の人口規模や地域の実情に応じた公共施設の整備、また、

社会情勢の変化に対応したまちづくりを進め、居住の誘導と公共交通の連携により、持続可

能で効率的な生活圏の形成を進めるとあります。どのように克服するか、具体的な方策につ

いて伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

松尾議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、当市の基幹産業である製造業や建設業などの振興のほか、各産業をつな

げ、異業種間連携や６次産業化、地域ブランドの創出などに取り組んでおります。 

２点目につきましては、地域の中における高齢者の孤立化を防ぐことは、大変重要なことである

と捉えており、高齢者の居場所と出番をつくり、高齢者の生きがいや社会参加の促進を図るととも

に、合わせて高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう地域包括ケアシステムの構

築に向けた取り組みを推進してまいります。 

３点目につきましては、立地適正化計画に基づき、居住誘導施策を進めるとともに中山間地域に

おいては、現在進めている地域づくりプランの策定や推進を図り、それぞれの地域を結ぶ交通ネッ

トワークを確保しながら、持続可能で効率的な生活圏の形成に努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますのでよろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

ありがとうございました。 

それでは、まず冒頭に産業政策全般にわたることなんですが、中小企業向け資金貸付事業、本年

度は５億４,６００万円が計上されておりますが、この地方産業育成資金、中小企業振興資金、景

気対策緊急特別資金、ここ数年の利用状況について伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

ここ数年の制度融資の貸し付け状況につきましては、少ない状況でございます。理由といたしま

しては、現行のマイナス金利の状況下におきましては、市の制度融資を利用せずに金融機関の融資

で資金需要を満たしている状況であるというふうにお聞きしております。 
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なお、市内の金融機関の預金と貸出金の残高につきましては、ここ数年変化がない状況でござい

まして、資金需要の大きな変化はないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

今余り、ここ数年は利用度が少ないということなんですが、やはり金利の問題、少し高目だろう

というふうに思います。また、やっぱりそれだけ産業が停滞しているということもあると思います。

今盛んに新聞紙上では取り上げられておりますけども、事業の承継問題、これ糸魚川市内において

は、現状どうなってるか把握されていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

おっしゃるように事業承継の問題につきましては、市内におきましてもこういう問題が起きてお

ります。後継者がいない中小企業ですとか、小規模事業者が見受けられておりますけども、事業承

継につきましては、その子供さんが継ぐ場合ですとか従業員が継ぐ場合、また第三者が継ぐ場合と

いうことで、いろんなケースがありまして、非常にデリケートな問題でございますので、それ相応

の相談機関を通じて、しっかりと対応していく必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

今、お聞きしましたけれども、統計いといがわでは、農林水産業者及び商業者の就業人口が激減

していると。農業人口については、平成７年度と比較して、もし間違いがなければ多分４分の１ぐ

らいになってるんじゃないかなというふうに思いますし、商業者におきましては、特に小売業者、

店舗数においては２０年前と比較して、ほぼ半減。今後、この先どうなるのかといったときに非常

に産業構造の変化とともに厳しい状況下に置かれてると思うんですけども、商工観光課として、そ

の辺どのように捉えていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

当市の就業者数につきましては、人口の減少に伴いまして、軒並み減少傾向でございます。産業

別につきましても、第一次産業の減少率は、特に高く、平成１７年と平成２７年の調査で比べます

と、第１次産業は約４０％の減となっております。また、それに比べれば、サービス業等の第３次

産業は、緩やかな減少傾向でありますけども、今後ともこのような傾向が続いていくものというふ

うに考えております。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

そこで、お伺いいたしますけれども、２点について。 

市長からも答弁ございましたけれども、裾野が広い観光産業と、それから６次産業に限って、今

回お聞きしたいと思います。 

初めに、まず観光協会についてなんですが、糸魚川市が観光協会のＤＭＯを取得しましたが、イ

ンバウンド観光を推進していく上で、体制そのものに課題があるのではないか。これは観光庁の顧

問でありますイギリス人のデービット・アトキンソン、非常に日本語が流暢な方ですけども、京都

の小西工藝という会社で文化財の保護をやってる会社ですけども、その社長が言うには、日本の自

治体の観光行政を考えた場合、職員は２年から３年のサイクルで移動することが多く、長期間従事

する職員が少ないと。特に自治体職員が観光振興の中心的担い手となっている地方では、専門的人

材が育ちにくいと。数年単位で人が入れかわる自治体では、事業の専門性や継続性を確保すること

に限界があるのではないかと言ってます。これについて、当市はどんな状況ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

おっしゃるように観光の政策を進めていくためには、ある程度長期間にわたった継続した取り組

みというのが必要であるというふうに考えておりまして、当市の糸魚川市観光協会につきましては、

日本版ＤＭＯに登録はされているものの、その体制につきましては、十分であるとは言いがたい状

況であると思っております。ことしから、日本旅行社から１人派遣をいただいたり、また、当課に

国際交流員を配置して、以前よりは動きやすい体制にはなってきてるとは思いますけども、近隣の

飯山市観光局ですとか、先進地を見ますと、長期間にわたって専門的な方が勤務されているという

状況でございますので、それらを参考にしながら検討していく必要があるというふうに考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

これからだということなんで、ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

市長にお聞きしますけども、今後の課題でありますけども、やはりインバウンドに精通した職員

が育ちにくいと、今そういった状況で、専門の方も入れましたけども。多分、糸魚川市の観光協会

の中では、商工観光課は事務局という立場じゃないかなというふうに今とるんですけども、今のよ

うな人事の異動を頻繁にやりますと、やはり問題が出てくるんじゃないかと。特に今の方が、担当

者が悪いというわけじゃないですけども、前任の担当者が非常に広域観光の中で頑張って努力して

きて、今全く違う部署へ行ったと。非常にもったいないなと思うんですけど、市長はこれについて
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どう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

基礎自治体のやはり行政業務につきましては、やはり地方公務員という１つの立場もございます。

そういう中での各都市の課題に対しての、対応している状況の中で今その観光という部分もあるわ

けであります。 

そういう中で、今ご指摘のような課題を考えたときに今、糸魚川市合併いたしまして、ようやく

観光協会が今、１つになっておるわけであります。そういったところに対して、これから連携をし

ながら、さらにやはり今そのことを事務局と申し上げましたが、やはり以前の行政の対応を見ます

と、どうしても行政が主体になっていた部分が強かった部分がございます。その辺をやはり変化し

ていくことが大切になってくるんではないかなと思いまして、その辺をこれから観光協会と一体と

なってつくり上げていかなくてはいけないと思っておりまして、今、議員ご指摘のような方向を視

野に入れながら取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（中村 実君） 

質問の途中でありますが、昼食時限のため、１３時まで休憩といたします。 

 

〈午後０時００分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（中村 実君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

松尾議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

先ほど市長から、職員の異動については、行政職員であるということで答弁いただきましたけれ

ども、私は今こういう時代、非常に各自治体間が競争しておりますので、ぜひその辺のところを考

慮しながら配置をお願いしたいと思います。 

次に移ります。 

観光振興策について伺いますが、実施計画ではインバウンド推進事業として、３カ年の間、年平

均９３０万円の予算を計上しています。事業の内訳と予算配分について、そしてまた、私としまし

たら非常に増額すべきではないかなというふうに思うんですけども、その辺の考え方もお聞きした

いと思います。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

インバウンド推進事業につきましては、その主な内容といたしまして、外国人向け誘客活動や受

け入れの体制整備を図るために今年度から国際交流員を配置しておりまして、その予算としまして

国際交流員関係で約５３０万円、ＰＲ経費として約２４０万円、インバウンド推進の負担金や補助

金で約１７０万円で、合計が約９４０万円の予算措置がなされており、実施計画とほぼ同額の内容

となっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

今、誘客活動ということで、今度は新たに職員を採用し、そしてまた誘客活動してると。そして

また、ＰＲとして２４０万、これ糸魚川市単独で動いているのか、あるいは広域で動いているのか。

要するに誘客宣伝、その辺のところどうなんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

インバウンド推進事業につきましては、単独で動いているものもございますし、例えば北アルプ

ス日本海広域観光連携会議として、関係６市町村と協働で取り組んでいるインバウンド事業もござ

います。 

今年度は、北アルプス日本海広域観光連携会議といたしまして、台湾から旅行社ですとかマスコ

ミ関係者を招聘いたしまして、当地域の各種体験メニューを紹介したりしております。また、来る

１１月から開催される台北の国際旅行博にも、この連携会議で参加する予定にしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

やっと動きつつあるなというふうに感じがいたします。今広域観光連携のお話が出ましたので申

し上げたいと思いますけれども、観光面においてはやっぱり、先ほどの質問の中でもあったかもし

れませんが、まだ糸魚川後発だと思うんですよね。したがいまして、また糸魚川の単独でその魅力

を訴えるといったらまだまだ時間がかかると思うんで、この広域観光連携会議を、いかに有効に活

用するかということになりますと、やはりお互いのメニューを持ち合わせて協議をする。 

ちょっと紹介したいんですけども、例えばこれは信州飯山行かれたみたいですけども、飯山のほ

うでは、信越９市町村でもって広域連携やってると。そして、もちろんスキー場は近くにあります

し、自治体によっては非常に恵まれてる地域もありますけれども、しかし、なかなか厳しい市町村
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もある、自治体もあるということを考えると、なかなか大変なんですが、しかし、連携することに

よってメニューをつくっていく。 

先日、私、雪国観光圏、湯沢を中心とした、あれも７市町村、水上町とかやってるんですけど、

ここは観光庁が設立したと同時に肝いりの観光圏になっている。ここの事業報告書を見ましたら、

年１０回ぐらい協議をしてる。今現在恐らく、これ推測で言っちゃまずいですけど、そこまで行っ

てないんだろうなと。今後の広域観光連携の進め方、やはりそういうメニューを持ち合わせて調整

するとか、積極的にそういったものの情報交換をすべきであるというふうに思いますけども、今後

の予定について伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

議員おっしゃるとおり近隣のエリアの中では、そういう広域観光、複数の市町村で観光圏をつく

って事業を推進してるところが幾つかございます。当地域は、今ＤＭＯも単独地域ＤＭＯでござい

ますけども、隣の白馬バレーが広域連携ＤＭＯということになっておりますので、またそういう同

じ北アルプス日本海広域観光連携会議のメンバーでもございますので、そういう白馬バレーのノウ

ハウ等をお聞きする中で、協力して広域連携、広域観光として進めていく必要があるというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

実は、３、４年前に京都のほうへ行って、京都市は非常に外国人が来ると。しかし、日本海側の

舞鶴とか自治体の名前言って申しわけないんですけども６市町村、京丹後市とか、彼らは１つずつ

観光協会持ってたんですけども、それを一旦解散して、京都府肝いりでもって、何とか広域でもっ

て１つの連携を図ろうという形で合同でＤＭＯを１つつくったと。今の雪国観光圏も一般社団法人

雪国観光圏という格好で、恐らく単独でやってるんじゃないかなと思います。職員も、これは民間

人だと思いますけども、一応１４年間はいると。糸魚川市も今スペシャリストを招聘して観光協会

動いてますけども、とにかくそういう連携というものが今後必要になってくるだけに、大いに食あ

るいはもちろん行き先の、いわゆる観光地等々の協議を今後進めていってほしいというふうに今要

望しておきます。 

外国人の観光入込客について、糸魚川市としては現状どのぐらいの国から来ているのか。その現

状を確認したいんですけども、外国人宿泊者数の推移及び現状についてお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

インバウンドにつきましては、宿泊者数のみ把握しておる状況でございまして、３０年度が約
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３,０００人泊となっておりまして、対前年で１１３.７％となっており、増加傾向でございます。

今一番多くいらっしゃっているのが韓国の方でございます。あと中国と続いております。 

先ほどもお話ししましたが、今年度から県主催の台湾での商談会等にも参加しておりますので、

海外のエージェントの方とかと交渉を進めながら、より具体的な提案をしながらツアーの販売につ

なげていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

本当は、世界各地から来ていただければいいんですけども、距離的な問題とかいろいろ文化の違

いとかで、なかなか来づらいということもあるかもしれません。糸魚川市として、どういった国々

をまずターゲットにしたのか、今お話を聞いてる限りでは、アジアを中心としてるのかなというふ

うに思うんですけど、その辺のところはどうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

ターゲットといたしましては、現在、営業を行っているとか交流のある香港、台湾を中心とした

東アジアの地域と、あと近隣へ来ていただいておる、特に冬期間来ていただいておりますオースト

ラリアの地域、あと以前から糸魚川の関係者がエージェントを行っておりますスイスあたりが、今

ターゲットであるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

私もことしの夏、マリンドリーム歩いてましたらイギリス人来てました。やはりぽつんぽつんと

ヨーロッパからも来てると。しかし、アジア人とヨーロッパの旅行の決定的な違いは、どうもやっ

ぱり向こうは長期間滞在するし、こちらのほうは４泊５日かそのぐらいが普通でないかなと思うん

ですけども。非常にターゲットをやっぱり絞り込む、最初の段階はね、絞り込むというのは大事だ

と思いますので、ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

そして、先ほどの田原議員の質問の中にも答弁でございましたけれども、私は外国語が堪能な方

を採用して、その方の国へセールスで行くべきだと。あるいはこの糸魚川市内に住む外国人の方々、

本当にお願いできる方がおられれば、そういった方の母国へ行って、セールス一緒に手伝ってもら

うと。そんなふうに今思うんですけど、その辺のところはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 
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議員おっしゃるように一般的なツアーへの誘客というよりは、顔の見える関係といいますか人と

人とのつながりによる営業というのは、非常に有効だと思っております。現在当課に配置しており

ます香港の国際交流員につきましても、そういう人脈とかネットワークも活用する中で営業できな

いかということで取り組んでいるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

実は、雪国観光圏へ行って聞いたんですけども、確認をしたんですけども、テレビでもやってま

したけれども、あそこに住んでられる方はタイ人の女性だったかな、嫁がれてきた。そして非常に

その地域を売り込みたいということで、冬の雪国を売り込みたいということで、タイのほうは雪が

降らないということで、ご自身、積極的に協力してやってるんだろうと思うんですけども。そんな

ような空気をやっぱりつくっていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

冬の観光について。冬の観光についてはオーストラリア人等、スキーで来ていることは確認して

おりますけども、この辺の誘客宣伝についてはいかがな状況でしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

冬の期間の観光入込客につきましては、３０年度の資料でありますけども、１２月から翌年の

３月までの４カ月間の入り込みは約４５万人と、全体の２０％ほどにとどまっております。このよ

うなことから、冬期間の誘客が課題の１つであるというふうに考えております。今後とも、あんこ

う祭り、あんこうフェア等の食ですとか、あと雪の降らない地域、これもインバウンドも含めてに

なりますけども、雪の降らない地域からの誘客を図るべく取り組んでまいりたいというふうに考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

今、最後のほうで雪の降らない地域のこと、国ということで言われましたけど、私もまさにその

とおりだと思います。我々今まで雪は厄介者としてましたけども、やはり雪を見ただけで感激する

国民、国の方もおられるということを聞きますと、新潟県では、この間の新聞では、花角知事が中

国のほうへオリンピックが始まる、東京オリンピックが開催予定だということで、ぜひこちらのほ

うにスキーを中心に雪の新潟を来てほしいということで誘客宣伝したみたいですけども、私もやっ

ぱりそれが大事だと思うんですね。今後そういったことを考えますと、冬の観光宣伝というものに

対しても力を入れていただきたいと思います。地域では、雪を活用した地域の行事でかまくらをつ

くったり、キャンドルロードとか、これはやっぱり物すごく感激すると思うんですよね、かまくら

つくったり。信州飯山でもやっぱりやってます。これら地域とのつながりでやっぱり、今後、それ
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も観光商品として検討していってほしいというふうに思います。また、地域との協力の中で、地域

にも活力を与えるべくやっていただきたいと思います。 

観光施設の目的税ということでちょっとお聞きします。 

８月の２０日だったかな２２日だったかな、日本経済新聞で宿泊税を取る自治体がぽつんぽつん

と、たしか三大都市はやってると思いますけども、２０市ぐらいが検討していると。これについて

どのようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

全国の幾つかの県並びに都道府県とか市で宿泊税の話題が上がっているのは承知しておりますが、

当市につきましては、現時点では目的税の導入については考えておりません。いかに訪れていただ

いた方から多くお金を落としていただいて、それがうまく地域内の経済循環に回るようにしていけ

たらベストだというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

先日のやはり新聞に妙高市にある火打山か、これ国立公園の整備計画という中にやっぱりそうい

った、５００円だったかな、徴収しながらそういったものに活用したいということで出ました。や

はり先ほど申し上げた方、デービット・アトキンソンさんが言うには、日本はやっぱりそういうも

のが下手くそだと言うんですね。今後やっぱりそういったものを検討していかなければならないと。 

実は１つ気になったのが、フォッサマグナミュージアム、私これは以前から、随分すばらしい施

設にもかかわらず、料金が安いと。まさにジオパークのメーン施設だと思うんですよね。 

ところが、あれだけの施設であるにもかかわらず、そしてあれだけの内容が濃いにもかかわらず、

私としたら低料金だなと。この会計状況をちょっと３カ年の、どうなのかなと思って確認してみま

した。ちょっと申し上げますが、平成２９年度は４,０６７万円の収入に対して支出が１億

６,２８６万、マイナスの１億２,２１９万。２８年度、ちょっとバックしていきますけど、これが

収入の部が４,２７５万、支出が１億３９３万、赤字の部が６,１１７万５,０００円と。これを読

み上げていきませんけども、過去３カ年の合計の赤字額が２億４,９００万と。もちろんこれは人

件費、いわゆる市役所から行ってるということもあったりしますけども、これなんかは指定管理者

というのは考える必要があるんじゃないかなということを前に言ったこともありますけども、こう

いうような形で、いずれまた施設を更新しなければならない、そのときにさっき申し上げましたけ

ど財政状況が非常にこれから厳しくなってくる。国からどんどん補助金が来る間はいいんですけど

も、あるいは一般財源のゆとりがある場合はいいんですけども、今後、更新ということを考えてい

ったときにこのような料金体系でいいのか。もちろんこれだけの赤字は、焼け石に水かもしれませ

ん。しかし、もっとこういったものに対して敏感に日本の観光というものを考えるべきだというこ

とをあの方は言ってますけど、これについては、もし市長、ご意見があればお聞かせいただきたい。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ミュージアムは博物館ということで、確かに糸魚川の観光という部分においては、少し核になっ

てる部分もあるわけでありますが、学習とかそういうやはり教育施設的にも捉えておる部分がござ

います。そんなことで、今全てそのままでもって賄うというのはちょっと難しい部分がございます

ので、しかし、と言いながらもやはり運営的な部分というものは大切であるわけでございますので、

そういったところを再度料金については検討してみたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

臨機応変に対応していただきたいと思います、最初はね。これちょっと私、言いそびれたんです

けど、実施計画では、毎年ここ３年間は６００万円ぐらい計上されて、整備ということで。これは

どういったのでするかわかりませんけども、今申し上げたような数字状況なだけに、これは大いに

検討していただきたいと思います。 

最後に、観光について最後申し上げたいと思いますが、やはり一生懸命考えて予算を計上し、進

んでるんだろうと思うんですけれども、やっぱりもっともっと有効活用してもらうべく、外国人が

日本へ来る最も楽しみなのが、食事だと。これが７０％のアンケートで出てるということを考えれ

ば、今後の飲食の皆さんには大いに検討していただくべく、また、予算も少しありますけども、そ

してまた事業にも乗ってますけども、一流の料理人を呼んでレベルアップを図るとか、何かそうい

った動きをするべきだと思いますけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

おっしゃるように当市につきましては、食材は水産物ですとか、あと農作物に限らず大変すばら

しい素材があるというふうに理解しておりますが、講演で来られた方、講師の先生とかのお話しで

すと、それに比べて若干何といいますか食べさせる工夫について、もう少し改善の余地があるんじ

ゃないかということもお聞きしておりますので、もしそういう業界の皆様が、そういうことが望ま

れて、市と一緒にやっていけるようであれば、そういうことにも取り組んでみるのも手段の１つで

あるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 
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うまいもん会とかいろいろやってられる方も、事業の中でされるんだろうと、イベントの中でや

られるんでしょうけども、そういったことについては、大いにまたコミュニケーションを図ってい

ただきたいというふうに思います。 

次に移ります。 

６次産業については、非常に簡単に６次産業といいますけども、これを黒字化するには大変難し

い問題もありますし、４年から５年は非常に厳しい状況が続くということを考えますと、事業者が

６次産業を見ていく６次産業と、農業生産者が、個人の場合、見ていく６次産業と、組合でやって

る場合は、まだ６次産業というものに対しては、まだ入り込むことができると。立場立場によって

６次産業に対する考え方や、やる気の問題もありますけどハードルの高さ、その辺あるんではない

かなということをつくづく感じるんですが、それについてはどうお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

猪又農林水産課長。 〔農林水産課長 猪又悦朗君登壇〕 

○農林水産課長（猪又悦朗君） 

現在６次産業化ということで、いわゆる６次産業化の定義というものは、第１次産業から第２次、

第３次と一体感を持って取り組むというものであります。その中で、組合であったり、いわゆる卸

しの方々の立場であったり、また個人であったりといういろんな取り組み、農産物を生かした取り

組みをされてるのは、議員のおっしゃるとおりであります。 

具体的には、法人とすれば、今私どもが把握しておりますのは、おおむね２１、また個人の方々

であれば１０ぐらいということで、その中には、法人の中には協同組合というものも入っておりま

すけども、おおむね３０ぐらいが、私どものほうで現在把握しておるということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

３０社ほどあるということなんですけど、実施計画の概要では、新たな産業の創出として地元産

品ブランド戦略の推進、異業種間連携、６次産業化の推進、企業創業支援等が記載されています。

これについて、非常に予算計上が、私少額のような気がするんですよね。その辺どういう理由なの

か教えていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

猪又農林水産課長。 〔農林水産課長 猪又悦朗君登壇〕 

○農林水産課長（猪又悦朗君） 

今、私どものほうで、特に農林水産分野のほうで申し上げますと、６次産業化への取り組みとい

うことで補助しているものが１件、補助事業としてございます。３０万円という上限の中で設けて

おります。 

ただ、これいろんな委員会等々でもご説明申し上げておりますけども、６次産業化の一つのきっ

かけになってほしいということが１点、また、大きな６次産業化ということで、事業規模を拡大す
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る等々の取り組みということになりますとなかなか市単独ではできないというところございますの

で、繰り返しになりますけども、国・県の補助事業等を一緒にとっていきたいというふうに考えて

おります。 

私どもの考える６次産業化というのは、大きなところから小さいところもありますけども、大根

を干して、たくあんにする。それを売るというところも６次産業化の枠に入ります。そういったと

ころにも皆さん入っていただけるものは利用していただきながら、少しでも第１次産業の方々にも

興味を持っていただきたいということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

補足して申し上げます。 

この新商品の開発ですとかブランドの創出につきましては、２４年度から糸魚川なりわいネット

ワークというものをつくりまして、活動しておる経緯がございます。昨年度からは、事務局に地域

おこし協力隊を採用しまして、より各会員の方向性に沿った方向で取り組みを進めているところで

ございます。 

この会の所期の目的であります新商品ですとかサービスの開発、あと地域ブランドの創出、販路

拡大に取り組んでおるところでございますが、その取り組みの年度によりまして若干予算の増減は

ありますが、必要な予算を措置して進めてきているところでございますので、特に縮小していると

かということでなくて、これらのなりわいネットワークの皆さんとお話をしながら、いい方向に進

むように予算措置をしている状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

商工観光課と農林水産課にまたがるということを今確認をいたしましたけれども、やっぱり農業

者、私も農業者の方、やってる方とちょっとお話ししたときに、やっぱり考え方でそんなに大きく

しなくていいんだと。とにかく喜んでもらえればいいんだと。確かにそれも１つの考えだなと。 

しかし、先ほど産業面が非常に変わりつつある中で、糸魚川市として、これを何とか成功して企

業としてやってけるということを考えたときに、やはり事業者からも参画してもらうと。実際にす

ごいなと思ったのは、私は、わさび園さんのわさびと、それからチョウザメ、やっぱり相当な投資

もしてますし、そしてまた事業者はやっぱりほかのビジネスで頑張ってられるということで、資金

的にもやっぱりそれなりの力がないとなかなかできないということを考えれば、やはり今後の６次

産業を別の角度でいけば、異業種の方がそこへ入るということが必要だろうなと。というかまた、

そっちへ方向性を見出してあげるというか、情報を伝えるというか、それが非常に必要だなという

ことを感じました。 

先日、雪国マンゴー行ってきました。掘ってたらお湯が出てきた、これを捨てるのはもったいな

い。何か使えないかということで、マンゴーに挑戦したと。わさび、ＳＫフロンティアさんも、や
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はりきれいな水を捨てるのはもったいないと。これを何か有効活用したいと。事業者からそちらに

入っていく感覚というか、やっぱりこれを何か有効活用したいなという考え方、これやっぱり事業

者じゃないとできないと思うんですよね。こういうような情報をやはり行政、商工会議所、あるい

は会員の皆さんと情報交換をしていくという場を設定すべきであるというふうに思いますが、市長

はどのようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさに今、議員ご指摘のとおり当初ではなかなか見えにくい部分がありながら、動き始めていく

ことによっていろんなことが見えてくる。そしてそのときに、また支援をできる体制が大事だろう

と私は思っております。ですから、初期からある程度のものを１回やったら後終わりということで

はないと思っておりますし、特にまさしくＳＫフロンティアさんについては、そのような形で、当

初から見るといろんな連携の活動をさせていただいております。それはいろんな形の中で対応でき

る、柔軟なやり方で私はいいと思っておりまして、その辺をほかの方々にも伝えて、またほかの

方々にもまた広まっていくような形を持っていきたいなと思っておりますが、今大変な苦労をされ

て動いておるわけでございますので、その苦労を見て、周りが見ておりますから、なかなか次の人

たちがなかなか起き上がるというのは難しいことだろうと思っておりますが、しかし、１つの成功

例としては、非常に私は宣伝したり、また、それを広めていくことがつながっていくことだろうと

思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

非常にやっぱり努力をされてて、ＳＫフロンティアさんはジェトロにも入り込んで、わさびを世

界へ売り込むと、日本食ブームで。そういった非常に発想も豊かだし、行動力もある。こういった

お話をやっぱりもとに、市内には非常に有力な企業がたくさんあると思います。そういう方々が、

もしそういういろんなお話、苦労話ももちろん含めて、聞くことによってかなり意識が変わってく

るだろうな。やっぱり今後、私は行政に望みたいのは、新たに６次産業化に取り組む事業者に対し

て、先ほども申し上げましたけども、やはり既に６次化に取り組んでいる形態や民間企業者との交

流を通じて、情報交換や支援をしてほしいということをお願いしておきます。 

先ほどなりわいというか、新商品の開発についても説明がございましたので、これはもうお聞き

しませんが、ぜひ、くどいようなお話になりますが、予算を有効活用するように、そしてもっと増

額するべきところは大いに増額していただいて、活力をつくっていただきたいと思います。 

次に移ります。 

次に、高齢化対策について伺います。 

令和の時代は、高齢者の中でも８０歳代以上の高齢者が増加し、一人世帯の高齢者が圧倒的にふ
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えていくだろうと。実施概要では、ひとり暮らし高齢者の孤独感を解消し、安心して在宅生活がお

くれるような環境づくりを行うというふうにもありますけれども、中山間地域に住まれてるひとり

暮らしの方、冬なんか特に大変だと思うんですよね。これらについての具体策、どうしていくかお

聞きしたい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

中山間地域の高齢者の支援につきましては、市長が申し上げたとおり地域包括ケアシステムの構

築を初め、ひとり暮らしの高齢者の安否確認、お出かけパス事業、配食サービス事業、そして屋根

雪除雪等の費用助成などの生活支援事業の実施によりまして、高齢者の住みよい環境づくりに取り

組んでおります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

実施計画では、ひとり暮らし安否確認で毎年３２０万円、この令和２年、３年。ああ、２年、

３年は、この３１０万円か。そして、共同生活支援事業という形で約５,５００万円が計上されて

います。今後、高齢者一人世帯が増加計画にあるだけに、この辺の共同生活支援事業、これ増額す

る必要はないかというふうに思うんですけど、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

平成２９年度に実施いたしました高齢者の調査の結果では、現在のご自宅に住み続けたいという

方が非常に多ございました。共同生活できる施設へのニーズというのは、さほど多くないと推測し

ております。 

ただ、中山間地に住む方につきましては、やはり冬期間、介護サービスを受けることに対する不

安、雪に対する不安等がございますので、そういった方につきましては、一時的な対応ということ

で、介護老人保健施設をご利用いただいているケースが多い状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

市のほうでは、コンパクトシティというようなお話も出てきてますけれども、やっぱりそれは住

む方の自由ですので、なかなか強制的にはできないと思いますけれども、ただ、今後考えていかな

ければならないのは、空き家の有効活用とか、設備投資するにしても新たなものをつくるというの

は大変な金額かかりますけども、施設の有効利用、いわゆる空き家とか、それから地区にある何か
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集会場をどうこうするとか、そういったような形にすることによって、コストの削減といいますか、

介護士さんがあっち行ってこっち行ってどうこうするよりも、やはり１カ所でやれるとか、そうい

うふうなこともやっぱり考えていく必要があるんじゃないかなと思いますし、また、積極的にそれ

については取り組むべきだと。今後の考え方、今申し上げましたけども、市長はどのようにお考え

ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私も今、議員ご指摘のとおり、やはり一番グループで共同生活することが非常にやはり支え合い

の対応ができていいんではないかなという形で、いろいろ検討したり、また施設も少し提供するよ

うな気持ちでつくるんですが、しかし、今の高齢者の現在の高齢の方々というのは、やはり自分の

家を守るという気持ちが非常に強い方々でありますし、そして、今の高齢者の皆様方は自分たちで

築き上げたという、やはり今の住みかについては、なかなかそういう共同生活にはちょっと流れが

うまくいかない部分があるかと思います。 

しかし、今の時代じゃなくて、この次の世代になってくるとそういうことがなくなってくると思

っております。やはり共同生活においての利点とかメリットというのは、いろいろと判断の中にお

いては、私は有効であると思っております。ですから、これからはそういう共同生活というのは、

我々団塊の世代、やはり施設なり、また高齢の対応ということになってくると、必要になってくる

んではないかなというのは捉えておりますし、これは市内だけではなくて、市外も含めてこれは動

き始めるような気がいたします。ここへふるさとの人たちが帰ってくる分にもつながるんではない

かなということで、やはり我々は少しその辺を準備してもいいんではないかなというような気持ち

は持っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

今、答弁の中で、私、お聞きしようと思ったのが出てきたんで、答えがあったんで。ぜひそうい

ったものを今後、積極的に進めてほしいなと。計画も立ててほしい。団塊の世代という言葉が出ま

したけれども、杉並区と南伊豆町、これは自治体間連携で有名ですし、私も会派で行ってまいりま

した。 

やはり今後、東京のほうは、東京圏といいますか首都圏のほうは、やっぱり今後、物すごい高齢

化で、まず施設つくるにも金がかかる。それから介護士の不足、人件費が高いとか、もろもろの問

題が出てくる。そういったときに受け入れ体制、要するに私３０年ほど前に、あれはたしか助役さ

んが、猪又初夫さんだったと思います。人口減少で悩んでるんだと青年会議所のある会議の中で言

って、老人集めるだけ集めればいいじゃないかと言っちゃったらやあ、それはもう老人医療でパン

クするから、それはだめだと。言われてみて、ああそうかと。 



－ 94 － 

しかし、住所地特例という言葉が今出てきてるだけに今後、いわゆる老人を誘導することによっ

て、私、伊豆よりもこちらのほうが時間的に１時間違うんですよね、早いんですよ。それら等を考

えたときにアピールの仕方によったら糸魚川市も適地であると。冬は、今ちょっとネックですけど

も、しかし、健康老人ばかりじゃなくて、その家族もいるわけですし、交流人口の拡大の１つとし

てとれば、これも検討する価値はあるんじゃないかなというふうに思いますけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

本当に今、１つは例は南伊豆町なんですが、我々のところも同じような距離的にあるかもしれま

せんが、逆に北陸新幹線開業したということは、やっぱり首都圏から非常に近く感じられる。また、

利便性を高く感じられて、考えようによっては、こちらのほうにという気持ちが動くような、また

メリットがあるんじゃないかなと思われるわけでございますので、やはり逆に雪の降るところもや

はり住めるというのをしっかり位置づけしていくことが大切かと思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

１時間糸魚川のほうが早いんで、ぜひぜひ考えていただきたいと思います。 

私ちょっと聞き忘れたんですけども、施設介護事業費ということで１億４,５００万円載ってる

んですよね、たしか。これの内訳は、施設入所支援、療養介護となっているということで、まさに

今、同じようなことの繰り返しになりますけども、そういったものを含めると、これもやっぱりも

っともっと有効活用するための費用として増額すべきなのかなと思いますけども、これは意見とし

て言っておきます。 

最後に、時間がありませんので、糸魚川版ＣＣＲＣ構想について、これは企画課になるのか福祉

事務所になるのかわかりませんけども、糸魚川版としてＣＣＲＣ構想について、考えがあればお聞

きしたいなと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

ＣＣＲＣ構想ということで、生涯活躍のまちというふうに今言いますね。確かにそれの整備をす

るに当たっては、やっぱり環境が必要だと思うんですね、医療の環境ですとか介護の環境ですとか。

そういった環境が、まず整わないと厳しいというところもありますし、まずはやっぱりここに住ん

でる方が第一というふうな考え方もあります。 

しかしながら、今現在でもアクティブシニアという方、やっぱり都会で長年働いていて、定年一
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歩手前でこちらへ、余力のあるうちにこっちへ来たいと。そういう方もいらっしゃいます。それで

やっぱりそのスキルを発揮していただいて、市の中でも活躍されてる方というのが結構いらっしゃ

るんですね。そういったアクティブシニアという方の活躍というのも非常に大事ですので、そうい

ったケアのシステムですとか、そういったところの環境を整える中で、また考えていかなきゃいけ

ないなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

今のアクティブシニアという話が出ましたけども、全くそのとおりだと思います。これについて

は、やっぱり今後、また行政のほうでいろいろな形で考えていただきたいと思います。 

最後に、ちょっと私これ順番あれしたんだけども、介護人材が不足するという中で、今後これを

どうしていくかということで、予算も４８０万、そして令和２年、３年が６００万となってますけ

ども、これについてもっとふやすべきであるというふうに思うんですけど、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

ことしの４月に各事業所へアンケート調査をしましたところ、人材不足につきましては、今の段

階ですと約８０名ほどでございます。各事業所に聞きましたら、やはり採用も多いところは、やは

り年間５、６名ということでお聞きしておりますし、ただ、退職される方もいらっしゃいますので、

いろいろ事業所、またご意見を聞く中で、また有効な支援制度があれば考えていきたいと思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

松尾議員。 

○１８番（松尾徹郎君） 

６０歳代の人材をふやすということはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

やはり６０歳代の方は、まだ健康な方は働いていただける年代だと思っておりますので、ぜひ支

えられる側でなくて支える側のほうへ入っていただいて、そういった６０歳代の就労のほうにも期

待をしたいというふうに思っております。 

○１８番（松尾徹郎君） 

時間がなくなりました。 

以上で、終わります。 
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○議長（中村 実君） 

以上で、松尾議員の質問が終わりました。 

次に、渡辺重雄議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 〔１７番 渡辺重雄君登壇〕 

○１７番（渡辺重雄君） 

清政クラブの渡辺重雄でございます。 

それでは、事前に通告いたしました通告書に基づきまして、１回目の質問をさせていただきます。 

今回は、協働活動の実態と取り組みの充実についてであります。 

地方分権の進展や、市民ニーズの多様化などで行政の果たすべき役割が大きくなっておりますが、

一方で、厳しい財政状況の中、将来にわたって必要な行政サービスを提供していくためには、行政

への市民・市民組織・民間企業の積極的な参画が必要となっております。 

そのための協働活動の重要性と必要性は、合併以来あらゆるケースで取り上げられ、各種事業な

どを通じて取り組まれておりますが、なかなか期待する成果に結びついていない感がいたします。 

期待する成果が見えれば達成感も共有でき、次につなぐさらなる協働活動に発展するという好循

環が生まれます。 

情報を共有し、お互いが協力して活動する仕組みなどの基本的なところを中心に伺います。 

(1) 協働活動の基本的な考え方と手法についてであります。 

  少子高齢化、人口減少社会の中にあって、生活の安心・安全をこれからも維持していくた

めには、地域での日常的なつながりを見詰め直し、多様化する課題に対し協働の力をどのよ

うに活用するかにかかっております。協働に対する行政の基本的な考え方と手法について伺

います。 

(2) 学校と地域や産業との連携、協働の推進についてであります。 

  小中学校では、学校と地域が連携する小中学校運営協議会制度が導入されたり、学校応援

隊の活動も活発に行われており、市内高等学校と市は、連携して各学校の魅力づくり等、取

り組んでいます。産学官の協働活動を推進する組織の活動にも期待しており、今後の協働の

推進について伺います。 

(3) 市道の美化に関する協働活動の提案についてであります。 

  長期財政見通しから見ても、今後の行財政運営は効率的かつ効果的に進めることが不可欠

であり、特に、協働に関する事業を効果的に実施する必要があると考えており、その一例と

して市道の美化活動に協働の力を取り入れて、わかりやすい実践例としたらいかがかと考え、

伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、地域の活性化や住みよい地域を維持していくには、市民、地域、行政が

一体となって課題を解決する協働の取り組みは、欠かせないものと考えております。 

また、市民の活力をまちづくりに生かすため、計画づくりなど政策形成過程への市民参加を勧め

るとともに情報を共有し、市民と行政が相互に補完しながら行政課題の解決に向けた取り組みを推

進しております。 

２点目につきましては、社会に開かれた教育課程の実現に向け、学校と地域との協働は重要と捉

えております。小中学校では、今年度は全ての学校でコミュニティスクールの取り組みが始まり、

高校でも今年度からは、高校を核とした地域人材育成事業に取り組んでおります。 

３点目につきましては、市道を含めた公共施設の清掃や除草などには、さまざまな地域から多く

の要望をいただいておりますが、全ての要望に応えられてないのが実情であり、行政の管理ばかり

ではなくて、地元の協力によって守られているところが多いと感じております。 

ご提案の協働活動は、自分の地域を大切にする気持ちを育む効果もあると考え、実践例を参考に

全市的に広めるよう努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますのでよろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。 

それでは、１点目の協働活動の基本的な考え方と手法についてお伺いをしたいと思います。 

かつては住民同士のつながりが地域を支えていたわけでありますが、それが今は、さまざまな公

共サービスというふうな形で、行政から私たちに提供されるということは結構多いんですけども、

一言で言うといい時代になったというふうな感じもするわけですけども、一方では、このままでい

いのかなというふうな気がいたしておるわけですが、この辺の感覚というのはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

議員のご質問、確かに行政が主導的にやってくれていい時代だったなというふうなご質問ですけ

ども、確かにこうであってはいけないと思います。やっぱり市民が主役で、やっぱり行政と市民が

一体となった取り組みというのが必要になってきますし、より一層、これから人口減少社会も迎え

ておりますので、行政だけの力ではどうしてもできない部分があります。そういったところもあり

ますので、やっぱり一緒になって一体になってやっていくという姿勢は必要だというふうに考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

幸いまだまだ、まちの役に立ちたいという思いを持った市民は大勢いるというふうに私は思って

るんですね。その思いを大切にしながら、誰もが気兼ねなく気軽にまちづくりに参加できる協働の

仕組み、こういうものがあれば人と人とのつながり、それから喜びを感じられるまちをつくるとい

うことができるというふうに思っておるんですが、その辺の考え方からしてどんな形がいいか、い

かがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

１つの事例という形でちょっとお話をさせていただきたいと思いますが、企画定住課のほうでは

地域づくりプランという形で住民の皆さん、特に公民館エリアになってくるんですけども、住民の

自主的な活動に対して行政も一緒にやっていくと。で、プランをつくってもらいながら一緒にやっ

ていくという姿でやっております。これも１つの地域エリアの中での住民の皆さんの力をかりると

いう形で、協働のスタイルというのはとっているというふうに思っております。まだほかにもこう

いった協働の活動というのは、私が申し上げたのは、たった一例ですので、全市的に見れば多くあ

ると思うんですね。やっぱり役に立ちたいという市民の皆さんの思いというのは、非常にありがた

いと思います。そこら辺を議員のご質問にもありましたように、人と人をつなげると。そのつなが

り、コーディネートするというところが仕組みとしてもうちょっと必要なのかなというふうに思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

第２次総合計画、各章、それから節・項目に、ほぼ各ページ、協働の取り組みについて、協働の

必要性というのが載っておるわけですね。そのほとんどの語尾は、行います、推進しますで締めく

くられとるわけなんですが、その先の事業にどのようにつながっているか、ここが問題じゃないか

なというふうに感じるんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

これを一つの事例という形で具体的にお話をしたほうがいいのかなというふうに思っております

ので、まず一つの事例としまして、日本型農業支払事業というのが総合計画の中にあると思うんで

すね。この事業は、やっぱり地域でのかかわる皆さんの協働作業とかによりまして、そこにある地

域資源の活用ですとかやっぱり農村の環境の保全活動、例えば自分たちの集落を潤いのあるものに

したいという形で植栽をしたりとか花をいっぱい植えたりとか、そういった景観をつくるといった



－ 99 － 

活動ができていけると思っております。 

市とすれば、総合計画の中では推進しますとかそういう言い方を書いてありますけども、具体的

にはそういった事業の中でつながっておりますので、今たとえ一例でありますけども、ほかにもこ

ういった事業をやっぱりふやしていかなきゃいけないのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今、課長がお話しされた制度、非常に理にかなった協働活動の場であるというふうに私も思って

おります。全ての章で協働の取り組みとして役割分担が書かれておるわけでございますが、行政の

区分けとして総務、産業、市民、教育、消防、こういうふうに分けた場合、それぞれの今部、それ

から教育委員会、消防本部として協働に取り組んでいる実態をお聞かせいただければと思うんです

が、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本総務部長。 〔総務部長 山本将世君登壇〕 

○総務部長（山本将世君） 

お答えさせていただきます。 

総務部の関係におきましては、先ほど企画定住課長が申し上げました地域づくりプランというよ

うな事業しておりますけど、この策定の段階におきましても行政と市民の皆様方が地域コミュニテ

ィの強化、また身近な地域の課題を解決すると、そういった目的に向かって協議をしながら進める

ことにつきましては、これも１つの協働化と思っております。 

また、このプランによって実現する事業の中身につきましても、それぞれ地域の中にある困り事、

そういったものを解決手段として事業を起こしていただきまして、これにつきましても協働の一部

と思っております。 

また、同じ形でまちづくりパワーアップ事業というものを企画定住課のほうで行わせていただい

ておりますが、こちらにつきましては、市の活性化なり、広く市民に貢献する事業という形の中で

補助を出せていただいておりますけども、これやはり市民のそういった活動に対して行政が支援す

る中での協働の取り組みというふうに考えるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

見辺産業部長。 〔産業部長 見辺 太君登壇〕 

○産業部長（見辺 太君） 

お答えします。 

産業部として市民の皆さんにたくさん参加していただいとって非常にたくさんあるんですけど、

ほんの一部でございますが、例えばごみを拾っていただくボランティアであったり、除雪ボランテ

ィアといったのもあると思います。また、桜のオーナー制度、それから道路のサポーター制度もそ

うでございますし、公園管理、これはまだ糸魚川市としてはやっておりませんけれども、公園管理
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をしていただく、草刈り等は地元でやっていただいておったりします。そういったことについて、

市民や企業、それから行政が一緒に活動してまちづくりをすることが産業部として考えられる協働

でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐市民部長。 〔市民部長 五十嵐久英君登壇〕 

○市民部長（五十嵐久英君） 

市民部の分野におきましては、交通安全、防犯、またごみの収集における集積場所の設置とか、

あと側溝清掃、草刈り、環境デーとかにおける地域清掃、あと福祉分野においては、ひとり暮らし

の高齢者の安否確認作業等で地域の皆さんのご協力をいただきながら、事業に取り組んでるという

ところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 茂君登壇〕 

○教育次長（磯野 茂君） 

教育委員会では、議員のご質問にありますように学校運営協議会、学校応援隊、高校を核とした

地域人材育成事業のほか、文化財の維持管理などについて、協働の取り組みによりまして進めてい

るところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

お答えします。 

消防本部につきましては、防災と消防というところで担当してるわけですけども、防災、消防と

もに市民、地域、市内事業所との協働の上に成り立ってるというふうに思っております。 

防災におきましては、自助、共助、公助ということで取り組んでおりますが、それぞれ地域にお

ける地域の住民の安全を図っていただく活動、それについては一緒にやっております。具体的なこ

とを申し上げますと、自主防災組織で私どもと一緒にハザードマップをつくって、それをもとに地

域の住民に危険をお知らせいただいて避難訓練をやっていただくというような取り組み、それから、

より具体的にわかりやすい例といいますと、昨年度から取り組んでおります４０ミリホース、地域

の初期消火火災対応力を上げようということで、私どもで４０ミリホースを整備しまして、地域に

おきましてそれで訓練をしていただいて、初期消火をやって地域の火災対応力を上げていただくと

いうような取り組みを協働でやっております。それから災害時応援協定団体、市内に限らず今

６１団体ございますけども、そちらのほうとの協定に基づいて日ごろから取り組んでおりますし、

消防分野におきましては、消防団活動そのものが協働と言えるんではないかと思います。消防団は

当然、消防組織法で条例で設置されている市の非常勤特別職なんですけども、皆さんほかに仕事を

持ちながら地域活動とともにやっていただいています。そういったものも含めまして、私ども引き
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続き協働の上に成り立っていこうと思っておりますので、事業を進めてまいりたいと思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今ほど紹介をさせていただきました、本当に実際かなりの事業で取り組まれているということを

確認したわけでございます。平成２７年９月の市民アンケート調査では、市民満足度が４７.７％、

平成２２年８月の調査では４９％でしたので、若干下がっておるわけですが、妙高市は３９.６％、

それから上越市は７２.１％の満足、この上越市の場合は地の利もありますし、高いわけでござい

ますが、糸魚川市の満足度、これ以上アップするというのは、非常に行政の皆さん一生懸命取り組

んでおられるんですが、なかなか難しいと思うんですね。私は、ここはやっぱり市民の出番じゃな

いかなと。市民の皆さんが満足できない部分は、みずからが出て、自分の市の満足度を上げていた

だくというふうに思うんですが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

満足度のアップということで、ここは市民の出番というご質問ですけども、確かにおっしゃると

おりだと思います。その市民の皆さんが、満足度を上げるためにここは出番だ、そういった行動に

つなげてもらう必要があるんですね。そのためにやっぱりまちへの愛着意識というのが一番大事だ

と思います。やっぱりこの町が好きで、この町はいいなと、こういうやっぱり愛着の意識の醸成と

いうのが大事だと思いますので、そこら辺を上げることによって、ここの市民の皆さんの出番とい

うものを上げていければなというふうに、大変難しいんですけども、そういうふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

それから、行政の職員の協働に関するアンケート調査を行っている市町村というのは結構あるん

ですが、糸魚川市はこの種のアンケートというのは行ったことはありますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺成剛君登壇〕 

○総務課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

毎年度ですが、職員に対してアンケートを実施しております。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

他の市町村のものを見てみますと、行政としてはかなり先進地だと思ってる地域でも、協働を意

識している職員というのは、まだ半数ぐらいなんですね。この市民との協働は、非常に最初は時間

がかかる。事業消化するに、非常に面倒だというようなこともあるようなんですが、実際この辺の

ところはどうお感じですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

既に取り組んでいるものですとか、活動している団体とか、母体があるという取り組みについて

は、比較的協働の取り組みというのは、話の持っていき方というのは理解がしやすいのかなという

ふうに思うんですけども、やっぱり新たな分野での協働のところで、まず施策をつくったとしても、

まず相手方に理解をしてもらうというのは非常にエネルギーの要るというふうに思っております。

そういったところで、やっぱりその事業とか施策を持ったときに、なぜ協働でやるんだと、そうい

った意義とか必要性をやっぱり丁寧に説明をする必要があるんだなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

それと市民との協働が、新たな仕事として加わることによって、これを負担感というふうに受け

取るようだとなかなか難しい。それから、協働を単に行政経費の削減策なんだというふうな考え方

でいきますと、パートナーである市民とか民間団体にかなり下請的な意識で受け取られてしまうと

いうようなことも非常に心配なんですが、そういうことがもろに出ちゃうと失敗して、それを再構

築するとなると大変なまた時間がかかるというようなことも心配をするところなんですが、その辺

のところはどうお感じですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

議員のおっしゃるとおりだと思います。確かに市民へ、特に地域の皆さんに、これまで行政がや

っていた仕事を持っていくと、また押しつけられたなとか、そういった感を持たれると、なかなか

受け入れというのは難しいというふうに思っております。やはりそこはやっぱり市と市民が一体で

やるというやっぱり姿勢をしっかり見せて、説明をしながら丁寧な対応をしていくというのが必要
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であるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

行政からしかける協働もあるんですが、逆に市民や各種団体が、企画した活動に行政が積極的に

参加するというようなこともあるようですし、また最近、私もよく見かけておるんですが、その辺

はどんな状況ですかね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺成剛君登壇〕 

○総務課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

先ほどの調査の関係になりますけども、活動に参加している職員の割合は、約６割にちょっと欠

けるぐらいの数字を維持しております。また、地域行事に参加してるかどうかというアンケートも

４分の３以上の職員が地域行事に参加しているといった数字が出ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

協働が進まない理由として、一般的に挙げられているのが、目標と計画がない、流れもルールも

ない、推進するツールや体制がない、評価がなされていない、こういうようなことを言われている

んですが、これはまさしくＰＤＣＡサイクル、これと一致するわけですね。ですから、協働の仕組

みの中にこういうものを導入すれば、かなり仕組みがわかりやすくなるんじゃないかなというふう

に思うんですけども、その辺は仕組みとして、今もたくさんな協働をされてるんですが、どんな形

で動いてるのか教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

事例的にちょっと今、頭にちょっと思いつかないんですけども、確かにＰＤＣＡサイクルを回す

ということは、やっぱりお互いに共通の目的ですとか情報の共有をしっかりやらなきゃいけないと

いうふうに思います。その中でマネジメントサイクルを回して、お互いに進捗の確認を見るとか、

課題を見つけ出すとか、その次に改善にどう結びつけていくかと。そういったところを考える１つ

の手段としては、本当にわかりやすいものかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 
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○１７番（渡辺重雄君） 

こういう協働に関する施策を進めるというためには、糸魚川らしい協働のあり方、この仕組みを

つくる必要があるわけですけども、中間組織的なところで協働活動推進委員会というようなものも、

やっぱり調整機能を持った組織も必要になってくるんじゃないかと思うんですが、その辺の足場と

いうのは確立されているのかどうかをお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

協働の取り組みにつきましては、やっぱり先ほど各部長からもいろいろ事例を、お話をいただき

ましたけども、やっぱりさまざまなケースがあると思うんですね、多種多様ないろんなケースがあ

ると思います。そういった多くの事例を集めて、調査研究をしていく中で、どういった機能調整を

持った組織がいいのかとか、そういった部分を模索していかなきゃいけないと思います。今ここで、

ちょっと即答で組織云々ということは言えませんけども、多くの事例があるので、そういった事例

を調査研究をしながら方向をちょっと考えていきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

先ほど各部の部長さん方から、それぞれの部で取り組んでいる実態をお聞きしたんですが、この

行政の中にも協働の取り組みの調整など、いわゆる部がまたがったり課がまたがったりいろいろあ

るわけですが、協働活動推進室なるものを企画課なら企画課の中に設けるということも、行政の機

構の中でも必要になってくるんじゃないかなというような気もするんですが、その辺のお考えは、

市長、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり協働の必要性は、もう嫌というほど我々も認識いたしておるわけでありまして、その中で

なかなか全市的に広まってないのも実情であります。その辺を考えたときに協働の、やはり組織を

しっかりつくって進めていけるような方向がいいのか、何で協働が必要なのかというところを考え

たときに、この成熟社会において、協働の気持ちなり考え方が減ってきてることを考えたときには、

やはり基本的なところが薄れてきてる。 

それはなぜかと考えると、今公共施設のことを例に挙げさせていただいとるんですが、その以前

のやっぱり協働生活、協働社会の中において、お祭りとか地域の行事というものがだんだん薄れて

きたり、いろんなものがそういった協働の基本的なところがなくなってくることによって今現在の

ような課題が大きく見えてきてるんではないかなと。そういうことを考えたときに今ちょっとした
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例であるかもしれませんが、地域づくりプランの中で地域の皆さんが、また新たな考え方の中で今、

少しコミュニティがとれ始めてきてるところがあって、そこがうまくいけば次に広がっていくんで

はないかなと思っております。そういった仕組みをうまく回していけるような行政の支援体制、連

携体制というのが必要なのではないかなと思っておる次第でありまして、それを組織がつくればい

いかというとちょっと何か各地域ごとにも、また各エリアごとに考え方や流れが違うものですから、

そういったところもトータルでいったらどういうものがいいのかなというのを非常に考えておるわ

けでありまして、本当になかなか議員のご指摘の課題というのは非常に大きいものでございまして、

これからの成熟社会が進めていく高齢化社会の中においては、重要なことであるわけでございます

ので、それをしっかり捉えながら進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今、市長がおっしゃるように非常に市民活動となりますといろんな年代、立場の住民の皆さんが

いらっしゃるわけで、この人たちをまとめる、コーディネートすること、この入り口でつまずきま

すと非常にストップして、先ほども申し上げましたが、しばらく遠のいてしまうというようなこと

にもなりかねないわけなので、非常にしかけるのには難しさもあると思うんですね。 

１つの方法として、一番頭に浮かぶのは、この事業は、じゃあ地区の代表である区長さん方にお

願いすればいいわというふうにすぐ頭に浮かぶんですが、この区長さん方も非常に交代制であって、

その地区地区で実情が違うわけですね。そうすると定番の仕事だけでもかなり持っているというふ

うなことで、実際この町内会の実態というのも気になるところなんですが、町内会という１つの組

織体については、どのように行政としてはお持ちでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

町内会の実態というところでございますけども、地域の自治組織におきましては、やっぱり人口

減少ですとか高齢化といった流れの中で、やっぱり人材が不足したりとか、地域維持の活動が非常

に厳しくなってるというところは聞こえております。そういったところもありますので、何とか人

的な支援とか、そういったところで何とか踏ん張っていただきたいなというふうに考えてるんです

けども、実態としては、やはり人材不足ですとか、運営の地域活動の厳しさというところは捉えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させていただきますが、今非常にやはり高齢化社会になったり人口減少において、地域の運
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営も非常に多岐にわたっておるわけでございまして、区長さんの占めるやはり職務というのは、非

常に大変な状況にあるかと思っております。そういう中でさらにいろんな課題が生まれてきたとき

に、なかなか難しい部分があると思っております。そして、どちらかというと地域の方々は、知識

や経験が豊富な方々ばかりでありますし、行政は、どちらかというと経験がない中で知識を持って

入っていくと、なかなか今、議員少しご指摘のようにかみ合わないところが出てきて、一たびかみ

合わなくなってくると、ずっとその歯車はそのままになってしまう部分がございます。そういった

ときにやはりもう一つその中間で、間でもって少し機能するものがあればいいのではないかなと考

えるわけでありまして、それは今行っておる支援員とか協力隊とかというところを、もう少しその

辺が回っていけるような機能にしていかなくてはいけないのかなと思っておりまして、やはり第三

の経験の持っておられる方や知識の持っておられる方が、間へ入っていけるような形をとっていっ

たほうがいいのかなというのを感じてる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今、行政の皆さんのお考えをお聞きする中で、やはり私も将来的には、この市民活動の専門的な

ノウハウを持ったスタッフを配置した、いわゆる中間的な社会的企業として市民活動センターみた

いな組織があれば、非常に都合がいいのかなというふうな感じもいたしました。いずれにしまして

も、今後、財政的な面から見ても事業の見直し、あるいは削減もあるというふうに思うんですが、

単に見直しや削減でなく、協働によって経費が削減できたり、また、持続可能な事業に変わったり、

今までよりも、さらに効果が期待できるというような事業も協働というものを見据えたときに出て

くるんじゃないかと思いますので、早急にこの協働に関する、いわゆる行動計画というものをつく

っていただいて、市民にも協働の見える化を図っていただきたいなと、こういうふうに思っており

ますので、こちらのほうではそのようにお願いをしておきたいと思います。 

２番目の学校と地域や産業との連携、協働の推進でありますけども、学校評議員制度に変わって、

小中学校運営協議会制度、コミュニティスクールですかね、これが導入されたわけですけども、こ

れに対する主たる目的といいますか期待というのはどこにあるんでしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

お答えいたします。 

学校、保護者、地域が連携・協働し、当事者意識をそれぞれが持って、子供の成長を支えるとい

う学校づくりを進めていくことと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 
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実際に今年度ですか、全校にこういう制度が実施をされているというふうなことなんですが、ま

だ間もないわけですけども、実際にこの地域の方々、教職員の方々の反応というのはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

地域からの支援や協力によりまして、これまで以上の一層充実した教育活動を展開されておりま

す。ご協力いただいた皆様の充実感にも結びついていると掌握しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

昨年の教育委員会の会議では、仕組みや進め方についてなかなか理解が進まない面もあるという

ふうな説明もあって、問題は何よりも子供たちなんですが、子供たちの反応というのはいかがです

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

子供たちのほうは、地域に学ぶ体験的な活動等によりまして、人や事象とのつながりを深めたり、

広げたりしております。これまでも糸魚川は、地域との連携・協力については結びつきが強いと考

えておりますけれども、さらに地域の協力が得られるようにしてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

それから、何といっても糸魚川市での重要な課題であります学力の向上、さらにいじめをなくし

たり早く解決したりというようなことについて、このコミュニティスクールを使った取り組みで効

果的な取り組みというのは期待ができるのかどうか。そこまで及ぶような制度じゃないということ

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

コミュニティスクールによりまして、お互い顔のわかる関係の中で学校、保護者、それから地域

というものが、一緒に課題を共有して、それに対応していくというふうな取り組みになりますので、

対応策を考えて実行しやすくなるというふうに考えております。安心・安全対策の取り組みについ

ても組織の中で協議していただいております。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

それから、コミュニティスクールの主な３つの機能の中に、学校運営について、教育委員会また

は校長に意見を述べることができるという機能があるんですけども、実際に今まで何かご意見をい

ただいたことってあるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

各学校では、教育活動について、地域の支援や協力について意見とか提案をいただいております

けども、春先の通学時の殺傷事件の直後等に学校運営協議会の開催された学校については、ながら

見守りが実施されるようなことがあったと思います。地域の人づくりについて課題を挙げながら、

子育ての目標を協議・共有していくということがありますし、学校の業務負担の様子から業務改善

にご協力をいただいたりしてるというふうな学校もございます。これまで教育委員会のほうには、

上がってきたご意見についてはございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。単なる学校応援団から地域教育創造集団というふうに位置づけられる

というふうなことでありますので、いい意味での改革につながればというふうに思います。 

それから、学校応援隊の活動、これもかなり活発に行われているようでありますけども、これは

どれぐらいの方が登録されて、実績としてはどのようなことが挙げられるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

小島生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 小島治夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（小島治夫君） 

お答えさせていただきます。 

学校応援隊でありますが、地域のボランティアの方々の活動実績としまして、事務報告書に記載

のとおりでありますが、平成３０年度では、延べ２万４,１７９人となっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今年度予算を見ますと、コミュニティスクール推進事業の予算が３０７万４,０００円となって

おりますね。この内容的にはどんな経費で、事業の中身はどうなのかと。実際に５カ月経過しまし
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たけども、今年度、特に力を入れている内容といいますか紹介するようなことがありましたら、お

願いしたいと思うんですけども。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

今年度から市内の全ての小中特別支援学校がコミュニティスクールを始めておりますので、それ

にかかわる委員の報酬、それから交通費等の経費が主なものになっております。今年度、先ほど述

べましたように春先の事件・事故等もございましたので、安心・安全な通学についての協議等をお

願いしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

井川教育長。 〔教育長 井川賢一君登壇〕 

○教育長（井川賢一君） 

糸魚川市におきましては、もともと地域と学校とのつながりが非常に強くて、地域の皆さんから

学校を助けていただいてるなというふうに感じています。そういった中で、今、児童の安全・安心

対策等について重点的にお願いしてるということなんですけども、地域によっては防犯パトロール

ですとか、見守り活動が一生懸命やられている地区があります。そういった中で実際やっておられ

る方の状況を聞きますと、例えば健康のために、そういった児童と一緒に登下校をするといったよ

うな方がおられて、そういった形で協力いただけるとなると、お互いウイン・ウインの関係でいい

協働の形とれるんじゃないかなというふうに思っています。こういったことを学校運営協議会の全

体の会議があるんですけども、そういった中で事例を紹介して、無理のない協働を取り入れていけ

ればいいなというふうに考えています。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

おっしゃるように、最近、学校便りが毎月発行されてるとこが多いと思うんですが、非常に中身

が変わってきたと。地域とのかかわりのあるような内容が、かなり紹介されているというのを見て

おりますので、非常に効果があらわれてきてるんじゃないかなというふうに思ってるところであり

ます。 

それから、学校園庭に関係するところの地域愛育成事業、こちらのほうが、予算が５１６万円と

いうことなんですが、こちらのほうは内容的にはいかがなんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

小島生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 小島治夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（小島治夫君） 
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お答えさせていただきます。 

地域人材と学校ニーズをマッチングさせるコーディネーターの活動謝金と、地域ボランティアの

交通費が主な経費であります。そのほか広報紙の印刷、保険料などでございます。今年度は、特に

コミュニティスクールとの連動に心がけておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

コミュニティスクールについても、それから学校応援隊についても非常に学校とのかかわりが、

地域と関係してきておるこの活動を見ますと、先進地では、学校と地域を結ぶ場として学校内にコ

ミュニティハウスを設置したという、非常に先進的な取り組みをしてるところもあるんですが、そ

れを考えた場合、糸魚川市でもコミュニティハウスというようなものをきちっと整備しなくても、

学校の中に空き教室があるということであれば、逆にコミュニティルームとして子供たちとの交流

の支援の拠点というふうなことで、活用する取り組みというのはできないものかなというふうに感

ずるところなんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

コミュニティハウスにつきましては、各学校の事情とか状況によっても違うわけでありますけれ

ども、学校と地域との関係を深める１つの方法として、貴重なご提言として受けとめさせていただ

きたいと考えます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

ぜひご検討いただきたいなというふうに思っております。 

それから、平成２８年度からだったと思いますが、高校の魅力づくりについて、高等学校魅力づ

くり支援事業として、本年度で４年目ですね。今年度は各校に５０万円を限度に、補助金を支出し

てるわけですけども、この事業について確認のためご説明いただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

ご質問の事業につきましては、ご質問のとおり平成２８年度から市内３高校の魅力を高めること

を目的として創設した補助制度でございます。今現在、学校あるいは保護者会等と連携して取り組

んでおりまして、ご質問のとおり今年度から、当初は４０万円でスタートした事業でございますが、

今年度から上限額を５０万円と増額しまして、さらなる魅力化に取り組んでいるところでございま
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す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

こちらほうの事業も、私、徐々に効果があらわれてきてるなと。いわゆる新聞紙上いろんなとこ

ろでも紹介されたりしておりますので、何といっても高校と市が身近になったというふうな感じを

抱いてるんですが、この辺は距離感というのはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

この補助制度は、平成２７年に県の教育委員会が策定した県立高校の将来構想というものがござ

いまして、それを端緒につくった制度でございます。この創設によりまして、各高校において新た

な取り組みが生まれまして、また徐々にではありますが、そういった距離感も縮まってきてるんで

はないかな。また、機運もそれに応じて高まってきてるんではないかなという感じがしております

ので、一定の効果があったというふうには捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今ほど課長さんがおっしゃった高校再編の危機感もあってということなんですが、こちらのほう

は、現実どういうふうに受けとめていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

県のほうは、県立高校の将来構想というものを平成２７年に１０年間をスパンで策定いたしまし

た。後は、県立高校の整備構想というものを３年のローリングで今現在つくっております。新聞で

も報道されたと思っておりますが、来年度の糸魚川高校のクラス数が、今現在５つあるところが

４クラスに減るというようなところで、今現在計画はなっております。白嶺高校は３クラス、海洋

高校は２クラスと、市内で１０クラスあったものが９クラスに減るという計画でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 
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それから、市長は平成３０年度の第１回糸魚川市総合教育会議、こちらで高校は、高校生が魅力

を感じられるような学校にしていかなくてはならない。それは地域課題とどうリンクしていくかと

いうことだと。いかに生徒たちが、自分たちの将来に対し魅力を感じるかを、明確に各校の特徴と

して出していくことが必要ではないかと言っとるわけでありますが、私もまさしくそのとおりだと

思っておりますが、市長、その考えを反映する方向で、現在動き出しているのかどうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今その方向で、私は動いていると捉えております。やはり少子化の中において、この地域の３つ

の高校というのは、やっぱりしっかり機能していくことが若者定着や、またこの糸魚川市の持続可

能なまちになっていくんだろうということをしっかり捉えていきたいと思っておりまして、まだま

だスタートしたばかりであるわけでございますが、早目にスピード感を持ってやらなくてはいけな

いと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

それから、私期待をしてるところで、今年度はコンソーシアムの構築による高校を核とした地域

人材育成事業、これに取り組みたいということであったわけで、産学官の協働によるコンソーシア

ムの創造、こちらに関してはどのような形に持っていこうとしてるのか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

本事業のコンソーシアムの構築に関しましては、当初、まず協働体制、いわゆるコンソーシアム

を構築して事業に取り組むというふうな予定にしておりましたが、文部科学省の評価委員も努めら

れた大正大学の浦崎教授からの助言、また、先進地の状況を見る中で、まず学校、地域を初めとし

ました事業にかかわる全ての主体が、方向性をしっかり共有すること、また皆さんが自分事として

この事業を捉えていきたいということが大切であるというふうな考えのもと、あえて今、現段階で

は組織化せずに各学校において企業等と協力を得ながら、各学校それぞれの魅力づくり、人材育成

に取り組んでいるところであります。今後、各学校で積み重ねました協働、実践の成果、あるいは

課題を産学官で深く共有する、見える化する対話と交流の場を設ける予定にしております。その事

業の理解者、実践者をふやしながら、その対話と交流の場が糸魚川版のコンソーシアム、協働体制

となるようにスピード感を持って進めていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

現段階の状況というのは、もう今のお話でわかったんですけども、いわゆる究極、糸魚川市での

コンソーシアムの理想形というのは、いつごろまでに確立させたいというふうに思っておりますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

今現在、学校で徐々にではありますが、魅力化に向けて取り組みを行っております。そういった

取り組みの経過、あるいは成果を早急にまとめまして、産学官が寄っていただいて、その場を設け

るということですので、年内中には設けたいなというふうなことを思っておりますが、その場には、

やはり学校もそれなりの成果を持って出てきていただかなければいけないので、早急に調整をした

いというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

それからもう一つ、学校で学ぶ理論と企業で学ぶ実践を結びつけた、いわゆる糸魚川版のデュア

ルシステム、これも数年前から動いておるんですが、現在どのような形で活用されているのか、ち

ょっと紹介をしていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

ご存じのとおり海洋高校におきましては、課題研究、総合実習の時間等に企業等と連携しまして

生徒の研究活動の場として、産学官の連携事業として機能しておりますし、また、白嶺高校におき

ましては、今現段階では総合的な学習の時間に企業でインターンシップを行っておりますけれども、

今後、企業内の実習をふやすなどデュアルシステム、糸魚川版デュアルシステムの構築に向けて検

討を進めているところであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

コンソーシアムもデュアルシステムも協働としての機能で、手法であるわけですから、その延長

線上に目的があるわけですよね。この効果が、成果として地元就職とか人口対策に結びつけたいと

ころなんですが、この成果指標といったものは立てて臨んでいるのかどうか、伺いたいと思います。 



－ 114 － 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

ご質問のとおり人口減少対策ということで、高校を出て進学をして帰ってきてくださる数がふえ

るということが、究極の目的だというふうに思っていますが、ただ、文部科学省のこの事業という

のは、あくまでも教育改革ということで、高校生が今、社会に出て必要な力を地域と一緒に協働、

地域も本気になって高校生とつき合う中で、高校生の気持ちが変わっていって楽しくなって、それ

で結果的に糸魚川に帰ってきてもらうと。あくまでも教育改革というところが一義的な目的になっ

ておりますが、私ども究極の人口減少対策というものをにらみながら、事業に取り組んでまいりた

いなというふうに思っております。特に指標というものは、今現段階ではこれというものは今持っ

ておりません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

中学３年生のアンケート、これ見ますと糸魚川市が住みよいと言ってる生徒が６４.４％、住み

続けたいかというふうな問いには３９.４％ということですね。いわゆる住みよいけども住めない

という、このギャップを少しでも減らすためにも、この後も学校、地域、産業、連携して協働の取

り組みを強化しなきゃいけないんじゃないかなというふうに私も思っておりますので、引き続き努

力をしていただきたいというふうに思っております。 

次に、３番目の市道の美化に関する協働活動の提案について伺いたいと思うんですけども、この

問題を取り上げたのは、数年前から協働の取り組みで何とかできないものかなというふうに思って

いたからでありますが、この問題を提起しながらも時間がたっておるわけですが、依然として国道、

県道、市道ともに雑草やごみが見受けられるわけですね。これが数日、数カ月、数年といった放置

とも言えるような実態もあります。特に国道なんかは、数年来そのままというようなひどい状況も

見受けられるわけなんですが、これはもう管理者任せでは、もうまずいというふうに感じるわけな

んで、まずは市の道路だけでも何らかの具体的なアクションを起こす必要があるんじゃないかなと

いうふうに思って質問をさせていただきますが。 

総合計画では、市道等の整備と維持管理のところで、協働の取り組みとして地域住民は積極的に

道路の美化活動等に取り組みます。行政は、安全で利用しやすい道路整備を推進するとともに、地

域住民が行う道路の美化活動を支援しますとしておりますけども、実際、どのような取り組み状況

なのか、まずお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 
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お答えいたします。 

現在、自治会ですとか各種団体、企業の皆様からボランティア活動で市道の草刈りですとか、側

溝ですとか道路の清掃等を行っていただいております。糸魚川市では、環境美化パートナー制度と

いうのがございまして、それぞれ美化活動を行っていただく団体等にごみ袋ですとか軍手等を支給

貸与をしているという制度がございまして、今年度の状況ですと１４の団体から、道路だけではな

くて河川ですとか海岸とかそういう美化活動にご協力をいただいておるというような実情でござい

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

少なからず取り組みをされているということなんですが、総合計画では、きちっと市民にお願い

したいというふうにしておるわけですから、市民全体に行き渡るようなアクションを起こすべきじ

ゃないかなというふうに私は思ってるんですけども、一挙にいかなくても方法は幾らでもあると思

うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

総合計画にあるので、それに取り組まなければいけない。そのとおりでございます。 

ただ、なかなか私どもも今、建設課の場合には、道路を管理することが私どもの義務というか仕

事でございまして、その立場のほうから地元のほうになかなか頼みづらいという正直な心苦しさ的

なものはございます。 

ただ、今現在そういうことをやっていただいとる団体・地区というのもございますので、例えば

そういうところの例を取り上げて、周知して広げていくというような、そういう取り組みというの

は糸魚川市としてもできるんじゃないかなというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

予算書を見ますと、道路維持管理費として毎年度１,５００万円ほど使われているわけですけど

も、これは主にどのような使われ方をしてるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 



－ 116 － 

お答えいたします。 

市道の草刈りですとか街路樹の剪定、枝処理、路面ですとか側溝の清掃、あと地下道とかそうい

う施設の管理というものもございますし、あと中にはアンダーパス等で大雨のときの緊急対応とか、

さまざまなものを含めたもので予算が構成されております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

この市道の総延長を考えたときに、かなり満足する道路の維持管理をするとなると、毎年どれぐ

らいの予算措置が必要だというふうに考えられますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

かなり満足する維持管理というご質問で、ちょっと難しいところなんですが、やはり私どもの維

持管理としては、まずは安全面というところが重きを置きます。その上で除草ですとか清掃、道路

美化までも備えた維持管理というふうになりますと、それを行政のほうでやるということになりま

すと、具体的な金額というのは今１,５００万とかそういう数字が出ておりますが、それが幾らで

あれば満足ができるかというところは、なかなか難しいと思います。 

ただ、具体的な金額は今言いませんが、例えば管理しておる延長あたりの管理費の延長あたりの

金額で見ますと、県はかなりの金額を、糸魚川市よりかなり多くの金額というものを道路維持管理

のほうにはかけておるかと思います。単純な比較はできないですが、そういう状況もございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

課長おっしゃるように、まずは美観ばっかりじゃなくて、むしろ道路の安全というふうなことで

すよね。じゃあこちらのほうの土砂やごみなどによって、スリップ事故なり実際に事故に結びつい

た実態というのは、管理上の問題からというようなのもあるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

残念ながら毎年そういう事故というのは発生しておりまして、近い例でございますと、道路の側
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から伸びた枝によって車のボディを傷つけてしまったとか、道路から民地のほうに入る境界の部分

に側溝がありまして、その側溝にグレーチングぶた、目皿のようなふたがかかっておるものが、若

干がたついておって、そこを車が通過したときにはね上がって車を損傷させたとか、そういう事例

というのは、件数は多くないですが、コンスタントにといいますか毎年発生してまいっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

県道、国道も同じくあるわけですけども、先ほどの課長の説明だと、県のほうは予算を市よりも

持っておるというふうなことなんですが、県の状況を見てみますと、うるおいの郷土（ふるさと）

はぐくみ事業ですか、これで県道とか河川の美化に協力していただける団体を登録していると。糸

魚川地域振興局管内をちなみに見ると、８団体登録されてるというんですけども、この辺の情報と

いうのは入っておりますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

事細かな具体的な作業を、実際に見させていただいて確認しとるというところまでは把握をして

おりませんが、能生地域で２団体、糸魚川地域で６団体というものが登録されておりまして、道路

や河川の美化活動、清掃活動等にご協力をいただいておるということは把握をしております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

国道の状況、ここには協働の取り組みというのは何かあるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

国交省のほうでは、同じように地域の皆様ですとか企業の皆様に道路の美化活動に参加していた

だいて、快適な道づくりを進めるといったことを目的にしまして、ボランティアサポートプログラ

ムというものが用意をされておりまして、糸魚川市内で１０の団体が登録されておりまして、道路

の美化活動等を行っていただいておるというような状況でございます。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

私は、平成２２年の９月の議会で、市民と行政が協働で進める新しいまちの美化プログラムとし

てアダプトプログラム、この制度を提案をさせていただいたことがあるんですけども、ことしの春

のデータを見てみますと、実施自治体数が４２３自治体で、プログラム数が約５７０プログラム、

参加団体数は４万５,０００団体で、活動者数が２５０万人と言われてますね。９年前に比べて約

２.５倍となってるわけです。９年前の提案時には、検討を約束していただいておったんですが、

検討内容と合わせて、この制度について若干ご説明をいただければと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

まず、アダプトプログラムということ、これの説明なんですが、このプログラムというのは、も

ともとはアメリカを起源としておりまして、市民ですとか団体の方が行っていただく公共の場の美

化活動というものを行政が支援するような形なんですが、それをちゃんと協定によってお互いが確

認をして、そういう活動について公表・周知を図ると。それぞれ美化だけではなくて、地域の一体

感とかそういう副次的な効果の期待できる活動であるということが定義されております。 

過去にも議員のほうからは、何回かこのご質問をいただいておりまして、その都度、理事者、担

当課長のほうから前向きに取り組むような答弁のほうもしておりまして、現在の、先ほど私申しま

した環境美化パートナー制度ということで、糸魚川市のほうで用意しておるところに、数は１４団

体ですが、活動いただいておるというのも、それらの取り組みの結果ではないかというふうに私は

考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

今、課長おっしゃるように完全なるアダプトプログラムでないかもしれませんが、類似するよう

な制度をつくっていただいてるということであります。今回は、もっと踏み込んで、全市的な取り

組みに、行政と市民の協働による、市民ができる範囲の市道の清掃活動に特化して、全市的な取り

組みとして提案をさせていただきたいというふうに考えておるんですが、その辺を踏み込んだ対応

っていかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 
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○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

市長の答弁にもございましたが、現状ではさまざまな地区、多くの地区の皆様からご要望をいた

だいておりまして、糸魚川市はその要望に応えきれていないというのが現状でございます。それら

のことですとか、また先ほど私、アダプトプログラムの効果・成果みたいな答弁をさせていただい

たんですが、市民の皆様へボランティアでそういうことをお願いするといったなかなか難しさとい

うものも感じておるところでございます。どうやったら市民の皆様にご理解をいただけるか、その

ようなご提言というのがあれば、ぜひありがたく頂戴をしたいと思っておりますので、またご指導

よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

この協働活動にもいろいろあって、条件が整わないとなかなか取り組めないものもあるわけです

が、その点では、市道の清掃・美化、これ非常にわかりやすいと思うんですね。ほぼ誰でも、いつ

でも、どこでもできるというふうなことでありますし、協働活動のモデルにもなると思うんですね。

私はそんなに心配することなく、反対する人はいないと思うんですが、その辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

今、現状におきましても先ほどのパートナー制度に登録されておらんくても、実際、個人単位で

すとか地区単位でとか、お年寄りの集まり単位で道路の清掃・美化、また広場の清掃・美化等にご

協力、ボランティアでやっていただいておるという方は多くいらっしゃると思っております。それ

らを例えば取り組みというのをモデル地区とかモデル路線とかモデル広場みたいな形で取り上げて、

そういうことを周知していくと。協働活動というものを周知して、実際やっていただいとるやつを

多く知っていただくということが、この先広く展開していくためには必要なことなんじゃないかな

というふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

おっしゃるように行政から地区の方々に対してなかなかお願いしづらい地区もあるというふうな

ことも聞いとるわけですが、快くこれを受けとめてくださる地域というのもかなり、逆にそちらの

ほうが多いんじゃないかなと私は受けとめております。 

しからばじゃあどういう方法で進めるかというふうなことなんですが、これだというふうなもの
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も持ち合わせないで一般質問してるわけですけども、先般、私、８月の下旬でしたけども、ある地

区で区長会がありまして、そこで実は今お話しさせていただいてる市道の美化について協力のお願

いをさせていただきました。ここの地区は、先頭を切って地域ぐるみでこの美化活動に対応してい

ただきたいというふうなお話をさせていただきました。そうしたところ、市道に関するいろんなお

話、いわゆる市道にかかってる木とか倒木みたいなものとか、そういうようなことの場合はどうす

ればいいかとか、しばし話題になりました。感触としましては、これはやはりお話しすれば対応し

ていただけるだろうというふうな感触を得ておりますので、ぜひとも課長さんから行って、また道

づけはしたいと思いますけども、行っていろんなお話をする中でモデルになるような地区にしてい

けたらなというふうに思いを持っておりますので、そんなふうに感じてるんですが、そのような流

れになりましたらよろしくお願いしたいと思うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

どうしても私ども、今までは地域からお願いが来るとか、叱られるとか、そういうふうなことが

多かったもんですから、なかなかそういう機会というのが、今までそういう経験がなかったもんで

すから、やっていただいとる前向きな地区の方の声を聞かせていただけます貴重な機会であるとい

うふうに捉えさせていただきまして、当然、関係する課も複数ございますので、そこの課とも連携

を図りながら、ぜひ対応させていただければと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺議員。 

○１７番（渡辺重雄君） 

そこの地区は、既に思い思いに自宅の前とか周辺の清掃をやられておる地域でありまして、地区

みんなで、地区ぐるみで取り組むというふうなことになれば、健康を害してる方とかひとり暮らし

の皆さんのところは、逆にそういう形をつくっていただければ気兼ねなく協力できる形にもなろう

かと思うんですが、そうでないとなかなか健康を害してるお宅とか、おひとり暮らしのところへ行

って、市道とはいえ掃除してると何かやりづらい面もあるわけなんで、その辺やっぱり全市ぐるみ

でできるような形をすれば、協力関係もきちっとできるんじゃないかなというふうに思っておりま

す。 

総合計画にはっきり取り組むというふうにしていることからも、私は進めなけばならないと思っ

ております。地域の皆さんによく説明をするということ、これはやはり市の広報とかおしらせばん

で丁寧に呼びかけていただきたいと思います。 

○議長（中村 実君） 

時間になりましたので。 

○１７番（渡辺重雄君） 
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よろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（中村 実君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

１５時２０分まで、暫時休憩いたします。 

 

〈午後３時０７分 休憩〉 

 

〈午後３時２０分 開議〉 

 

○議長（中村 実君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 〔１０番 保坂 悟君登壇〕 

○１０番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき１回目の質問を行います。 

１、行政改革について。 

(1) ＡＩによる経営分析とその活用について。 

① ＡＩの運用で「見える化」を図り、経営改善をした老舗食堂の報告がある。そこで、権

現荘やスキー場などの収益事業でＡＩを導入し、経営改善を行う考えはあるか。 

② 税収アップの視点から、市内中小企業に対して、ＡＩによる経営分析導入支援や既存の

各種補助制度の周知に取り組む考えはあるか。 

(2) 外部監査の導入について。 

  外部監査の実施を求めて久しく、その間、職員の不手際、怠慢、認識不足による不祥事が

絶えない。内部監査と並行して外部監査を行い、会計と事業内容の透明性を図る考えはある

か。 

(3) 市民の満足度や成果を重視した行政の固定費改革について。 

① 庁舎のエアコンや照明について市民の視点で行っているか。 

② 各施設のエアコンの温度設定と職員の業務の効率化の検証を行う考えはあるか。 

③ 公用車の法定点検率とドライブレコーダーの設置率は、どうなっているか。 

④ 正職員と臨時職員の働き方改革として現在、何を行っているか。 

２、観光誘客の手法改革について。 

(1) アニメ、漫画、ゲームを利活用した取り組みについて。 

① 株式会社ポケモンが行う「ポケふた」、これはマンホールのふたであります。ポケふた

に参加する考えはあるか。 
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② アプリゲーム「ポケモンＧＯ」による世界ジオパーク（ジオサイト）の連携と駅北エリ

アでの復興企画として連携を行う考えはあるか。 

③ 昨年の「宝石の国」フォッサマグナミュージアム特別展の成功を受けて、漫画「宝石の

国」との連携したイベント開催を考えているか。 

④ アプリゲーム「一血卍傑（イッチバンケツ）」に奴奈川姫の息子とされる建御名方（た

けみなかた）の神が登場していることを生かし、コラボ企画を検討する考えはあるか。 

⑤ 市内を走る鉄道車両や路線バスと連携し、キャラクターラッピングや改造車両を展開す

る考えはあるか。 

(2) 糸魚川市全体で行う観光戦略について。 

① 糸魚川のおいしいものの食べさせ方の工夫について、生産者・飲食店・観光業者のプロ

ジェクトとして検討する考えはあるか。 

② 夜間型と早朝型のイベントの開催について、日帰りでは楽しむことができない通年企画

を検討する考えはあるか。 

３、安全対策について。 

(1) 小中学生の登下校における安全性の確保について。 

① イノシシやクマなど危険動物の対策は、どうなっているか。 

② 不審者の声かけや連れ去りの対策は、どうなっているか。 

③ 通学路等の交通事故防止対策は、どうなっているか。 

(2) 防犯カメラの設置について。 

① 自治会等のカメラ設置補助の申請状況は、どうなっているか。 

② 小中学校のカメラ設置の進捗状況は、どうなっているか。 

③ 市内幼稚園・保育園への設置は考えているか。 

(3) 高齢者の自動車運転事故の防止策について。 

① 公共施設に隣接する駐車場において、ローラー付車どめを設置すべきと考えるが、採用

する考えはあるか。 

② あおり運転などの事故抑止や事故の際の証拠画像となることから、ドライブレコーダー

設置推進とその支援を考えているか。 

(4) 動物愛護と避難所の安全対策について。 

① 狂犬病予防注射未実施の方への指導は、どのように行っているか。 

② 市民の安全のため、市内の飼育頭数の把握を行う考えはあるか。これは特に猫と、犬は

管理されてますが、猫等を含めての把握であります。 

③ ペット同行避難の訓練の計画はあるか。 

４、スポーツ振興について。 

(1) 「生き生きスポーツ都市宣言」について。 

① 平成２０年３月１９日に告示されてから１０年が経過している。当初目的の達成度と取

り組みの成果をどのように考えているか。 

② 少子高齢社会の中でスポーツ都市宣言を推進するためには、市や県、学校や企業も含め

た総合的な相談窓口が必要であるが、どのように考えているか。 
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(2) スポーツ施設や公園等の利活用と整備について。 

  少子高齢社会にあって施設の維持管理は大きな課題であります。そのため、目的外使用も

含め、積極的にスポーツ振興を図るべきと考えます。 

① 陸上競技場３種公認の継続と陸上競技以外の使用への工夫はあるか。 

② 美山野球場の両翼の拡大とそれによる大会誘致や合宿誘致の推進は、どのように考えて

いるか。 

③ 廃校になったプールの活用方法は、どうなっているか。 

④ オリンピック種目になった、新しく競技種目となった競技への振興策はあるか。 

⑤ 県内でプロリーグのある競技への振興策はあるか。 

⑥ ２つのスキー場の通年活用に向けて、全国から活用方法のアイデアを募集する考えはあ

るか。 

５、少子高齢社会を乗り切る政策について。 

(1) 今年度の路線バスの運用について。 

① 自動車を運転しない市民からの意見や困り事は、把握しているか。 

② 中学生や高校生の意見や困り事は、把握しているか。 

③ 現時点で乗り継ぎ時間の調整や増便の改善を行うものはあるか。 

④ デマンド方式のタクシーやバスへの転換の考えはあるか。 

⑤ 今後、バス利用者の声を聞き取りする計画はあるか。 

(2) 難病や重度障害を持つ子供世帯への支援について。 

① 市内で前例のない病気等の対応や支援方法は、どうなっているか。 

② 在宅療養のためのリフォームや専用ベッドやバギーカー等の支援は、どうなっているか。 

③ 定住人口策として集中治療室がある医療機関への通院支援などの検討が必要と思うが、

どのように考えているか。 

(3) ストレッチャーのある福祉車両の拡充について。 

  自力で動けない高齢者等のためにストレッチャー付車両が必要である。医療、福祉、介護

などの施設などから急な入退院がある場合に必要となるが、関係機関とタクシー会社への拡

充支援の考えはあるか。 

６、糸魚川市のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みについて。 

糸魚川市はＳＤＧｓと世界ジオパークの共通性を市民に周知してきた。ＳＤＧｓでは、「誰一人

取り残さない」という崇高な理念を掲げ、１６９のターゲットの、実に９０％以上は、人権と労働

基準に関連している。また、ＳＤＧｓの達成に向けては、各分野における現状のやり方の延長線上

ではなく、根本を見直すような「変革」や「イノベーション」が必要となる。 

ＳＤＧｓの目標やターゲットはさまざまあるが、糸魚川市でも既に自然エネルギーの導入、グリ

ーンカーテンの実施、ごみの分別、２０・１０・０運動として食品ロス削減の活動などの形で、Ｓ

ＤＧｓに関連した施策に取り組んでいる。今後は１７の目標ごとに「ＳＤＧｓのわが町ごと化」す

ることが、第一歩となる。地域にふさわしい評価指標を設けることが重要となり、数字としての

「見える化」したローカライズ指標と評価できる仕組みをつくることが必要となる。糸魚川市の目

標設定や具体的な取り組みの考えや方針を伺う。 
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以上で、１回目の質問とさせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、その分析内容や有効性等を研究した上で活用について

検討してまいります。 

２つ目につきましては、商工会議所や商工会などでは、補助制度の周知を含めＩＴ導入の支援を

行っておりますが、ＡＩの活用と普及は、相応の時間が必要であると考えております。 

２点目につきましては、内部監査の充実とともに外部診断の導入の検討を始め、昨年末から情報

セキュリティー監査を外部による監査委員を活用し、一部実施いたしているところであります。内

部監査及び外部診断を活用し、引き続き適正な業務執行に努めてまいります。 

３点目の１つ目と２つ目につきましては、地球温暖化や経費削減の観点から、基準を設けて運用

しているところでありますが、毎年度実施してる来庁者へのアンケート等により、意見をお聞きす

る中で、施設内環境の充実に努めてまいります。 

３つ目の法定点検率につきましては、１００％であります。また、ドライブレコーダーの設置率

につきましては、現在７３％となっておりますが、年度末までには１００％となる見込みでありま

す。 

４つ目につきましては、ノー残業デーのパソコン使用制限や朝礼等での業務スケジュールの共有

化を行っているほか、タイムマネジメントなどの生産性向上研修を行っており、今後も働き方改革

につながる取り組みを行ってまいります。 

２番目の１点目につきましては、アニメや漫画など若い世代や共通の趣味を持ったお客様をター

ゲットとした観光誘客は、効果的であると考えており、２８年にポケモンＧＯと市内ジオサイトを

紹介するホームページを公開し、観光誘客に活用しているところであり、それぞれ費用対効果を踏

まえて検討してまいります。 

２点目の１つ目につきましては、日本版ＤＭＯ登録法人である観光協会で関係者を巻き込み、進

める必要があると考えており、市も一緒になって取り組んでまいります。 

２つ目につきましては、現在実施している伝統芸能や各種イベントを宿泊につなげるよう検討し

てまいります。 

３番目の１点目につきましては、野生動物や不審者の目撃情報等を各学校、保護者、地域と共有

し、集団下校や地域への見守りの要請を行うとともに、各学校において交通安全教室や不審者対応

等の避難訓練を実施しております。 

また、交通安全指導や通学路の安全点検を行い、関係機関と連携して安全確保を努めてまいりま

す。 

２点目の１つ目につきましては、現在、申請件数は２件となっております。 

２つ目と３つ目につきましては、個人情報保護等の課題はありますが、設置に向けて検討いたし

ております。 
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３点目の１つ目につきましては、効果的な研究をしてまいります。 

２つ目につきましては、交通安全及び防犯対策の面においても有効であり、検討を進めておりま

す。 

４点目の１つ目につきましては、接種が確認できない飼い主は、文書で指導をいたしております。 

２つ目につきましては、犬の登録件数は把握しておりますが、猫なども含めたペット全体の飼育

頭数は把握いたしておりません。 

３つ目につきましては、今後、総合防災訓練などに合わせ、実施を点検してまいります。 

４番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

５番目の１点目の１つ目と５つ目につきましては、路線バス再編の計画策定当初より、地域との

意見交換などの機会を通じて把握に努めております。利用者の声を広く聞き、利便性向上につなげ

ていくことが大切であり、今後も継続してまいります。 

２つ目につきましては、中学生保護者への説明会や中学校、高校への訪問により、ご意見を伺っ

ており、特に緊急性を有する問題は生じてないものと捉えております。 

３つ目につきましては、地域や利用者の意見を聞き、運行事業者と改善について検討を進めてお

ります。 

４つ目につきましては、まずは今ある路線バスの利便性向上と効率化を優先していくことが重要

と考えております。 

２点目の１つ目につきましては、難病の場合は県が主体であり、市と連携して対応しております。 

２つ目につきましては、障害の等級などにより、各種助成制度がございます。 

３つ目につきましては、障害者に対する交通費助成を行っておりますが、助成内容の拡充につい

て現在検討いたしております。 

３点目につきましては、関係機関と意見交換した上で必要に応じて支援策を検討してまいります。 

６番目につきましては、市で取り組んでいるもののほとんどがＳＤＧｓの１７のゴールに通じる

取り組みであると考えており、第２次総合計画の中でも目標値を設定し、取り組んでいるところで

あります。ＳＤＧｓの理念や考え方を意識して取り組むことを基本とし、職員や市民に向けての周

知に努め、行動につなげていきたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますのでよろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

井川教育長。 〔教育長 井川賢一君登壇〕 

○教育長（井川賢一君） 

保坂議員の４番目のご質問にお答えいたします。 

１点目の１つ目につきましては、実施計画の施策指標などを見ても、年齢や目的に応じてスポー

ツに親しみ、スポーツが持つ意義が浸透してきていると認識しております。 

２つ目につきましては、総合的相談窓口は、行政が担うものと認識しております。 

２点目の１つ目につきましては、陸上競技場の公認は、次の審査に向けて検討してまいります。
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また、サッカーやゲートボールの試合など管理に支障のない範囲で使用しております。 

２つ目につきましては、美山球場の両翼について、現時点では外野の拡張は考えておりませんが、

今後も引き続き大会、合宿の誘致に取り組んでまいります。 

３つ目につきましては、プールとしての活用は考えておりません。 

４つ目につきましては、特別な策は考えておりませんが、初心者向けの教室開催などを行ってま

いります。 

５つ目は、夢づくりスポーツ教室の開催や試合招致事業などにおいて、支援・協力させていただ

いております。 

６つ目につきましては、現時点では、全国からのアイデア募集は考えておりません。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

まず、ＡＩによる経営分析についてであります。具体的に名前を挙げてもよろしいかと思います

ので、老舗食堂とは、有限会社ゑびやといいます。会社は、２０００年の歴史を持つ伊勢神宮、三

重県伊勢市の鳥居近くでゑびや大食堂とゑびや商店を経営しております。経営改善の結論からいい

ますと、５年ほど前から従業員は変わらないのに売り上げは４倍、利益率は１０倍になっていると

いうことであります。 

糸魚川市では、行政改革というと事業の縮小や統廃合、また事業廃止、人件費の削減、臨時職員

の採用、また外部委託事業の民営化や節電などが中心と思っています。しかし、これからは、単純

なスリム化から本質的な効果を求める行政改革を行うべきと思います。 

そこで、先ほど研究して検討するという回答をいただいたんですが、もう少し具体的なＡＩに対

しての市の取り組み方というものを教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

商工観光課の観点から、スキー場等につきましてのと、あと中小企業ですとか小規模事業者に対

してのご回答を申し上げます。 

ＡＩにつきましては、経営分析のほか経営改善等、さまざまなメニューといいますか内容がある

というふうに理解しておりまして、それを使いこなすためのデータの収集等も必要でございます。

それらを踏まえまして、今後、検討してまいりたいということでございます。 

あと中小企業ですとか、小規模事業者につきましては、まだこのＡＩによる経営分析、改善とい

うところまでには相当の時間がかかるだろうということでございまして、日本商工会議所の中でも

今のところ経営分析にＡＩを取り入れる動きはなく、当面は、安価で便利なＩＴサービスの普及と

活用を推進するということで書かれております。 

いずれにいたしましても、今後有効な手段であることは間違いございませんので、状況を見きわ
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めながら対応しまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ちょっと時間をかけてというような言い方されてるんですけども、なぜ私、ＡＩにこだわるかと

いうのは、今の子供たちが就職していくときにいろんな社会背景が変わっていくと思ってるんです

ね。だから、いち早くこういったものを行政や地元の中小企業が必死になって研究・勉強して、そ

のいいところを生かしていく。それによって、今、人手不足という背景があるわけですよ。それを

いかに効率よくこの事業をしていったり、事業の継続を図れる工夫がないかというところを見つけ

るための導入なんで、余りのんきに考えていると逆に意味がないというか、そういうスタイルなん

ですけども、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

今、議員からお話のありました老舗食堂の例によりますと、ＡＩによる来客の予想をもとに作業

の効率化ですとか食品ロスの削減ですとか、従業員の負担軽減等が解消されたというふうにお聞き

しております。そういう何ていいますか早急にこういうものに取り組むことによって対応できるも

のもありましょうし、また、その内容を見きわめながら行かなければならないものもあるというふ

うに考えておりますので、その辺は少し勉強をさせていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今いろいろ調べると、ほかにもいろんな養蜂ですね、蜂蜜で、ＩｏＴを使ったりＡＩを使ったり

して成功してる例だとか、あと何かＡＩを活用したソリューションの自動化という、何か大学が行

ってるものとか、いろんな今取り組みが出てきていると聞いております。今、全くやらないと言っ

てるわけじゃないので前向きに捉えてますけども、ぜひ何ていうのかな、将来の子供たちがこの地

域で働ける環境を整える意味でも、そういったものをぜひ積極的に取り組んでいただきたいと思い

ます。 

もう一点、さっきの中小企業の補助制度の関係なんですが、昨年、公明党で１００万人アンケー

トというものを全国的に展開しました。そのときに中小企業の皆さんのところへ行くと、やっぱり

制度があっても知らなかったとか、申請手続がやはり面倒ぽく感じたのでやらなかったとか、そう

いう声がありますもんですから、お互いに忙しい中ではありますが、そういういい制度があるとい

うことをぜひ周知を徹底していただきたいんですが、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

ＩＴ関係の補助金につきましては、経産省ですとか、あと新潟県、あと新潟産業創造機構等でい

ろんなメニューがございます。議員おっしゃるように、募集期間が決まっておったりしております

ので、こういうものも積極的に今の時代に合わせて、積極的に周知をしていく必要があるというふ

うに考えておりますし、商工会議所、商工会とも一緒になって取り組んでまいりたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

次に、外部監査の導入のところでありますが、先ほどの答弁でも情報セキュリティーについて外

部監査を導入したとありますが、私からするとイメージ的に会計であるとか、事業内容のことが気

になっております。特に事業内容として、設計費の積み上げですよね。根知の診療所、須沢のごみ

処理場、市民プール、あと駅北広場の設計、事業費のあり方、こういったものがやっぱりいろいろ

行政側の説明を受けていると非常にアバウトに感じてしまうもんですから、こういった積み上げの

仕方だとか、ほかの施設との比較対照の仕方であるとか、そういったものがもう少し議会にも、ま

た市民にもわかりやすい説明ができるために、そういう意味で外部の目で見ていただくという観点

なんですが、その辺の外部監査の考え方いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本総務部長。 〔総務部長 山本将世君登壇〕 

○総務部長（山本将世君） 

お答えいたします。 

外部監査につきましては、基本的には県または政令市が義務づけられておりまして、私ども市の

部分につきましては、努力義務的な部分の扱いになるところでございます。 

自治法が定めております外部監査につきましては、包括的な外部監査と個別の外部監査というよ

うな形がございまして、今、議員がおっしゃった部分については、個別的な外部監査、目的を持っ

たところのポイントでの外部監査ということになろうかと思います。そういった部分につきまして

は、少しやはり専門職が行う部分の中で、今実施しているとこの状況を見ますとやはりお願いする

部分の、経費的に大きな金額がかかってる部分ございまして、その辺をもう少し確認いたしません

と、直ちにということは難しいなというふうには思ってるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

私からしますと、市の職員の不祥事において怠慢と不手際と認識不足の解消に向けて、今まで職

員研修によって改善を行うという回答をいただいてきました。 
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ただ、なかなか改善されない実態もございます。意図的なミスは絶対に許されませんが、多くの

場合は、きょうほかの議員の答弁にありました職員の異動や経験年数、あと繁忙期、あと家庭事情

など、さまざまないろんな要素が結びついて、ミスとか失敗をするものと思っております。 

そこで、定期的に外部によるチェックが入ることによって緊張感を持たせる。そういう意味では、

私は効果があるので、経費がかかるというとなかなかこっちも言いづらいんですが、これまでのい

ろんな経過を見ると、一度、二度ぐらいはやっぱりやるべきではないかなと思うんですが、その辺

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺成剛君登壇〕 

○総務課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

経費のかかる部分というのは別にしても、やはり外の目で私どもの業務を見ていただくというこ

とは非常に大切だと思っております。今、地域の企業に学ぶという取り組みをしておりまして、地

域の企業あるいは金融機関等のお話を聞く中で、あるいは見せていただく中でどうやってやってい

けばいいか、また、それを一歩進めて、来ていただいて私どもの業務を見てもらうと。外から来る

ことによって、また緊張感というものも生まれてこようかと思っておりますので、その中で先ほど

市長が申し上げた外部による診断、外部による見ていただくといった活動を進めてまいりたいとい

うように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ぜひ積極的にお願いいたします。 

次に、固定費改革のところでお願いします。今回、エアコンのことで節電してるのは十分わかっ

ておるんですが、特に夕方以降にエアコンが切れることによって、庁舎を使っての子供たちの研修

会であるとか、各種事業の説明会、また市民を対象とする説明会や会議の開催、夕方５時に切れて、

暑いという経験をされた方もおられますし、私自身も経験しておりますので、こういったところは

会場をかえるなり、またはここでやらなければいけない場合には、その辺のエアコンの設定という

ものも考えなきゃいけないと思うんですよね。それがちょっと誰本位で会議やってるのかなという

のが気になったもんですから、その辺の改善を求めたいと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺成剛君登壇〕 

○総務課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

現在のところ暖・冷房につきましては、８時半から午後５時で切ってるという状態であります。

費用なんですけども、１時間の会議をやりますと電気料が、大体ご家庭の１カ月分ぐらいの電気料
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がかかるといったことでありまして、非常に多額の金額がかかると。これはどういう理由かと申し

ますと、庁舎全体を１台の機械で冷やしております。ですので、１部屋であっても大きな機械を回

さなければならないということであります。これまで個別に、例えば会議室を冷房できないか、暖

房できないかという検討を進めてまいりましたが、室外機の問題や配管等の問題があってなかなか

難しいといった中で、この庁舎、今１台で回してるんですけども、これを分割して、例えば５台と

か６台に分けたユニットで動かすことによって、小さな電気で部分の部屋を暖めたり冷やしたりす

るということが可能だということでありますので、庁舎完成してから四半世紀がたって、そろそろ

設備の改修時期になってこようかと思いますので、その中でそういった分散型の冷暖房機を導入し

たいと考えておりますし、それまでの間につきましては、市民会館もリニューアルしたということ

で、今、職員のほうには、できたら市民会館があいてれば、それを使ってくださいといったような

案内をさせていただいておりますので、いろんな知恵を出しながら、議員の言われることは、まこ

とにもっともだと思っておりますので、対応してまいりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ぜひ善処していただきたいと思います。 

次に、温度設定ですね、庁内とか公共施設の酷暑における庁舎、事務所、図書館、学校等の公共

施設のエアコンの設定温度についてであります。今現在２８度設定であるかと思います。国全体が

多分そうなんだと思いますが。 

本年度、皆さんもご存じかと思いますが、兵庫県の姫路市において、医師である市長のトップダ

ウン方式では２５度設定による実証実験が行われております。その理由は、職員の仕事の効率が

６％アップできる計算があるそうであります。現行の２８度設定よりも２５度のほうが作業効率が

上がるため、結果的に残業が減るという理屈であります。世界の基準的設定温度は、おおよそ

２３度から２４度だそうであります。 

こういったことから、この温度自体で即その仕事の効率が変わるかどうかというのは微妙なんで

すが、ただやってみる価値はあるのかなというふうに思いましたので、今回提案しているんですが、

その辺のご検討いただけますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺成剛君登壇〕 

○総務課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

今、保坂議員がご指摘の市につきまして、マスコミ等の報道はちょっと確認とれなかったんで、

直接電話でお話を聞く機会を得ました。それ見ますと、疲労感、快適性、業務効率などの項目につ

いて現在、職員向けにアンケートを実施していると。結果集計中であるが、８割程度は好意的な意

見であると。市民のほうなんですが、中には民間は２８度でやってるのに何でその温度にするんだ

という批判的な意見もあるけども、おおむね好意的だということで、現在集計中だそうであります。 
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こうしたほかの市の実例等を検証する中で、糸魚川市にとってそれが有効かどうか、費用対効果

を含めながら考えていきたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

それから法定点検は１００％、もう一つドライブレコーダーも１００％に向けて動いてくださる

ということで、非常に感謝いたします。これがまた職員の身を守ることにもなるかと思いますので、

本当にいい取り組みかと思います。 

続きまして、２番のアニメ、漫画、ゲームの利活用であります。 

ポケモンのマンホールぶたの設置でありますが、これはことしの７月３１日に株式会社ポケモン

では、ポケモンがデザインされたマンホールぶたを設置し、各地域の来訪客をふやす取り組みで進

められております。このポケふたは、今、鹿児島県の指宿市を初め、岩手県内では１３市町村の設

置を公表しています。これを全国展開するというものであります。 

ぜひ次の世界のジオパーク、ジオサイトのポケモンＧＯとも連動するんですが、こういったアニ

メのキャラクターを生かしてジオパークであるとか糸魚川であるとかを、逆に売り込んでもらいた

い、そういう誘発する使い方をしていただきたいということで今回提案したんですが、ポケモンの

マンホールぶた、たかがと思いますけども、逆に糸魚川のオリジナルのポケモンのふたがつくわけ

ですから、そういったものをぜひ検討していただきたいんですが、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

ご提案のポケふたにつきましては、確かにここにしかないポケモンのマンホールぶたがつくもん

ですから、まち歩きですとかそういうものについても大変有効であると思いますし、ポケモンＧＯ

につきましても、今ホームページ上でいろいろ、ここに行けばこのポケモンがということで公開を

しておりますけども、引き続き、まち歩きですとか市内を回遊していただける仕組みとして検討し

てまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ぜひポケモンぶたもそうですし、ポケモンＧＯについても比較的自治体が取り組んでいるものが

ありますので、そういったものをぜひ参考にしていただいて、子供から、お年寄りにも何か人気が

あるそうなので、ぜひお孫さんと一緒に回るようなプランとかもつくって、目的は世界ジオパーク

糸魚川、あと糸魚川の石のまちというのと結びつけて、ぜひ展開していただきたいと思います。 

次に、昨年、本当に評判がよかった宝石の国でありますが、ぜひぜひこの機会に糸魚川と宝石の

国の何ていうのかな連携というのを定着化していただきたいんですが、その辺の検討というのはで
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きますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

シティプロモーションで石のまちを標榜するとともに、昨年行いました宝石の国のイベントにつ

きましても大変好評であったということから、また来年度に向けていろんな方のお知恵をいただく

中で、新たな取り組みについてできないかということで考えてまいりたいというふうに思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ぜひよろしくお願いいたします。 

次に、一血卍傑（イッチバンケツ）というアプリゲームでありますが、これは本当受け売りで

８月２７日の奴奈川経済懇話会の折に中田土木部長さんよりご紹介いただいたゲームであります。

調べるとやはり奴奈川姫の息子である建御名方（たけみなかた）の神というのがキャラクターとし

て登場してくると。要は、いろんな角度から糸魚川を知ってもらうという部分でぜひこれも活用し

ていただきたいんですが、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

このアプリゲームに建御名方が登場するということで、私も少し調べてみましたら、オオクニヌ

シというキャラクターもあるようでございます。いずれもほかの神様なもんですから、その辺の、

何といいますかうちで使うことの関連性も含めてどうなのかなというふうにも思いますけども、こ

ういうゲームがあるということで、また何か機会があればこういうものにもチャレンジしてみると

いうふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

緩やかな取り組みになるかと思いますが、ぜひよろしくお願いいたします。 

次に、５番の市内を走る鉄道車両のところであります。今回、非常に行政に感謝申し上げたいの

は、６月議会で大糸線を生かすまちづくりのところで、子供向けの企画列車を検討するという回答

をいただいて、きのう、おとついですかね、子供の車掌でちゃんと制服も用意して取り組むと。し

かも本当に走っている列車を使ってやると。これは多分すごく画期的なイベントになるかなと私本

当に期待しております。 
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将来的には、本当こういう車両の中で、私の中では将来的には運転するシミュレーターみたいな

ものを、それも子供用のものですが運転してみるというそういうものもつけられたりしたら、普通

の通勤とか通学ということよりもイベント列車化をぜひ進めていただきたいので、今回のまたいろ

んなデータをとりながら、また新たなチャレンジもしていただきたいんですが、そういう方向性で

大糸線、えちごトキめき鉄道もそうですが、ぜひ考えていただきたいんですが、その辺いかがなも

んでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

車掌体験の列車も先ほどの質問にも答弁をいたしましたが、大糸線活性化協議会の中で意見とし

て出てきまして、今回初めて取り組むものでございます。今回、大糸線ですが、当然、田原議員の

質問にもございましたけど、もう少し広い視野を持った取り組みも必要ですし、今回の場合には、

大糸線に関心を持っていただく、かかわっていただくということで、子供のところにターゲットを

絞って企画をしたものでございます。これからもさまざまなそういう取り組みによって観光利用と

か生活利用、あと鉄道そのものに興味を持ってもらうとか、そういう活動のほうを続けていきたい

というふうに考えておりますので、またいろいろご提言をお願いしたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

すみません、ちょっと質問が飛びますけども、３番の動物愛護と避難所の安全対策をちょっと聞

かせてください。 

狂犬病の予防注射を行わない方への指導について文書でというふうにあるんですが、県が主導で

やるのか、糸魚川市が主導でやるのか、現在１人も漏れなく予防接種されてるかと思うんですが、

されない方がいたときの具体的な対応というのをぜひ教えていただきたいんですけども、いかがで

すか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

犬の登録件数は、昨年度末で１,５２０頭となっています。そのうち狂犬病の予防注射を接種さ

れているのが１,３７６頭、約９１％となります。それ以外の方につきましては、先ほどの答弁の

とおり文書にて注射がなぜ打てていないのかという確認をさせていただいております。 

ただ、これにつきましては、例えば高齢であったり病気であったりして、注射をできない犬とい
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うのもいますので、そういったものにつきましては、動物医の猶予証明などをもらっていただいて

確認をとらせていただいてるということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

何でここにこだわるかというのは、やっぱり同行避難のときのことを考えているんですけども、

ただ９１％で、今災害に遭ったときに狂犬病の予防注射をしてない方が同行避難で来たときの対応

というのは、どういう形になるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

避難所のペット対応につきましては、避難所に動物が来た際には、ペットの登録カードというも

のにわんちゃんとか猫の状況ですとか接種している状況ですとか、そういったものを書いていただ

くものを提出していただいております。そういったものによりまして、接種していない、いるなど

がおられる場合については、例えば分けておくとかそういったような対応になるかと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

分けておく、接種されてない犬とかその持ち主はどうなるんですか。接種されてないことが判明

した場合はどういう対応になるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

避難所では、小規模な避難の場合については、一緒にいていただくことも可能なんですが、大き

な避難になりますと、動物等はそちらの指定の場所等に一旦移動していただくことになりますので、

そういったところでエリアを分けて保護するというような感じでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

私が聞きたいのは、ちゃんとゲージに入れて人に触れないようにするとか、そういう何ていうか

ルールがきちっとできてるかということを聞きたかったんですけども、あとそういう接種してない

ということがちゃんとわかるようなところで管理するとか、何かそういう手だてというのを、要は

具体的に知らされてないと思うんですよね。そのためにやっぱりペットの同行避難の訓練だとかそ
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ういうものを周知していただきたいと思うんですが、今後、具体的に今その計画というのは、どの

ような、ペットの同行避難については。計画の今、進捗状況とかどうなっていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

ペットの避難の際に対しましては、今おっしゃいますようにゲージで移動されてくる動物もいま

すし、直接避難してくる動物もいるかと思います。そういったものも含めて避難するエリアという

のを区別したいというふうに思っておりますし、現在、避難所の設営の中で、この避難所ではこう

いった場所に動物を配置するというような計画もつくっておりますので、そういったものの中で対

応したいというふうに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ペットの同行避難の訓練については、今ゼロベースという感じなんですか。それとも何かある程

度、計画が進んでいる状態でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

高野環境生活課長。 〔環境生活課長 高野一夫君登壇〕 

○環境生活課長（高野一夫君） 

現在のところ避難訓練等の中に入っておりませんけども、今後の防災訓練等の中で組み込みなが

ら実施をしたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

明確な日時がいただけないので、まだちょっと曖昧なのかなというふうに思います。 

次に、ちょっと番号４番、スポーツ振興についてであります。 

この生き生きスポーツ都市宣言のところの２番のところでちょっと具体的な事例を挙げて紹介し

たいと思います。 

６月定例会の質問で、子供のやる気を削がないための支援や施設整備をお願いいたしました。そ

のとき小島課長より、学校体育と社会体育のこととなるので検討する旨の答弁をいただいておりま

す。学校体育、社会体育、また市と県など所管がはっきりしないものについての対応は、スポーツ

都市宣言のまちとして取り組むべきだと。先ほど答弁でも行政が行うものというふうにいただきま

した。 

そこで、１つの例なんですが、市内にある県立高校の野球部のグラウンドのナイター照明や悪天

候時の屋根つきのブルペンは、過去に野球部のＯＢ会や講演会、部活の保護者会などが呼びかけて、
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高校に寄贈をしております。現在、その照明が１０灯あるうち、５灯が球切れで、安定器も故障し

ている状態であります。部員の数や欲しい施設が、高価なため我慢をしているというのが現状であ

ります。 

つまり、課外活動、部活ですね、課外活動である部活の照明機器となると、県や市の備品として

扱いが難しいという背景がございます。ただ、いざというときに学校ですから避難所として重宝さ

れる機器でもありますので、糸魚川市の市民や糸魚川市にある高校に通ってる生徒のことを考える

と、スポーツ都市宣言しているまちとしての部分と、あと災害時の避難所機能という部分で、こう

したものについて相談できるような体制をぜひつくってもらいたいなということで、今回提案した

んですが、その辺、先ほど行政で行うと言われましたけども、どの程度対応できるものか、ぜひ教

えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に高等学校の施設というのは、非常に難しいところございまして、以前もそういうのが例に

ありました。市が、じゃあ新潟県がやらないから、じゃあ市がやるということで進めたんですが、

直前でそれはだめという形もありました。また、逆に違った形で積極的にぜひお願いしますという

ようなこともございまして、ケース・バイ・ケースで一概にはなかなか判断できないかな、我々今

までの流れを見ておりまして、最近がうまくいったから、ずっとうまくいくのかなということにな

ってくると、全てじゃないような気もしますので、具体的なものについてやはりどうあるべきかと

いう形になっていくんだろうと思っておりまして、個々によって違う部分があろうかと思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

まさにケース・バイ・ケースなんですが、その窓口を糸魚川市としてやっていただけるのかとい

うところを確認させていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

井川教育長。 〔教育長 井川賢一君登壇〕 

○教育長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

糸魚川市のほうで当然仲立ちをして、県のほうに働きかけるという、そういった対応はさせてい

ただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

次に、スポーツ振興のところの陸上競技場ですね、今、３種の公認をとっていただいてるんです

が、投てき用の防御ネットがすごく高額なため、その取りつけが何か危ぶまれているというような

話を聞きました。もしそれがなくなると、４種というふうに降格されてしまって、そこでできる競

技体がまた変わってくるんですけども、非常に高価なため、その辺が難しいんでしょうが。要は、

ネットがある場合、ネットがない場合の糸魚川市として陸上競技場をどう活用していくのかとか、

どの程度の大会を誘致していくのかとか、そういうプランニングというのは非常に大事かと思うん

ですね。場合によっては、高価なネットであってもいろんなイベントであるスポーツ大会であれ誘

致するんであれば、長い目で見ればやったほうがいいということにもなりかねないので、その辺の

検討の内容というのをどういう形でやられているのか、ぜひ教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

小島生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 小島治夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（小島治夫君） 

お答えさせていただきます。 

３０年度の３種の公認の際に、検定員から投てきサークルについては検討課題ということで、意

見つきで承認をいただいたところでございます。 

投てきサークルにつきましては、やはり競技人口が少ないといったこともあって、なかなか高額

でもありますので、対応については苦慮しているところでありますが、現在、次回の公認の際まで

に、現在も協議させてもらっとるんですが、陸上競技協会とその辺の競技の内容だとか活用につい

て、若干意見交換をさせていただいたところでございますので、陸上競技以外の競技の活用も含め

て、そういった関係者と今後意見交換をする中で検討してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

私としては、ぜひ３種を何とか守っていただきたいなというふうに思うんですが、使い方によっ

ては４種になってももっと効果的な使い方があるんだということであれば、また紹介していただき

たいと思います。 

次に、美山球場の両翼についてであります。この野球場にこだわってるのは、ＡＥＤの関係でＢ

ＣリーグさんがＭＩＫＩＴＯ ＡＥＤプロジェクトをやっていただいたりとか、あと今回、北陸新

幹線の開通に伴って、いわゆる北信越エリアで見たときに、やっぱり糸魚川というのは１つの結節

点というか、富山、石川、福井、長野、新潟という部分で考えたら、本当、中心地点になるので、

ここでやっぱり野球というものを交流試合だとか交流合宿とかというのをぜひ積極的にやってほし

いんですね。そのために両翼を拡幅したほうがいいのかなという観点で思ってるんですけど、そう

いう積極的な取り組みというのは、今現在考えておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村 実君） 

小島生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 小島治夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（小島治夫君） 

お答えさせていただきます。 

教育長の答弁にもございましたとおり、今のところは拡張よりも施設の環境等に重点を置く格好

で進めてまいりたいというふうに考えておるところです。 

ＢＣリーグにつきましては、ＭＩＫＩＴＯ ＡＥＤプロジェクトということで毎年開催をさせて

いただいておるところでありますが、昨年度の管理棟内の施設整備について、ことしの開催につい

ては大変喜んでいただきましたし、９５メートルについてもお話しさせていただいたところであり

ますが、特段、ＢＣリーグさんにつきましては、こだわらないという回答もいただいております。

合宿等におかれましても芝生、水はけがいいという環境も含めて大学等の誘致にＰＲし、努めてま

いりたいというふうに、現状では考えておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ぜひ、要は糸魚川を利用していただくという観点でぜひ検討していただきたいと思います。 

次に、オリンピック種目になった、要はバスケットボール、いわゆる昔はスリー・オン・スリー

と言ってたんですが、今はスリー・バイ・スリーというんですかね。ぜひ以前も屋外のバスケット

ボールのゴールの設置をお願いしているんですが、その後、何か進捗はありましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

小島生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 小島治夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（小島治夫君） 

お答えいたします。 

小学校のときに行っていた生徒が中学校に進学をし、今現在、大人の一般の方と合同の練習をし

ておるところでございます。４月に入りまして、練習等を見学させていただいて、その後、意見交

換を、若干の雑談でございますが、意見交換をさせていただいたところでございまして、競技人口

については、能生地域でありますが、なかなかふえていないのが実情でありますが、名立からの生

徒も含めて練習をしておるところでございます。 

ジュニアのミニバスケットの保護者等については、まだ協議する場を設けてはおりませんが、近

いうちに設けたいという話はさせていただいてるところでございますが、なかなか以前にもお話し

したとおり、設置する場所等、安全確保を考えるとなかなかないのが実態であります。現在のとこ

ろはそんなような状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 



－ 139 － 

ことし、お隣の富山県からの身長２０３センチの八村 塁さんがワシントン・ウィザースという

アメリカのバスケットボールチームに入ったと。要は、子供たちの夢をかなえる。またやりたいス

ポーツができる。そういう環境整備という観点で、要は競技人口が少ないからというのは逆説的に

とると、やっぱりそういう場所がなかったり指導者がいなかったりという理由にもなるんですよ。

そういう観点で、もう少し突っ込んだ検討をぜひお願いします。いつか前向きな回答がいただける

のを期待して待っております。 

続きまして、５番目の少子高齢社会を乗り切る政策についてであります。 

バス路線につきましては、いろいろご意見いただいておりまして、９月５日の日ですか、大和川

地区の方１０名ぐらいの方と意見交換をする機会がありました。いろいろお話を聞いていると、や

はり前のルートのほうがいいという声が大半でありました。現在の路線バスも本当に行政もバス会

社も苦労してつくられたルート帯でありまして、そのことも私のほうからも訴えさせていただきま

した。 

ただ、一度、バスの、例えば竹ヶ花地区がエアポケット状態になっているとか、あと早川の奥の

バスの停留所の位置がまずいということが意見としてあったりとか、やはりもう一度この機会に意

見徴集をして、できる、できないは別にして、何かまた工夫ができることを検討する意味で聞き取

り調査というものを早急にやっていただきたいなと思うんですが、その辺の考えいかがなもんでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

過去に交通網の形成計画、基本計画をつくってまいりまして、その後、再編実施計画、昨年度は、

その再編実施計画に基づきます路線バスの実際のダイヤ設定というものをいたしまして、昨年の秋

に一部、ことしの４月から本格的に再編実施計画に基づく新しい再編ダイヤを運行させていただき

ました。 

これまでに春の再編以降、非常に多くの声、あと便り等をいただいておりまして、やはりその中

では、乗り継ぎ、糸魚川病院で日中のダイヤは乗り継ぎというものを求めております。乗り継ぎ方

がよくわからないですとか、乗り継ぎというのが負担になるとかという声が多くいただいてます。

それ以外は、再編後のダイヤでちょっと時間帯が不便になったというのも多くいただいております。

その辺のデータ分析みたいなのを私どもは進めておりまして、本来の予定ですと、ことしは今まで

再編実施計画でなかなかちょっと地域に入っていけなかった青海地域ですとか、コミュニティバス

等で運行しとる中山間地のほうに入っていく予定にしとったんですが、それと並行しまして、特に

糸魚川病院で乗りかえを、結果的に日中ダイヤで強いることになってしまった東側の西海のほうで

すとか早川の方面の方に当然、大和川もその路線に入ってくるんですが、その方とも今後、出向き

まして、意見交換というものを始めているところでございます。それとあわせまして、現在バスの

中で実際にバスに乗っていただいとるというお客様からも、今アンケートによって意見等を収集し

まして、できる改正、できる調整というもののあり方というのを今考え始めてるという現状でござ
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います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

課長のほうでも大分把握されているようです。皆さんも手づくりの時刻表を持っていて、工夫さ

れてたりとか、あとこのバスがどこへ行くのかわからないという不安にさいなまれながら利用して

いるとか、あと駅の南口と北口、要はアルプス口と日本海口での利用の仕方がよくわからないとか、

いろんな声を伺っております。そういった点をまたぜひ確認していただいて、善処できるところは

善処していただきたいと思います。 

次に、今回お話を聞いててつくづく思ったのは、買い物、病院もあるんですけども、いわゆる温

泉を利用したいという声が非常にありました。それで、そうであるならば、温泉の施設とも連携を

とって、温泉目的の、このバスの運行とか、要はお互いにウイン・ウインになるようなちょっと形

態にしなきゃいけないんですが、検討してみる価値はあるのかな。 

なぜそう思ったのかは、今月９月１０日に糸魚川市民会館で行われた施設研究大会の講演の中で、

社会福祉法人佛子園さんの取り組みを拝見させていただきました。地域住民に施設の交流を深める

手法として、温泉の無料化という大胆な取り組みで成果を上げておりました。高齢者の生きがいづ

くりや外出支援として、体を動かす目的として市が行っている老人いこいの家の活用方法など、そ

ういったものを路線バスとかとリンクさせながら、何か高齢者にとってもバス会社にとっても利益

のあるような方法が何かできないかなと思ったんですが、そういった検討をぜひしていただきたい

んですが、いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

五十嵐建設課長。 〔建設課長 五十嵐博文君登壇〕 

○建設課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

ご提言大変ありがとうございます。糸魚川の場合、笹倉温泉ですとか権現荘とか、割かし目的地

となるところが路線バスでいう一番端部といいますか、そういうところにある程度の固まったお客

さんを運ぶということがございます。端部ということは、走行区間というのがかなりいろんな地域

を回って入ってくるという、そういう実情がございますので、たまにというかイベント的に今ワン

コインバスとかそういうことをやっておりますけど、温泉バスとかそういう企画的なことはできる

かと思うんですけど、温泉をメーンにというふうになかなか考えますと、中間的にいろんな地域で

いろんなニーズを拾いながらの端っこにある温泉ということもあるもんですから、そういうところ

も合わせて考えていく必要があるかと思いますので、今回のそういう温泉をターゲットにしたとい

うところは、ご意見としていただきたいと思います。ありがとうございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

高齢者の交通の助成につきましては、お出かけパス半年あるいは１カ月のフリーパス券ございま

すので、そういったものを活用していただいて、いこいの家へ行く交通手段としていただいておる

状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

ぜひ検討をお願いします。 

最後に、難病、重度障害を持つ子供の世帯の支援であります。 

市内で、いわゆる前例がない病気等の対応となるとなかなか担当職員の方も大変かとは思うんで

すが、そういった対応マニュアルとかそういうものというのはあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

マニュアルは存在するかというご質問ですが、マニュアルは今、現段階では持っておりません。

そういった特異な病気にかかられて、ご出産になられたという場合には、医療機関と連携をとりま

して、そういった養育支援会議というものを県、市、医療機関等と関係機関が連携して、会議を行

っておりまして、うちの保健師がご自宅であればご自宅に訪問させていただく中で支援方策を関係

機関と共有して、必要な支援をさせていただいてるというような現状でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

私が相談を受けた方は、支援が受けられなくていろんな家の中の少しリフォームをしたというお

話を聞いておりまして、それは情報が足りなくてそうだったのか、制度がなくてそうだったのかと

いうのは、ちょっと詳しく聞けなかったんですけども、逆に言うとやはりそういうのがあからさま

にわかるようにさえしてといていただければ、何か不測の事態にも市民も迷わずに対応できるかと

思うので、その窓口であったり、ホームページのつくり方であったり、そういったところにぜひ工

夫をしていただきたいなと思うんですが、その辺の対応いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

障害者に対する各種補助事業、リフォームも含めてございますが、福祉事務所でいろんな制度が
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ございます。冊子にして、しおりでお配りしておりますが、非常に制度が複雑・多岐でございます。

また、ホームページでも公開しておりますが、不明な点があれば市役所のほうで、またご相談させ

ていただきたいと思いますので、ぜひ必要な方はご活用いただきたいと思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

今回、相談を受けた方、特に本当に赤ちゃんというか小さなお子様で、バギーカーにいろんなま

た装置とかつけたりという特殊なバギーカーらしいんですね。そういった支援をぜひお願いしたい

んですが、その辺大丈夫でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

お答えいたします。 

生まれたばかりの障害をお持ちのお子さんにつきましては、やはりまだ障害が固定してないとい

うことで、障害者手帳が取得できない状況であります。そういった方につきましても、やはり県の

ほうで認定があれば、小児慢性特定児童ということで、そういったバギーカーの給付も行っており

ますし、手帳が取得できれば補装具ということで一定の基準額ございますが、その範囲の中で、基

本的には所得によって補助が異なる部分があるんですが、個人負担１割でご購入いただいておりま

すので、そういった制度もご活用いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

保坂議員。 

○１０番（保坂 悟君） 

すみません、私の勉強不足なところありました。でもぜひ市民にわかりやすいサービスをお願い

いたします。 

終わります。 

○議長（中村 実君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

次に、山本 剛議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 〔３番 山本 剛君登壇〕 

○３番（山本 剛君） 

清政クラブの山本です。 

今回、平成３１年度全国学力・学習状況調査の結果についてをお伺いいたします。 



－ 143 － 

平成３１年度全国学力・学習状況調査の結果が、この８月の教育委員会定例会で報告されました。 

その結果と今後の課題についてお伺いいたします。 

(1) 今年度に行われた調査は、前年度の調査方法から一部変更されていると思います。その違

いは何でしょうか。 

(2) 調査方法に変更があったものの、前年度等の比較で全国平均に比べて上回る結果となった

項目、逆に下回った項目は何でしょうか。 

(3) 上回る結果となった要因は何と考えているでしょうか。また下回った要因を何と考えてい

るでしょうか。 

(4) 学力向上及び学習習慣の定着などに向けて、教育委員会として今後の取り組むべき施策を

どう考えているのでしょうか。 

２番、６月に行われた防災避難訓練の課題について。 

今年も６月２３日に地区ごとに防災避難訓練が実施されております。現在の地球温暖化で、全国

どこででも激しい降雨が起こってもおかしくない状況と考えられます。そこで特に水害に関する今

後の防災及び避難訓練について伺います。 

(1) 過去、市内で発生した水害の中で最も大きいと思われる平成７年７月１１日の水害で、平

岩地区では１時間雨量が５０ミリ、降り始めから４８５ミリと記録されています。どの程度

の降雨量が危険と考えているのでしょうか。 

(2) 「糸魚川市地域防災計画資料編」に「土石流危険渓流」２２０カ所、「地すべり危険箇

所」２０８カ所、「急傾斜地崩壊危険箇所」１３５カ所、「山地に起因する災害危険箇所」

などが記載されております。そこには人家戸数も記載されています。その戸数は地域の戸数

よりも多いような地域の戸数のように思われますが、「土砂災害ハザードマップ」などに記

載された崖崩れ・地すべりの区域内の戸数と一致するのでしょうか。 

(3) 現在の避難訓練は、多くの人たちの参加を大きな目標として実施しているものと思われま

す。しかし、避難訓練は、本当に危険な箇所にある家屋の方がどれほど参加しているのでし

ょうか。 

  ことしの鹿児島での避難勧告でも、０.６％の人しか避難が行われなかったことがあった。

この点をどのように考えているのでしょうか。 

  多くの市民は、避難とは避難所に行くことだと勘違いをしているように思われます。昨年、

九州で妊婦の人が避難所に行ったところ、満員で別の避難所へと言われ、行き場所がなかっ

たとの報道もあり、避難所の問題点も指摘されております。 

  降雨による水害は時間とともにあらわれてくる。現在の気象予報ではかなりの確率で当た

っております。そこで雨が降りだす前の避難、いわゆる事前避難といいます。それも公が設

置する避難所ではなく、家族や知り合いなどに避難する（身内避難）として取り入れてはど

うでしょうか。 

  避難訓練も今までどおりのほかに、危険な家屋に重点を置いた方法で行うことも必要と考

えるがどうでしょうか。 

１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

山本議員のご質問にお答えいたします。 

１番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願い申し

上げます。 

２番目の１点目につきましては、市内の雨量観測所において時間雨量４０ミリ、累計雨量

１４０ミリを超えた値が警戒値となっておりますが、土砂災害については、雨が降り続く時間や地

形の形状等で危険度が違うため、一概に何ミリの降雨量で危険という判断はできないと考えており

ます。 

２点目につきましては、土石流危険渓流等の土砂災害危険箇所は、土砂災害への備えや警戒避難

に役立てていただきたいことを目的に調査いたしたものでありまして、土砂災害ハザードマップの

区域は、土砂災害による生命、または身体に危害が生じるおそれがあると認められる区域を示した

ものであるため、一致いたしておりません。 

３点目につきましては、避難勧告が出ても人は自分に不都合な情報は無視し、自分は大丈夫だ。

まだ安全だと思い込む心理状態が大きく働いたものと認識いたしております。 

身内避難につきましては、有効な避難方法の一つと考え、出前講座等で周知いたしております。 

避難訓練につきましては、ハザードマップを活用した訓練を総合防災訓練等に取り入れていきた

いと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長から答弁

いたしますのでよろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

井川教育長。 〔教育長 井川賢一君登壇〕 

○教育長（井川賢一君） 

山本議員の１番目のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、知識と活用を一体的に問う調査問題への変更や中学校での英語調査の導

入等の変更がありました。 

２点目と３点目につきましては、小中学校とも、国語が全国平均を上回り、算数・数学及び英語

は全国平均を下回りました。 

上回った要因として、小学校では２８年度から取り組んでいる陰山メソッド、中学校では２９、

３０年度に受けた県指定の国語の学力向上専門監による授業改善が挙げられ、下回った要因として

は、算数・数学では設問を理解する力、英語では文法を理解しての記述に課題があると捉えており

ます。 

４点目につきましては、基礎的な内容の徹底反復や一層の授業改善に取り組むとともに家庭での

学習時間の確保に努めてまいります。 

また、英語では、今年度より県指定を受けた学力向上専門監による授業改善について、市内の

４中学校で研究し、小中学校の教職員にその成果を広めてまいります。 
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以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

ありがとうございます。１番の、いわゆる前年度調査方法から一部変更と言いますけど、もっと

詳しく教えていただけないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

お答えいたします。 

前年度までは、Ａ問題とＢ問題、知識問題と、それから活用問題というふうに用意されておりま

したけれども、今回はＡ、Ｂというものがなくなりました。どの問題も活用というふうに考えてい

るかということでございます。 

また、中学校では英語が入りましたということで、それはそのとおりでございますし、設問のほ

うについては、とれた問題と、それから新たに加わった問題があります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

まず、小学校の学力のほうでお伺いしたいと思います。 

昨年度と比べて、国語、算数の数値的にどんな状況でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

今ほどお話しさせていただきましたように、昨年度は、Ａ、Ｂございましたけれども、今年度は

活用になりましたので、Ｂ問題との比較、昨年度のＢ問題と今年度の問題との比較としますと、昨

年度は、Ｂ問題で全国比でプラス２.３でございましたが、今年度は、国語はプラス５.２となって

おります。 

算数のＢについては、マイナス０.５でございましたが、このたびはマイナス１.６となっており

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 



－ 146 － 

○３番（山本 剛君） 

私、自分でＡとＢを平均して、それと比較してみたんですけど、Ａのほうは昨年で６２.７、Ａ

じゃなくて３０年度ですね。それに対して、国語のほうで今年度は６４というふうに１.３ほど上

がってるというふうに思います。勘違いいたしました、申しわけありません、訂正させてください。

国語が６２.７、ちょっとわからんなった、ごめんさない。昨年度よりかなりよくなっているとい

うふうに思うんですけど、先ほど陰山メソッドとかいろんなことありましたけど、もう一度その点、

よくなった要因として何が考えられると思いますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

国語についてよくなった点、まず１点目、毎年、ＮＲＴの標準学力テストと陰山メソッドと比較

してる数値がございまして、２８年度以降、わずかではありますが上向きになっております。した

がいまして、その点について評価できるかと考えております。 

それから、市のほうでも出しております授業改善のシートがございますけれども、その点につい

ても広めておりますので、各校で確実に取り組んでいただいているというふうに思っております。

その他学習支援員等の配置等の策もございますけれども、大きくさきに述べました２点があるかと

考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

中学校のほうについてお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

中学校の国語Ｂの比較になります。国語Ｂと本年度の国語の数値の比較をいたします。 

国語Ｂにつきましては、昨年度マイナス２程度でした。今年度プラス２となっておりまして、そ

の差はかなり上がってるかなというふうに考えております。 

また、数学についての比較ですが、本年度もマイナス値だったわけですけれども、昨年度おおよ

そ６ポイント程度あったわけですが、今年度３.８となっておりまして、その点は評価できるかと

考えております。 

以上です。 

失礼しました。英語については、昨年度、実施されておりません。本年度マイナス２程度になっ

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 
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山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

陰山メソッドが、もう始めて４年目ですかね、やはりこれも中学校のほうの上昇に影響あるとい

うふうに考えておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

先ほどお答えしましたようにＮＲＴ等の比較から、効果についてはあるものと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

学力のほうは、確実に上がってきとるというふうに考えられると思います。いろんな面でかなり

上昇きてるんで、いい方向に向かってるかなというふうに理解しております。 

次に、生活習慣や学習環境などに関する質問紙調査がありますけど、これの中で、特に全国平均

より大きいものについてお伺いしたいと思います。幾つかご紹介いただければと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

お答えいたします。 

質問紙の結果につきましては、小中学校とも地域にかかわる項目、それから話し合いや発表活動

にかかわる項目が、全国比１０以上として顕著としてお伝えすることができるかと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

小学校も中学校も今住んでいる地域の行事に参加していますか、全国に比べて２２.３ポイント

上というふうにありますけど、これはやはり糸魚川で行っているいろんな、例えばコミュニティス

クールであるとかいろんなことの要因だというふうに思います。そういうことが、いわゆる子供に

も地域との連携を強くしてるんじゃないかというふうに考えますけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

糸魚川の場合、学校、地域の結びつきは、非常に前から強いわけですけども、一層、コミュニテ

ィスクール等の取り組みにもよって、さらに強くなってると思いますし、あと子供たちもそのよう
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に育ってると思います。地域への参加興味も高いのではないかと判断しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

小学校、中学校も、地域や社会をよくするために何をすべきか考えたことがありますかというこ

とに対しても、小学校で１１.７、中学校で１２.２と、いわゆる地域を考える子供が多くなってき

とるなというふうに考えております。 

実は、きのう市長のお膝元であります根小屋で奉納相撲がありました。それに根知の小学校が、

もう学校を挙げて応援に来ると。実際には、大人の相撲の後に小学生の、いわゆる相撲大会をやら

せる。実は、それに２代前の校長が、６０近くになってでも裸になりまして、青年の部に参加した。

そういうことが、１つの伝統となって、ことしは実は校長先生は裸になっていただけなかったんで

すけど、男子の教員が３人全部裸になっていただいて、やはりそれを応援する子供、父兄の方、や

はりこういうことが、いわゆる地域を考えるものに大きくつながってるというふうに考えるんです

ね。そういう面では、いわゆる地域と一緒になってということが十分、むしろ本当にかなり必要で

すし、そういうことがこういうものにつながってるかと思うんですけど、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

議員おっしゃいますように、子供が育つためには地域が盛り上がり、学校の職員の仕事について

もサポートされていく必要があると思います。ですので、どの行事についても全て参加というわけ

にはいかないかもしれませんけれども、お互いにやりくりをしながら子供を育てていく、その地域

の結びつき、学校との地域の結びつきは、とても大切だと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

いわゆる地域の祭りに子供、中学生も高校生も参加するということが、地域にもっと根づくよう

なことというふうに考えるんですけど、事実で、例えば根知の小学校あたりは、地域的に参加しや

すいのかもしれません。でも、逆に糸魚川小学校だとかそこらあたりは、なかなかいろんな糸魚川

小学校ですと例えば横町の祭り、上刈だ、いろいろ分かれてますね。そういうことじゃあ参加しに

くいのかもしれませんけど、これ校長の判断だというふうに思うんですけど、教育委員会として、

そこらから支援するようつもりはございますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 
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根知小学校等の取り組みについては聞いておりますので、校長判断等で行われております。また、

そういう取り組みがあった場合については、教育委員会としても何らの支援、できる場合について

はしていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

先ほども言いましたけど、規模の大きさによってなかなか難しい面もあるかと思うんですけど、

ぜひともこういうような活動に地域を挙げてやるということが必要でないか、それがいわゆる地元

愛につながっているというふうに思いますので、ぜひともそんなふうな方向で考えていただければ

と思いますし、校長に圧力をかけるという言い方ではないんですけど、やはり地域としてこれも教

育の一環だというふうに考えてるというふうに言っていただければ、もっと参加が多くなるんじゃ

ないかと思うんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

井川教育長。 〔教育長 井川賢一君登壇〕 

○教育長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

今ほど根知小学校の例が申し上げられましたけども、例えば青海地域においても青海の竹のから

かいという伝統行事に、小学校の児童が参加しているという事例がございます。 

具体的に数字で少し申し上げさせていただきますと、地域の行事に参加していますかという小学

生が９０.３％、全国平均が６８.０ということですので、２０ポイント以上プラス。 

また、中学生におきましても６８.９ということで、全国平均が５０.６ということで１８.３ポ

イントも上ということで、その部分については、今後も継続するように各学校のほうにも働きかけ

をしてまいりたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

逆に、マイナスの部分はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

課題が顕著であった項目としまして、小学校マイナス１０ポイント以下はございません。 

中学校での家庭の学習時間については、マイナス１０ポイント以下になりましたので、これは大

きな課題かというふうには思っています。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

なかなか家庭学習を上げるというのは、難しいことだと思うんですけど、その点何か改善策なん

か考えていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

泉こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 泉 豊君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（泉 豊君） 

すぐに策を講じるということは、なかなか難しいことでございますが、糸魚川市が進めている生

活リズムの改善であるとか、それから家庭での時間の使い方、この点について考えさせていく必要

はあると思っております。 

○議長（中村 実君） 

質問の途中でありますが、あらかじめお諮りいたします。 

質問時間が午後５時を過ぎることが予想されますことから、本日の会議時間を延長したいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、会議時間を延長することに決しました。 

山本議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

全国学力学習調査の結果を受けて、学力面では算数・数学、そして英語はまだ全国点には届かな

いものの、確実に上昇傾向と感じています。これは、陰山メソッドの影響が大きいと考えています。 

実は、一部の父兄から、陰山メソッドに対する疑問の声も聞かれるのも事実であります。しかし、

全ての施策、学習方法など完璧なものはないというふうに考えております。 

先日、東小学校で行われた陰山メソッドの研修会で、陰山先生に質問をさせていただきました。

陰山メソッドを進める上で必要なものは何か。先生は、電子黒板やオーバーヘッド、そしてプリン

トなどを入れる収納ボックスというふうなことを言っておりました。ぜひとも今年度または来年度

の予算で、ぜひともこの２つの設備をお願いしたいというふうに思っております。 

陰山先生は、ことし全国で糸魚川に来てくれたような講演を１０回ほど行うということであり、

そのうち３回が糸魚川を予定しとるというふうにも聞いております。先生の意気込みの大きさを感

じられます。ぜひともその意気込みにかなうような設備も必要と思います。 

また、先日のテレビで、小学校、中学校のＷｉ－Ｆｉ設備についての放送がありました。しかし
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１０％を超える学校しか設置してないとのことであります。私は、このＷｉ－Ｆｉ設備もぜひとも

予算化をして、近いうちにお願いしたいというふうに思います。この設備で、先生の多忙化が和ら

ぐのではないかというふうにも考えております。ぜひともよろしくお願いしたい。この点、市長に

お伺いしたいと思いますけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まず、どういう経過があるのかというようなこともあろうかと思うわけでございまして、ただ、

機械・器具だけではないと思っておりまして、そういったどのような形を要るのかというものをし

っかり見きわめていかなくてはいけないのではないかなと思っております。そしてまた、我々はや

はり、この学校の授業に向かっていく生徒の、やはり意識改革的なものが必要になってくるんだろ

うという形で陰山メソッドとともに取り組んでおる部分がございます。ですから、これからさらに

進めていく上には、やはり今の調査の中にも上がっておりますように家庭教育をどのようにしてい

くか、そういうところをやはり一番大切になってくるんではないかなと思っております。児童生徒

の学習意欲を高めていくためにも、やはりその意識をしっかり持っていただくような環境をつくっ

ていくことが大事だと思っておりますので、それに資するものであれば、我々は取り組んでいきた

いと思っておりますので、その辺を検討させていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

私は感じるんですけど、陰山メソッドの中で音読というものがあります。それを実際にやるとみ

んな下を向いて、こうやって見ますね。実は下を向くと、やはり前向きな心がだんだん下向きにな

るんだと思うんです。やはりオーバーヘッドみたいに上にそういうことが書いてあれば、頭を上げ

て上を見る。それによって声も大きくなると思いますし、それが自信につながると思います。ぜひ

ともそこらあたりを、観点を考えていただいて、行っていただきたいというふうに思います。 

次に、６月に行われた防災訓練の課題についてお伺いいたします。 

先ほどの答弁の中で、１時間当たり４０ミリと４００ミリというふうにお伺いしたかと思います。

実際には今、全国で本当に１,０００ミリにも達するような雨というふうにありますけど、糸魚川

でもそういうことが考えられないわけでないんですけど、そこらあたり、もし１,０００ミリが降

ったら、糸魚川がどのような状況になるかというふうに考えていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

お答えします。 
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雨量観測所の警戒値につきましては、時間雨量４０ミリ、それから累積雨量１４０ミリでござい

ます。それで、今ほどおっしゃいました１,０００ミリも降れば、もう市内至るところ甚大な災害

が発生しているというふうに予測させていただきます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

私も７０年生きる中で、やはり７・１１が最大の水害であったように思います。ぜひともという

より、本当に１,０００ミリを超えるような雨が降らないことを願っております。 

その７・１１災害のとき、私も須沢で堤防まで行ってみました。１メートルぐらい下だったかな、

水が流れておりました。あのときは姫川の水崎の一部が損壊したと思います。実際にそれ以上の雨

が降れば、本当に洪水、いわゆる氾濫して、市内の低地にみんな水が流れるのかな。でもそうはな

かなかないことを願ってます。 

でもそれに達しなくても、やはりかなりの水害のときに地崩れだとか、いわゆるそういうふうな

ものがあるかと思いますけど、やはり先ほどの九州の災害でも０.６％しか避難しなかったという

ふうにありますけど、これは避難所に来た数だと思うんですね。実際には、皆さん自主避難で高台

に逃げたとかそういうふうな感じだと思います。そういう面では、自主避難というものを重きを置

かなきゃいけないんじゃないかな。本当に自分のうちが、崖崩れで潰れそうだとか、床上浸水にな

るという方が、本当の意味で避難所へ来るんならいいんですけど、逆に何でもない高台の人が来て、

避難所を満杯にするというのもいかがなものかと思いますけど、その点どのように考えますでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

お答えします。 

私も九州の報道を見させていただきました。鹿児島市のほうで検証した結果、避難所になかなか

避難しなかった。それからわざわざ近いところに逃げずに遠いところの避難所に行ったら、満杯で

入れなかったということもあります。やはり市民が、まず避難所、それからとりあえず身の危険を

避ける緊急の避難場所と混同があると思います。早い段階で避難できれば、皆さん避難所に避難し

ていただければよろしいかと思うんですけども、切迫した状態であれば、近くの緊急避難場所、そ

れから地区で定めております一時避難所、あるいは知り合いのところということは大変有効だと思

いますので、そういったことをこれからはＰＲしていかなくちゃいけないと思います。そうするこ

とによって、一部の避難所に人が集中するということも防げるのではないかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 
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私も須沢の比較的高台、高台ではないんですけど本当に洪水になったときにゼロから５０センチ

程度の水だろうというふうにハザードマップにあるとこには住んでるんですけど、家内とよう話は

するんですけど、姫川が氾濫したときは、さてどうするかという話をよくしたりもします。でもそ

れ以外の、例えば本当に警報が出てもなかなか避難はしないんだろうな。これ一般的なものの感覚

ではないかと思いますね。そういう面では、本当にそういう３００ミリ、４００ミリ、それぐらい

の雨が降ったときには、本当に裏山が崩れる。自分のうちが崖の上にあって崩れる。やはりそうい

う方を中心に避難が必要だと思います。そこらあたりは、消防のほうは把握して、個々に避難をメ

ールすることもあるかと思うんですけど、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

お答えします。 

消防のほうでは、雨量につきましては、常に情報を収集しておりますし、県の土木部の土砂災害

警戒情報ですとか、それから気象台のホームページ、それから気象台からは危険が迫ってきますと

直接電話も来るようになっております。そういったものを見ながら、当然もう３００ミリという状

態になれば、既に気象台、それから土木部が共同で発表する土砂災害警戒情報がもう発令された状

態だと思われます。その状態では、もう避難勧告なり避難指示を出しておりますし、そこの土砂災

害警戒区域については、重点的な広報等を行って、安全対策をとっていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

実際にそういうのになったときに市内の介護所なんかでは、もう本当に事前に避難するというふ

うにも聞いてるんですけど、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

一つの例としまして、市内のある社会福祉法人、福祉施設を幾つか持っておられる法人なんです

けども、施設が土砂災害警戒区域内にある施設がございますが、雨が降りますと、それを自分たち

で状況を把握しながら自主的にもう市からのそういった避難情報とか出る前に、自主的にもうほか

の施設に入所者を避難させるという取り組みをやってるところはあります。そういったみずから気

象情報等を見ながら、自主避難するということは大変いいことですので、そういったことをほかの

施設にも紹介したり、また一般の市民へも紹介していきたいなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 



－ 154 － 

○３番（山本 剛君） 

糸魚川の火災のときも、避難所が設置されたと思うんですけど、もう数日のうちに糸魚川の場合

には皆さん、知り合いだとかあちらに避難になって、閉所になったと思うんですね。そういう糸魚

川はそういう地域柄があると思いますので、ぜひとも自主避難、そしていわゆる身内避難といいま

すか事前避難、もう雨が降る前に、逆に言うと予想して避難する。そしてそれも公が設置する避難

所ではなくて自分の知り合いだとか親戚に避難する。やはりこういうほうに持っていくことが、一

番私は重要だというふうに思うんですけど、その点改めてまたお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

丸山消防長。 〔消防長 丸山幸三君登壇〕 

○消防長（丸山幸三君） 

お答えします。 

おっしゃられる身内避難というのは、大変有効な避難だと思います。気楽な環境の中で過ごせる

という意味では、避難者にとってもいいところだと思います。 

ただ、家から遠ければ早目に避難していただかなくちゃいけない。ですから早目に、自主的に気

象情報等を見ながら判断していただくことが大事だと思います。 

それで、私どもも出前講座でお話をするときには、避難というのは避難所へ行くことだけではな

くて、そういった身内、知り合いのところへ行くことも避難ですよと。そういうような話をさせて

いただいております。その際には、地域のいざ災害に遭ったときに、地域の方が避難していってる

かどうか見にこられて、被災してしまえば困りますので、避難する際には、消防本部なり市役所、

あるいは近隣の方に知らせてくださいというお話をしてるんですけれども、我々が発行しているハ

ンドブック等には、身内避難については実は書いてございません。そこら辺の周知が、今までちょ

っと不十分だったなと思っておりますので、今後は、身内避難も有効な避難なんだということも含

めまして避難方法の啓発等を進めてまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

山本議員。 

○３番（山本 剛君） 

ありがとうございます。本当に身内避難が、私一番最初の有効な手段だというふうに思いますの

で、ぜひともこの方向で向かっていっていただければというふうに思います。 

昨年の６月に避難訓練が実施をされました。年々、参加者がふえてきているものと思います。災

害に対する市民の意識も上がってきているものと思います。 

しかし、避難指示前にもう移動を開始してるなど、指摘事項もあります。訓練が形式化している

ようにも感じざるを得ません。 

先日の村上の地震で、津波警報が発令、高台の方が低地にある公民館に避難をしてきたというよ

うな報道もあります。避難というと避難所に行くことと勘違いしている市民もいることを感じざる

を得ません。そのことを考えると、いろいろと問題点があるように思えてなりません。 

また、昨今の異常気象、異常気象というより地球温暖化で、もう通常の気象と言えるようにさえ
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思えます。そして、全国どこででも降雨による水害が予想されます。降雨による災害を防ぐには、

それなりきの設備が必要でしょう。しかし、国も県も含め、財政難では堤防を高くするとかいろん

なことをやるだけの予算もありませんと思われます。 

そこで、災害を予測した早目の避難が重要と考えます。今まで申してきた事前避難、身内避難を

行政として真剣に考えなければならない時代と考えております。ぜひともその方向でお願いしたい

と思います。 

市は、ハザードマップを作成して、各家に配付しております。しかし、これだけでいいのでしょ

うか。 

前日の糸魚川高校の防災の教育の中でも、高校生はハザードマップを見ていないという実態が明

らかになっております。ぜひとも、いわゆる全市民が少なからずハザードマップを見て、理解でき

る人が、やはりもう一度見直すような、そういう啓発もよろしくお願いしたいと思います。水害が

発生しても、被害者を出さない避難方法をつくり上げなければというふうに考えております。行政

が中心となって市民意識の向上に努力、必要と切に感じております。その点よろしくお願いしたい

というふうに思います。 

最後に、先日の台風で千葉県がまだ停電が続いております。昨年の１２月に電力のことで、私は

質問させていただきました。まさに懸念することが関東の、いわゆる千葉を中心としたところで起

きております。糸魚川でも、この電力について、私が１２月に提言したことも再検討していただき

たいというふうに思います。 

これで私の質問を終わります。 

○議長（中村 実君） 

以上で、山本議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村 実君） 

関連質問なしと認めます。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後５時１２分 延会〉 
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